
7 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
論
考
は
、
平
仮
名
の
各
点
画
の
中
で
も
と
り
わ
け
難
易
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
「
は
ね（

１
）」
を
含
む
平
仮
名
の
全
点
画

要
素（

２
）（「

と
め
」「
払
い
」「
は
ね
」「
折
れ
」「
曲
が
り
」「
結
び
」）
に
関
し
て
、
小
学
生
の
理
解
を
促
す
学
習
展
開
や
学
習
教
材

を
開
発
す
る
た
め
の
基
礎
研
究
で
あ
る
。
本
論
考
の
先
行
研
究（

３
）で

は
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。

○
就
学
前
の
幼
児
に
と
っ
て
、
平
仮
名
の
点
画
要
素
「
は
ね
」「
曲
が
り
」「
結
び
」
は
形
・
用
筆
と
も
に
理
解
が
難
し

い
こ
と
。

○
そ
の
中
で
も
、
年
長
児
が
「
は
ね
」
を
再
現
で
き
る
割
合
は
、「
曲
が
り
」「
結
び
」
と
比
べ
て
も
著
し
く
低
い
こ
と
。

○
「
は
ね
」
の
難
易
度
が
高
い
様
子
は
、
年
長
児
の
み
な
ら
ず
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
も
他
の
点
画
要
素

に
比
較
し
て
際
立
っ
て
い
る
こ
と
。

○
「
は
ね
」
に
代
わ
っ
て
高
い
割
合
で
表
れ
る
の
は
、「
は
ね
」
が
新
た
な
縦
な
い
し
は
横
、
あ
る
い
は
斜
め
方
向
の
一

画
の
よ
う
に
な
る
書
き
方
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
仮
名
の
終
筆
部
「
は
ね
」
は
、
文
字
学
習
入
門
期
の
児
童
が
最
も
苦
戦
す
る
点
画
要
素
で
あ
る
。
こ
の

「
は
ね
」
を
含
め
て
、
現
行
の
国
語
科
書
写
教
科
書
で
は
、
全
社
に
お
い
て
第
一
教
材
に
平
仮
名
の
終
筆
部
及
び
送
筆
部
を
提

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
字
学
習
入
門
期
に
こ
れ
ら
全
て
の
点
画
要
素
に
お
け
る
形
状
の
認
識
と
動
作
の
認
識
と
が
理
解

　
　
学
習
者
の
発
達
段
階
に
即
し
た

　
　
　
　
小
学
校
で
の
平
仮
名
学
習
教
材
及
び
学
習
指
導
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

―
書
写
教
育
の
視
点
か
ら
―

小
林
比
出
代
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さ
れ
、
か
つ
再
現
可
能
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
本
論
考
で
は
、
小
学
校
第
２
～
６
学
年
の
児
童
を
対
象
に
平
仮
名
五
十
音

の
書
き
ぶ
り
に
関
す
る
調
査
を
実
施
（
参
考
と
し
て
大
学
生
に
も
同
一
調
査
を
実
施
）
し
、
そ
の
書
き
ぶ
り
を
各
点
画
要
素
ご

と
に
分
析
し
た
結
果
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
点
画
要
素
に
関
す
る
具
体
的
な
課
題
を
把
握
し
、
各
点
画
要
素
が
再
現
で
き
る
発
達

段
階
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
方
で
、
昭
和
22
年
版
学
習
指
導
要
領
か
ら
平
成
10
年
版
（
＝
前
版
）
学
習
指
導
要
領
期
の
文

部
省
／
文
部
科
学
省
検
定
済
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
の
点
画
要
素
に
関
し
て
、
教
材
の
配

列
及
び
提
示
方
法
を
調
査
し
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
該
当
教
科
書
全
冊
の
調
査
結
果
と
児
童
の
実

態
と
の
擦
り
合
わ
せ
を
行
い
、
文
字
学
習
入
門
期
の
平
仮
名
教
材
に
関
す
る
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
は
、
現

行
学
習
指
導
要
領
の
「
書
写
に
関
す
る
事
項
」
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
、
書
字
過
程
の
重
視
・
点
画
を
形
成
す
る
過
程

の
重
視
を
念
頭
に
置
い
た
学
習
展
開
（
例
え
ば
、
書
字
過
程
に
関
す
る
理
解
を
促
す
た
め
の
、
文
字
学
習
入
門
期
で
の
毛
筆
学
習

の
試
み
等
）
に
つ
い
て
検
討
し
、
小
学
生
の
発
達
段
階
や
現
代
の
児
童
の
実
状
を
見
据
え
た
、
平
仮
名
学
習
の
深
化
を
図
る

指
導
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　

１
．
小
学
校
第
２
～
６
学
年
の
児
童
及
び
大
学
生
が
書
写
す
る
平
仮
名
の
点
画
要
素
の
分
析

　
　
　
　
　

１
―
１
　
調
査
内
容
と
分
析
方
法

　

本
論
考
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
小
学
生
の
平
仮
名
書
写
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
べ
く
、
小
学
校
第
２
～
６
学
年

の
児
童
を
対
象
に
、
平
仮
名
の
点
画
要
素
の
書
き
ぶ
り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
比
較
分
析
を
試

み
る
た
め
、
同
一
の
調
査
を
大
学
生
対
象
に
も
実
施
し
た
。
な
お
、
本
調
査
を
小
学
校
第
１
学
年
で
実
施
し
な
か
っ
た
の
は
、

調
査
時
（
１
年
次
の
７
月
）
は
未
だ
平
仮
名
学
習
の
習
熟
が
図
ら
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

【
調
査
実
施
校
及
び
調
査
対
象
者
数
】

小
学
生
：
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
松
本
小
学
校
第
２
～
６
学
年
の
各
１
ク
ラ
ス
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２
年
生
39
名
／
３
年
生
37
名
／
４
年
生
35
名
／
５
年
生
34
名
／
６
年
生
36
名

大
学
生
：
信
州
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
分
野
以
外
の
２
年
生
40
名

【
調
査
内
容
及
び
分
析
方
法
】

　

小
学
校
第
２
～
６
学
年
の
児
童
と
大
学
生
を
対
象
に
、
平
仮
名
五
十
音
の
書
き
ぶ
り
に
関
す
る
調
査
を
以
下
の
要
領
で
実

施
し
た
。

○
Ｂ
４
版
の
コ
ピ
ー
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
2.5
㎝
四
方
の
マ
ス
目
の
中
に
平
仮
名
五
十
音
を
書
く
こ
と
。

○
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
鉛
筆
の
持
ち
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
字
形
及
び
点
画
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
は
受
け
ず
、
い
つ

も
の
持
ち
方
で
普
段
通
り
に
書
く
こ
と
。

○
な
る
べ
く
消
し
ゴ
ム
は
使
わ
な
い
こ
と
。

　

調
査
対
象
者
が
書
い
た
平
仮
名
五
十
音
の
う
ち
、
本
論
考
で
の
分
析
に
用
い
る
平
仮
名
は
、
出
版
社
６
社
で
発
行
し
て
い

る
現
行
の
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
で
の
、
平
仮
名
に
お
け
る
６
種
の
点
画
要
素
に
関
す
る
単
元
で
、
各
要
素

を
象
徴
的
に
提
示
す
る
文
字
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
か
つ
画
数
が
極
力
少
な
い
下
記
の
18
文
字
と
し
た
。

１
．
と
め
の
用
筆 

…
「
く
」「
へ
」

２
．
払
い
の
用
筆
及
び
方
向 

…
「
し
」「
つ
」「
の
」（
結
び
の
用
筆
で
分
析
す
る
「
お
」）

３
．
は
ね
の
用
筆 
…
「
か
」「
さ
」「
こ
」「
い
」「
け
」

４
．
折
れ
の
用
筆 

…
「
ん
」「
そ
」

５
．
曲
が
り
の
用
筆 

…
「
の
」「
と
」（
払
い
の
用
筆
で
分
析
す
る
「
し
」「
つ
」）

６
．
結
び
の
用
筆
及
び
形 

…
「
ま
」「
す
」「
お
」「
む
」

　

な
お
、
６
社
全
社
の
教
科
書
で
、
平
仮
名
に
お
け
る
「
は
ね
」
の
学
習
単
元
で
は
「
か
」
１
文
字
の
み
を
取
り
上
げ
、
他

の
文
字
の
「
は
ね
」
は
運
筆
上
次
画
へ
の
筆
脈
が
線
と
な
っ
て
表
れ
た
付
随
的
な
要
素
と
し
て
い
る
。
運
筆
上
表
れ
た
「
は

ね
」
は
「
は
ね
」
と
し
て
書
か
な
け
れ
ば
誤
り
と
な
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
全
て
の
教
科
書
の
平
仮
名
五
十
音
表
で
、
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図１　鉛筆の持ち方（Ａ＝望ましい持ち方）

「
い
」「
か
」「
き
」「
け
」「
こ
」「
さ
」「
に
」「
は
」「
ふ
」「
ほ
」
の
10
文
字
に
は
「
は
ね
」
を
付
し
て
い
る
（［
参
考
１
］
参

照
）
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
中
の
５
文
字
を
抽
出
し
た
。

　

調
査
対
象
と
し
た
全
て
の
平
仮
名
に
つ
い
て
は
、
学
年
と
鉛
筆
の
持
ち
方
（
図
１
参
照
）
の
別
に
従
い
比
較
分
析
を
試
み

た
。［
参
考
２
］
は
、
本
調
査
の
対
象
者
で
あ
る
小
学
生
と
大
学
生
に
行
っ
た
鉛
筆
の
持
ち
方
に
関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。

［
参
考
２
］
鉛
筆
の
持
ち
方 

調
査
結
果
（
％
）

［
参
考
１
］
平
成
23
年
版
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
五
十
音
表
で
「
は
ね
」
が
つ
い
て
い
る
平
仮
名

（
※
強
調
右
傍
線
文
字
＝
他
社
本
で
は
「
は
ね
」
が
つ
い
て
い
な
い
文
字
）

Ａ
社

Ｂ
社

Ｃ
社

Ｄ
社

Ｅ
社

Ｆ
社

い
か
き
け
こ
さ

せ
な
に
は
ふ
ほ

や
ら
り

い
か
き
け
こ
さ

せ
た
な
に
は
ふ

ほ
や
ら
り

い
か
き
け
こ
さ

せ
な
に
は
ふ
ほ

や
ら
り

い
か
き
け
こ
さ

た
に
は
ふ
ほ
り

（
せ
な
や
り
該
当
せ
ず
）

い
か
き
け
こ
さ

せ
な
に
は
ふ
ほ

や
ら
り

い
か
き
け
こ
さ

せ
な
に
は
ふ
ほ

や
ら
り

【［
参
考
２
］
調
査
対
象
者
数
】

小
学
生
…
２
年
生
76
名
／
３
年
生
37
名
／
４
年
生
35
名
／
５
年
生
34
名
／
６
年
生
36
名

※「
平
仮
名
「
は
ね
」
の
難
易
度
と
児
童
の
発
達
段
階 

―
学
習
教
材
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究
―
」（『
書
写
書
道
教
育

研
究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.78-83.

）
の
調
査
結
果
に
よ
る
た
め
、
第
２
学
年
の
人
数

は
２
ク
ラ
ス
分
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
生
…
40
名

　
　
　
　
　

１
―
２
　
調
査
結
果
及
び
比
較
考
察

　
「
１
―
１
」
で
の
調
査
結
果
は
、先
の
「
１
」
～
「
６
」
の
設
問
意
図
を
ふ
ま
え
20
の
観
点
か
ら
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
以

下
、
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
列
挙
す
る（

４
）。（

グ
ラ
フ
中
、
小
学
校
２
～
６
年
生
を
「
小
２
」
～
「
小
６
」、
大
学
２
年
生
を
「
大
２
」
と

表
記
。）

22.522.5 42.542.5 17.517.5 17.517.5

44.444.4 11.111.1 2.82.8 41.741.7

38.238.2 2.952.95 2.952.95 55.955.9

5.75.7 4040 14.314.3 4040

18.918.9 37.8537.85 5.45.4 37.8537.85

18.418.4 30.330.3 10.510.5 40.840.8

0%

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

大
２

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

C

その他

（
小
林
比
出
代
「
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
の
扱
い
に
関
す
る
一
考
察
」

『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013 ,p.33.

）
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１- ２- １ 「とめ」に関する分析結果　（数値：％）
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１- ２- ２ 「払い」に関する分析結果　（数値：％）
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１- ２- ３ 「はね」に関する分析結果　（数値：％）
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１- ２- ４ 「折れ」に関する分析結果　（数値：％）
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１- ２- ５ 「曲がり」に関する分析結果　（数値：％）
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19 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望
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１- ２- ６ 「結び」に関する分析結果　（数値：％）
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１
―
３
　
ま
と
め
　
―
小
学
校
第
２
～
６
学
年
が
書
写
す
る
平
仮
名
の
点
画
要
素
の
実
態
把
握
―

　
１
―
３
―
１　

と
め
の
用
筆

　
「
と
め
」
は
難
易
度
の
低
い
用
筆
で
あ
り
、
小
学
校
低
学
年
で
の
習
得
が
十
分
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
６

年
生
や
大
学
生
な
ど
年
齢
層
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
の
乱
れ
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
―
３
―
２　

払
い
の
用
筆
及
び
方
向

　

Ａ
タ
イ
プ
の
望
ま
し
い
持
ち
方
の
場
合
、
指
の
伸
縮
運
動
が
可
能
な
上
に
筆
記
用
具
の
上
下
動
も
相
ま
っ
て
、
日
本
の
文

字
の
特
性
で
あ
る
「
は
ね
」
や
「
払
い
」
等
が
再
現
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｃ
タ
イ
プ
や
Ｂ
タ
イ
プ
の
持
ち
方
で
は
平
面
運
動

の
中
で
文
字
を
再
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
必
然
的
に
「
は
ね
」
や
「
払
い
」
等
に
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る（
５
）。

　
「
払
い
」
の
用
筆
の
難
易
度
は
そ
れ
程
高
く
な
い
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
グ
ラ
フ
か
ら
、「
払
い
」

が
払
い
の
用
筆
と
し
て
実
現
さ
れ
る
か
は
筆
記
具
の
持
ち
方
が
影
響
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
年
齢
層
の
別
に
関

係
が
な
い
。
ま
た
、
高
学
年
で
書
き
ぶ
り
が
落
ち
着
く
様
子
と
大
学
生
で
の
乱
れ
が
対
照
的
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
払
い
」
に
お
い
て
は
、
用
筆
よ
り
も
方
向
と
い
っ
た
要
素
の
方
が
難
易
度
は
低
く
、
小
学
校
低
学
年
で
十
分
習

得
可
能
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
年
齢
層
に
関
わ
ら
ず
、
筆
記
具
の
持
ち
方
の
違
い
が
再
現
す
る
「
払
い
」
の

在
り
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
推
察
で
き
る
。

　
１
―
３
―
３　

は
ね
の
用
筆

　
「
は
ね
」
を
新
た
な
縦
な
い
し
は
横
（
あ
る
い
は
斜
め
方
向
）
の
一
画
（
次
頁
〈
例
〉
参
照
）
と
し
て
書
か
な
く
な
る
過
渡
期

は
、
早
く
て
小
学
校
３
～
４
年
生
（「
け
」
参
照
）、
な
い
し
は
４
～
５
年
生
（「
さ
」「
か
」
参
照
）
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、高
学
年
に
も
「
は
ね
」
を
新
た
な
一
画
と
す
る
書
き
方
が
一
定
人
数
存
在
す
る
（「
こ
」
参
照
）
こ
と
か
ら
、

「
は
ね
」
は
難
易
度
が
高
い
用
筆
で
あ
る
と
改
め
て
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、高
学
年
の
場
合
は
流
行
文
字
系
の
影
響
に
よ
る
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可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
先
述
の
通
り
、
本
調
査
で
分
析
対
象
と
し
た
「
か
」
以
外
の
平
仮
名
は
、「
は
ね
」
の
用
筆
で
な
け
れ
ば
間
違
い

な
の
で
は
な
く
、「
と
め
」
の
用
筆
で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
画
要
素
は
少
な
く
と
も
折
れ
て
新
た
な

一
画
と
す
る
用
筆
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
い
年
齢
層
で
見
ら
れ
る
抜
く
用
筆
や
丸
み
を
帯
び
る
用
筆

は
、
年
齢
が
上
が
る
に
従
っ
て
生
じ
る
雑
な
書
き
ぶ
り
、
書
写
時
の
乱
れ
と
推
測
さ
れ
る
。
学
年
の
進
級
に
付
随
し
て
の
平

仮
名
指
導
に
関
す
る
課
題
提
起
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
１
―
３
―
４　

折
れ
の
用
筆

　

低
学
年
で
の
習
得
が
無
理
な
く
可
能
な
点
画
要
素
（「
そ
」
参
照
）
で
あ
る
が
、「
ん
」
の
折
り
返
し
は
、
学
年
に
関
係
な

く
か
な
り
高
い
割
合
で
丸
み
に
転
じ
る
。
こ
の
用
筆
が
実
現
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
持
ち
方
の
別
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
推
察
さ
れ
、
注
意
を
要
す
る
。

　
１
―
３
―
５　

曲
が
り
の
用
筆

　

小
学
生
に
と
っ
て
「
曲
が
り
」
の
用
筆
の
難
易
度
は
低
く
、
低
学
年
で
習
得
可
能
な
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
高
学
年
及

び
大
学
生
で
の
デ
ー
タ
か
ら
、「
曲
が
り
」
の
用
筆
が
実
現
で
き
る
か
は
持
ち
方
の
別
に
起
因
す
る
と
推
測
で
き
る
。

　
１
―
３
―
６　

結
び
の
用
筆
及
び
形

　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、「
結
び
」
は
幼
児
に
と
っ
て
理
解
が
難
し
い
用
筆
で
あ
る
が
、
就
学
後
の
書
写
学
習
で
一

度
「
結
び
」
の
書
き
方
を
習
得
し
た
後
は
問
題
が
生
じ
に
く
い
。
し
か
し
、
そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
持
ち
方
の
別
に
関
係

な
く
、
高
学
年
に
な
っ
て
も
安
定
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（「
す
」
参
照
）。
縦
長
及
び
横
長
の
結
び
の
形
に
関
す
る
意
識
的

な
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

〈
例
〉
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２
．
学
習
指
導
要
領
に
み
る
小
学
校
第
１
学
年
「
書
写
」
学
習
指
導
内
容
の
推
移

　

次
章
以
降
の
考
察
に
あ
た
り
、本
章
で
は
、昭
和
22
年
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
か
ら
平
成
20
年
版
（
＝
現
行
）
小
学
校
学

習
指
導
要
領
に
お
け
る
、
小
学
校
第
１
学
年
「
書
写
」
学
習
指
導
内
容
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
18
頁
の
「
表

１
」
は
、拙
稿
「
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
の
扱
い
に
関
す
る
一
考
察
」（『
書

写
書
道
教
育
研
究　

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.32-33.

）
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
考

に
お
い
て
も
必
要
な
資
料
と
な
る
た
め
敢
え
て
掲
載
す
る
。

　

本
表
か
ら
、
昭
和
43
年
版
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、「
書
写
」
の
学
習
指
導
の
内
容
に
初
め
て
点
画
要
素
に
関
す
る
事
項

を
設
定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
点
画
に
気
を
つ
け
て
」
と
の
文
言
の
み
で
、
具
体
的
に
何
を
「
気
を
つ
け
」
る
の

か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
点
画
要
素
に
関
し
て
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
の
は
平
成
元
年
版
学
習
指
導
要
領
以
降
で
あ
る
。
し

か
し
、
平
成
元
年
版
以
降
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
平
仮
名
の
点
画
要
素
に
関
す
る
内
容
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
。

　
　
　
３
．
昭
和
22
年
版
学
習
指
導
要
領
期
か
ら
平
成
10
年
版
（
＝
前
版
）
学
習
指
導
要
領
期
ま
で
の

　
　
　
　 

小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
教
材
の
時
代
的
変
遷

　

そ
れ
で
は
、
昭
和
22
年
版
学
習
指
導
要
領
発
行
後
平
成
10
年
版
（
＝
前
版
）
学
習
指
導
要
領
ま
で
の
文
部
省
・
文
部
科
学

省
検
定
済
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
で
は
、
平
仮
名
の
各
点
画
要
素
を
ど
の
よ
う
に
提
示
し
て
き
て
い
る
の
か
。

19
〜
40
頁
の
「
表
２
」
は
、
昭
和
25
年
か
ら
平
成
14
年
に
発
行
さ
れ
た
、
分
析
対
象
と
な
る
全
て
の
教
科
書
を
調
査
し
た
結

果
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
当
該
教
科
書
に
お
け
る
平
仮
名
の
教
材
配
列
に
関
し
て
、
各
点
画
要
素
が
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か

に
着
目
し
な
が
ら
分
析
し
、
小
学
校
書
写
用
教
科
書
の
平
仮
名
教
材
に
関
す
る
時
代
的
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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表 １　学習指導要領における小学校第 １学年「書写」の学習指導内容に関する記述
学習指導要領 章・節 小学校第 １学年「書写」の学習指導内容に関する記述

昭和二十二年度（試案）
学習指導要領　国語科編
昭和22年12月発行

第二章　小学校一、二、三学年
の国語科学習指導

第四節　書きかた　三（二） 
2 （ 3 ）文字について

イ　ひらがなを主として、このほか、かたかなや漢字を書くことを練習す
る。

ハ　字形を正確にその筆順をよく会得させる。
チ　いろいろと文字を比べさせて、その正否や美醜などを見わける力をや

しなっていく。

昭和二十六年（一九五一）
改訂版　小学校学習指導要領　
国語科編（試案）
昭和26年12月発行

第三章　国語科学習指導の計画
第三節　国語能力表
五　書くことの能力
　　（書き方）

2 　書くときの姿勢や用具の扱い方がわかる。
3 　鉛筆で字を書くことができる。
４ 　一・五センチ角ぐらいの文字が書ける。
５ 　自分の名まえを書くことができる。
７ 　視写することができる。
９ 　文字に筆順のあることがわかる。
10　ひらがなが書ける。
11　読める漢字のだいたいが書ける。
12　アラビア数字が書ける。

小学校　学習指導要領
昭和33年改訂
昭和33年10月告示

（昭和33年10月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標および内容

1 目標
（10）文字をていねいに書くことができるようにする。

2 内容
（書くこと）
ウ　文字の形に注意し、筆順に従って書くこと。

小学校　学習指導要領
昭和４3年 ７ 月告示

（昭和４6年 ４ 月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標および内容

2 内容
C 書くこと
ア　姿勢を正し、また、用具のもち方を正しくして文字を書くこと。
イ　文字の形に注意して、筆順に従ってていねいに書くこと。
ウ　点画に気をつけて文字を正しく書くこと。

小学校　学習指導要領
昭和５2年 ７ 月告示

（昭和５５年 ４ 月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標及び内容

2 内容
〔言語事項〕
ア　文字の形に注意して、筆順に従って丁寧に書くこと。
イ　点画に注意して、文字を正しく書くこと。

小学校　学習指導要領
平成元年 3 月告示

（平成 ４ 年 ４ 月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標及び内容

2 内容
〔言語事項〕
（ア）姿勢や用具の持ち方を正しくして書くこと。
（イ）文字の形に注意して、筆順に従って丁寧に書くこと。
（ウ）点画の長短、方向などに注意して、文字を正しく書くこと。

小学校　学習指導要領
平成10年12月告示

（平成1４年 ４ 月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標及び内容

2 内容
〔言語事項〕
（ア）姿勢や用具の持ち方を正しくして丁寧に書くこと。
（イ） 点画の長短、接し方や交わり方などに注意して、筆順に従って文字

を正しく書くこと。

小学校　学習指導要領
平成20年 3 月告示

（平成23年 ４ 月施行）

第 2 章　各教科
第 1 節　国語
第 2 　各学年の目標及び内容

2 内容
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
ア　姿勢や筆記具の持ち方を正しくし、文字の形に注意しながら、丁寧に

書くこと。
イ　点画の長短や方向、接し方や交わり方などに注意して、筆順に従って

文字を正しく書くこと。

表.indd   2 2016/02/17   9:24:12
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表２　昭和 22 年版学習指導要領期から平成 10 年版（＝前版）学習指導要領期までの
　　　小学校書写用教科書（第１学年）における平仮名の点画要素の提示配列方法に関する推移

出版社
発行年 A社 B社 C社 D社 F社 G社 H社

昭和2５年

「上」全32頁
P３/４ 
※線遊び
P５  おとうさん
P6  おかあさん
P７  はるおさん
P8  せんせい
P９  しろ しろ �
おいで
P10 ただいま お
かえり
P11 ふうせん �
しゃぼんだま
P12 ひとつ、ふ
たつ、みっつ、
よっつ、いつ
つ、むっつ。
P1３ はしる、は
しる、いぬも
はしる。
P1４ なわとび、
まりなげ、に
らめっこ。
※�以降漢数字
　文章（単語）

昭和26年

全64頁
P４/５ しろ こい
P6  れ な
（うれしいな）
P７  お さ
（おとうさん）
P8  せんせい お
はよう
P９  みなさんお
はよう
P10 おやまを つ
くろう
P11 とんねる ほ
ろう
P12 あかいはな �
しろいはな
P1３ ひとつ ふた
つ みっつ �
よっつ
P1４ おかあさん �
ただいま
P1５ みけ みけ �
おいで
※以降文章

「上」全32頁
P1
（※姿勢／執筆法／
鉛筆の削り方）
P2/３
（※線遊び）
P４  い け こ
（いけ こい）
P５  た ま
（たこ こま）
P6  と り
（ことり たまご）
P７  う さ き ぬ
（うさぎ たぬき）
P10 よ
（よいこ よい こ）
P11 お
（�よしおさん と
しこさん）
P12 か は れ
（�なかよし。よ
いこ。）
P1３ ち ら
（�はしれ、はし
れ。どちらが
はやい。）
P1４/1５
（※文章）
P16/1７ 。ぽえる
（※文章）
P18/1９ へ あ ろ
（※漢数字文章）
P20/21 に
（※文章）
P22/2３ め ふ つ
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昭和26年

み く も
（※文章）
P24/25 す
（※文章）
P26/27 山 を 大
ね

（※文章）
P28/29 そ 白
（※文章）
P30/31 の 中
（※文章）
P32 せ ゆ む
（※しりとり）

昭和28年

「上」全32頁
P2/3 人
P4/5 しろ
P6/7 はははは
P8  はい
P9  いいえ
P10/11 えほん
P12 おはなし
P13 おみやげ
※以降挨拶文章

「上」全32頁
P4  こ い
P5  しろ こい
P6  お か
（おつかい）
P7  ゆ た
（ゆたかさん）
P8  わ
（�さわると、た
いへん）
P9  ほ
（�ほら、うしが
きたよ）

「上」全32頁
P2～7 「せんのお
けいこ」

（※姿勢・執筆法
のイラストと
各種の線）
P8  く し
P9  つ い
P10 ろ
（�くつ くろい く
つ）
P11 とり
（�とり しろい と
り）
P12 にわひよこ
（�にわとり ひよこ）
P13 も の ほ
（�こどものひ こ
いのぼり）
P14 ぬ ね ま う
（�いぬ ねこ うし �
うま）
P15 み け ち さ
す
（�みけねこ ちい
さい すず）
P16 た え ん そ
（�たのしい えん
そく）
P17 な お
（�みんな うたを �
うたいましょう）
P18 は れ
（�はしれ はしれ）
P19 へ る
（�すべる すべる �
すべりだい）
P20 お ら
（�おはよう さよ
うなり）
P21 か あ て き
（�おかあさん いっ
てきます）
P22 せ や
（�まちの おみせ �
おかしや）
P23
（�はなや ほんや �
やおや）
P24
（�おひさま あか
い よる おてん
き）
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27 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

昭和28年

P25
（�きらきら ひか
る おほしさま）
P26
（�かわいい おに
んぎょう）
P27 め む
（�め はな くち �
みみ て あし �
むね はら）
P28 ふ
（�七月十八日 日 �
はれ うみへい
きました。か
もめがとんで
いました。ふ
ねがみえまし
た。）
P29
（�すなの やまを �
つくって、あそ
びました。）
P30
（�はなが さきま
した。）
P31
（�きれいな はな
が さきました。）
P32
（�ゆうやけ こや
け あした て
んきに なあれ）

昭和29年

「上」全32頁
＊�点画要素に則
した配列では
ない
P2/3 こい いけ
P4/5 とり うち
※以降文章

「上」全32頁
P6  い（いけ）
P7  こ（こい）
P8/9
（※氏名）
P10 な
（�せんせい さよ
うなら）
P11 お
（�おかあさん た
だいま）
P12 を
（�げんきを だし
て）
P13 あ
（�さあ のぼろう）
P14/15 も
（�じゃんけんぽ
ん もういいか
い まあだだよ �
もういいよ）
P16/17
（※漢数字入り）
P18 ん
（�あかちゃんに
あげてくださ
い ありがとう
ございます）
※以降文章

昭和30年
「上」全32頁
P2/3
（※線遊び）

「上」全32頁
P4  いけ はし
P5  いか たこ

「上」全32頁
P1～3
※前書と同じ

「上」全32頁
P2～7「せんの
けいこ」
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昭和30年

P4
（※横画 縦画転
折 曲線）
P5  て ろ
P6  はるお
P7  おとうさん
P8  おかあさん
P9  よしこさん
P10 せんせい
P11 みんな とも
だち
P12 さようなら
P13 ただいま
P14 しろ しろ
おいで
P15 おやすみ
P16 しゃぼんだ
ま いくつ
P17 ひとつ ふた
つ みっつ �
よっつ
※以降文章

P6  りんご みか
ん
P7  さかな いわし
P8/9 くにお ねえ
さん おとうさ
ん おばあさん �
おかあさん
P10/11 おみやげ �
ちよがみ えほ
ん えんぴつ お
もちゃ おかし
※以降文章

P4  い こ（こい）
P5  け（いけ）
P6  り と
（ことり）
P7  ま た
（たまご）
P8  き さ う
（うさぎ）
P9  ぬ（たぬき）
P10/11 よ し ん �
お

（※文章）
P12/13 か は れ �
ち ら や

（※文章）
P14/15 ひ わ
（※文章）
P16～21
※前書と同じ
P22/23 め ふ つ �
て み く も

（※文章）
P24/25
※前書と同じ
P26/27 な 山 を
（※文章）
※�以降前書と�
同じ

（※執筆法 芯の削
り方 各種の線）
P8～9
※前書と同じ
P10 け り
（いけ つり）
P11 こ ふ な
（こい ふな）
P12 う ま
（うし うま）
P13 ぬ ね
（いぬ ねこ）
P14 えほん
（つくえ ほん）
P15 ち ろ と
（いちろう としこ）
P16 も の ひ
（�こどものひ こ
いのぼり）
P17 さ は れ
（�いちろうさん は
しれ はしれ）
P18 お よ
（�おとうさん お
はよう）
P19 かあてきす
（�おかあさん �
いってきます）
P20 せ ら
（�ひろい うんど
うば）
P21
（�せんせい さよ
うなら）
P22～23 や
（�まちの おみせ �
おかしや）
P23
（�ほんやが あり
ます おもちゃ
も あります）
P24 る
（�きらきら ひか
る おほしさま）
P25 へ だ ゆ み
（�へちまのたな �
ゆうすずみ）
P26 わ に
（�かわいい にん
ぎょう）
P27 め む
（�め くち はな �
みみ て あし �
むね はら）
P28～29 そ
（�なかよしは い
つも にこにこ。
みんな そろっ
てじょうずに �
うたう。）
P30
（�十八日 日 はれ �
うみへいきまし
た。かもめがと
んでいました。
ふねがみえま
した。）
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29 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

昭和30年

P31
（�すなの やまを �
つくって、あそ
びました。）
P32
（�ゆうやけ こや
け、あした て
んきに なあれ。）

昭和31年

「上」全32頁
P2/3 こい いけ
P4/5 ことり た
まご
P6/7 くろ しろ �
みけ つる かめ
P8/9 め くち て �
あし くさ き �
はな
P10/11 やね は
と にわ いぬ �
よる ほし ひ
る くも
※以降文章

昭和32年

「上」全32頁
P6  こい
P7  しろ こい
P8  おつかい
P9  ゆたかさん
P10 わ る と へ
（�さわると、た
いへん）
P11 〟 ま く う
（�ただいま ごく
ろうさま）
P12 ち そ を ら �
え す
（�ごちそうを こ
しらえますよ）
P13 よ あ は な
（�あかいはな し
ろいはな）
P14 ひ ぬ
（�あひる あたま �
あさひ いぬ �
いか いす）
P15 け や ほ き �
も
（�なつ つゆ ゆ
げ げた たか �
かや ほんや �
やきいも もじ
いた）
P16/17 ふ み む �
に ね

（※なわとびの文
章）
P18/19 て れ。
（※きしゃごっこ
の文章）

昭和33年

「上」全32頁
P2～5
（※線遊び）
P6  こい くつ
P7  うし の
（つの）

「上」全32頁
P4/5 しろ くろ
P6/7 あか あお
P8/9 みどろ
P10/11 むらさき

「上」全32頁
P2～5
※�前書と同じ趣
旨（ただし、若
干線が大きく、
数が少なくな
る）
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昭和33年

P8  て るま
（くるま）
P9  め ろり
（いろり）
P10 へ（へい）
　かお
P11 け（おけ）
　に（かに）
P12 せん
（せんせい）
P13 よ（よしこ）
（しろ）
P14 えき わた
P15 みち はす
P16 ひも と
（とけい）
P17 さら あや
（あやめ）
※以降文章

P12/13 うえ した �
よこ まえ うし
ろ
P14/15 あたま は
な くち むね �
ひざ
P16 もじあそび �
くり あさ とき
たかは こらま
（�さき こと かま �
とり）
P17 あたまに

�

「か」のつく�
ことば

　かさ
　�あたまに「さ」�
のつくことば�
さとう
※以降文章

P6  く
P7  へ
P8  し つ
P9  い り
P10 こ （こい）
P11 け （いけ）
P12 う （うし）
P13 ま （うま）
P14 は れ （はし
れ）
P15 あ る （ある
け）
P16 わ ら （わら
う）
P17 お （おきる）
P18 ろ ぬ 
（しろい いぬ）
P19 ね 
（くろい ねこ）
P20 き ほ 
（つき ほし）
P21 ゆ さ 
（つゆ くさ）
P22 す な や
（すなやま）
P23 か よ
（かいすいよく）
P24 に ん
（�かわいい に
んぎょう）
P25 め ち み
（め くち みみ）
P26 も の を
（きものを きる。）
P27 ふ せ
（�ようふくを き
せる。）
P28 え （えを か
く）
P29 む
（ほんを よむ）
P30 と 一 二 三
（�からすが とぶ。
一わ、二わ、三
ば。）
P31 そ た て
（�にしの そらが �
あかい。あした
は てんきでしょ
う。）
P32 日 ひ
（�ゆう日が しず
みました。ほ
しが ひかりだ
しました。）

昭和34年

「上」全32頁
P6
（�つくし こい �
いけ）
P8/9 まとえん
（�うし くり う
ま とけい え
ほん）
P10/11 そ れ
（�えんそく う
れしいな）
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31 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

昭和34年

　な あ ひ
（�あひるも えん
そくだね）
P12/13 べ お み
（�そら、つかま
えるよ。おに
だ。にげろ。
とべ、とべ。
おおなみ。こ
なみ。）
P18/19 を わ す
（※文章）
P20 にている じ �
きさ ほは め
ぬ わねれ ろ
るら やゆ す
て んふ
P21 ゆ （ゆり）
　む （むし）
　ふ （ふね）
　あ （あめ）
　お （おに）
　そ （そら）
　ぬ （ぬりえ）
　み （みかん）
　れ （れんげ）
※以降文章

昭和36年

「上」全24頁
P4/5 くつ つくし
P6  しろ こい
P7  りす かに
（�くつ つり り
す すし しか �
かに）
P8  お め く ち
（�おおきなめ く
ち はな みみ �
て あし）
P9  ま も を。
（※文章）
P10 ぬ ね れ、
（※文章）
P11 た と ら そ
（※文章）
P12 む よ ょ っ
（※文章）
P13 る ゆ「 」
（※文章）
P16/17 ぴ ぽ ご
ざ

（※文章）

「上」全32頁
P2
※名前
P3 
※�執筆法鉛筆の
削り方（芯の
長さ）
P4  こ い
P5  う し
P6  そ ら
P7  か わ は
（かわ はし）
P8  め く ち ろ
（�め くち しろ
いは）
P9  さ て つ
（�かわいい てち
いさい くつ）
P10 あ な き れ
（�あかい はな �
きれいな はな）
P11 せ ん み よ
（�せんせい みん
な よい こ）
P12/13 ふ ひ と �
た む
（�ふうせん いく
つ ひとつ ふ
たつ みっつ �
よっつ いつつ �
むっつ ななつ）
P14 え す け ほ
（�つくえ いす �
とけい ほん）
P15 へ ぬ ゆ び
（�へい いぬ ゆ
うびん）
P16 も の や る �
り

「上」全24頁
P2  しろ こい
P4  あかい
P5  はな
P6  うえ した
P7  みぎ まえ �
みかん
P8/9 おわんと お
はし さかなつ
り
P10/11 ほ ね も �
の
※以降文章

「上」全32頁
P4  くつ（くつ）
P5  いし（いし）
P6  うし つくし
P7  いけ ことり
P8  も や
（くま やま）
P9  ま み
（うみ しま）
P10/11
（※氏名）
P12 す さ る
（�りす くま さ
る）
P13 き ね た ぬ
（�きつね たぬき）
P14
　えんぴつの
　はこびかた
　�てひ めあ はま
※折れ曲がり結
びについて特
に取り上げる
P15 か ろ な
（�たかいやま ひ
くいおか しろ
いすな あおい
うみ）
P16/17
（※漢数字）
P18 ゆ ら ず
P19 ふ
（ふね ふえ）
　�む（むら むし）
　�せ（せみ せん）
　�へ（へい へや）

全56頁
P2  
（※氏名）
P3  こい
P4  こい（こい）
P5  はと
（はと こい）
P6  しろ（しろ）
P7  く
（くろ しろ）
P8  り（とり）
P9  あ お
（�あおいとり こ
とり）
P10 えんそ
（えんそく）
P11 た
（�あしたは えん
そく）
P12 か め ら す
（�かめ からす �
かさ）
P13 さ ほ び つ
（�えほん えび �
えんとつ）
P14 ひ な て ま
（※文章）
P15 ち き う け
（※文章）
P16 せ へ
（※しりとり）
P17 に も ふ ぬ
（※しりとり）
P18 ね る
（�おほしさま ひ
こぼし ふね）
P19 の わ
（�つる おりひめ �
あまのがわ）

「上」全28頁
P6  しろ
P7  しろ こい
P8  た か さ ん
（たかこさん）
P9  よ お
（よしおさん）
P10 え ほ あ る。
（�えほんがある
よ）
P11 り み を く
（�おりがみを く
ださい）
※�以下、例は文
章で示す。
P12 は や き て
P13 わ も つ う
P14 と そ ね
P15 ま ひ 、
P16 す な の せ
P17 れ ら
P18/19 に て っ
P20/21 ふ ぬ め �
ち
P23 ゆ む 「 」

全48頁
P2  
（※線遊びと一緒
に）
　く へ
P3  
（※同） 
　し つ
P4  
（※同）
 い こ
P5  
（※同）
 か み �
 は さ
（�いし かみ は
さみ）
P6  
（※同）
　き の え
（つみきの いえ）
P7  ん そ う れ �
な
（�えんそく うれ
しいな）
P8  ひ ろ ら
（ひろい のはら）
P9  わ れ
（かわいい こうし）
P10 やまが
P11 る ふ ね も
（�やまが みえる �
うみが みえる �
ふねも みえる）
P12 と め あ
（うさぎと かめ）
P13 あり
（�ぞうさん あり
がとう）
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昭和３6年

（�あらものや ほ
うき はたき �
ざる ぞうり）
P1７ おに まね
（�やおや だいこ
ん にんじん �
たまねぎ じゃ
がいも）
P18/1９ を
（※文章）
P20
（※クレヨンで短
冊）
P22
（※文章）
P2３ ろる しも�
さき めぬ て
そ はほ

（※似ている字）
P2４/2５
（※文章）
P26～2９
（※文章漢字も）
P３0/３1
（※五十音）

P21 わ ほ
（�ほしまつり あ
まのがわ）
P22 よ に
P2５ にている
　ひらがな
　�はほ わね め
ぬ ろる たな �
よま

P20 む れ
（※文章）
P21 み や を
（※文章）
P22 ひらがな
　のけいこよ
　くにたじ
　�さき たな め
ぬ ろる はほ �
りけ ろちら �
わ ね れ
P2３ はらうじ
※払いの記号
　�あめ つの わ
ら うり
　とめるじ
※止めの記号
　�そで はな え
だ ねこ
P2４/2５
（※漢数字文章）
P26/2７ どうぶつ

�

えん
　きりん ぞう
　�くじゃく おっ
とせい
P28/2９ ゆよ
（※文章）
P３0～３７
（※漢字文章）
P３8/３９
（※五十音表）
＊「とめるとこ
ろ」「はらうと
ころ」を記号
で明示

P1４ ち
（�ちいさい かさ、
おおきい かさ。
あかい かさ、
くろい かさ。）
P1５ お て
（�かさが ならん
で がっこうへ �
いく）
P16/1７ せ を た �
よ 、 。

（※文章）
P18 一
（※文章）
P1９ 十 二 ほ
（※文章）
P20 山 に す
（※文章）
P21 上 け
（※文章）
P22～2５
（※文章漢数字）
P26/2７ 口 ゆ む
（※文章）
P28/2９
（※文章漢字入り）
P３0 日 ぬ
（※文章）
P３1～４３
（※漢字入り文章）
P４４/４５
（※五十音表）

昭和４0年

全56頁
P6/７ くつ つく
し
P8/９ い こ ろ
（�しろ こい く
ろ こい）
P10/11 め な の �
ぼ り わ あ �
お き
P12 か と ん で �
ま

（※文章）
P1３ す た か は �
み ふ ね

（※文章）
P1４/1５ ぬ を れ �
ら に そ だ げ

（※文章）
P16 ゆ や る さ
P1７ きほんの
　ぺえじ
　�へ ち け む
よ せ

（※単語しりとり）
「�ひらがなが ぜ
んぶかけるよ
うにしましょ
う」

全48頁
P2/３
（※線遊び）
P４  くつ
P５  はら（のはら）
P6  （こうし）
P７
※「はらい」の�
記号�
はらい
　つうら かわよ
（※筆順）
（かわいいよ）
P8  
※「とめ」の記
号
　とめ
　�く い え え �
ぶ ね

（※筆順）
（�うみがみえる。
ふねがみえ
る。）
P10 に た ま お �
に ま

（※筆順）
（�おにごっこを
しました。）
P11 け ゆ り ゆ �
な さ

全56頁
P４  はい
P５  せんせい
P6  いし かみ �
はさみ
P７  こいのぼり
P8  いぬ あひ
る
P９  ねこ にわとり
P10 あやめ あさ
がお あまがえる
P11 ゆき きしゃ �
しゃしょう う
め めだか
※以降文章

全56頁
P2/３
※前書と同じ
P４  しろ（しろ）
P５  しろ こい
P6  とり
（とり ことり）
P７  か わ は
（かわ はし）
P8/９
（�さる さる お
やざる ざる）
　おやざる
P10/11 え ん そ �
く あ た

（※文章）
P12/1３ め ら す �
ほ び つ

（※文章）
P1４～1７
※前書と同じ
P18/1９ ね の
（※文章）
（※前書と同じ）
P20/21 む れ み �
を

（※文章）
（※前書と同じ）
P22～３７
※前書と同じ

全60頁
P6  しろ
P７  しろ こい
P8  くつ とり
P９  かさ たき
P10 た か さ ん
（たかこさん）
P11 よ お
（よしおさん）
※�以下P30まで
前書と同じ（た
だし、P8/9分
２頁ずれる）
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33 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

昭和40年

P18 よ は ね ぬ �
す む お み

（※単語）
　「�まるめるとこ
ろ まげると
ころにきをつ
けましょう」

P19 て そ れ ろ

（※筆順）
（�ゆりのはなが
さきました。）
P12/13 す あ さ
（※文章 漢数字
も）
P14/15 と ぬ よ �
は な

（※文章 漢字も �
漢数字なし）
P16 ほし まつり �
たなばた
P17 ちゅ ちょ �
ほむ
（�うちゅうせん �
はくちょう �
氏名）
P18 き れ め せ �
ひ
（�「にっきのこと
ば」（てんき �
はれ くもり �
あめ ゆき か
ぜ きた みな
み にし ひが
し））
P19 絵日記
　「を」
P20
（※文章）
P21
（※字形 ▯ ▭○）
※以降文章

P38/39
（※文章 漢字）
P40/41
（※五十音表）
※�前書P38/39�
と同じ

昭和42年

全48頁
P2～4
※前書と同じ
P5  は る
（はしる）
P6/7
※�前書と同じ。
ただし、「ら」
が「わ」にな
り、「つうわ」
の見出しとし
て「はらうとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
P8/9
※前書と同じ。
ただし、「くい
え」の見出し
として「とめ
るところにき
をつけてかき
ましょう」
P10
※前書と同じ。
ただし、「にた
ま」の見出し
として「よこ
かくのかきか
たにきをつけ
ましょう」

全64頁
※前書と同じ
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昭和42年

P11
※前書と同じ。た
だ し、「け ゆ
り」の見出し
として「たて
かくのかきか
たにきをつけ
ましょう」
P12/13
※文章変更
　�「あすや」の見
出しとして「か
くのまじわっ
ているところ
にきをつけま
しょう」
P14/15
※前書と同じ。
ただし、「よは
な」の見出し
として「むす
ぶところに
ちゅういしま
しょう」
＊以降具体的な
文章に若干変
更はあるが、構
成同じ。

昭和43年

全56頁
P6/7 くつ つく
し
P8/9 いし かみ �
はさみ
P10/11 お な の
（�おはなしのほ
ん）
　や せ て
（はやくみせて）
P12/13 こ ぼ り �
わ あ き ち め
（�こいのぼり、
こいのぼり。
わあ、おおき
なくち。おお
きなめ。）
P14/15 ふ ね が �
う で ま す �
ろ と

（※文章）
P16 た ゆ ひ る �
も に

（※単語）
P17 ら へ え け �
む れ

（※単語しりと
り）
　きほんの
　ぺえじ
※払いの記号
つ の め ろ
※折れ折り返し
の記号�
て そ れ を
※横結びの記
号
よ は ね ぬ

全56頁
P4/5 しろ こい
P6  さる くま
P7  こいのぼり
P8/9 うみ ふね �
そら ひこうき
P10 あやめ あさ
がお あまがえる

（※前書と同じ）
P11 にわとり り
す すいか かき �
きしゃ
※以降文章

全48頁
P4  つくし
P5  ことり
P6  い け の
（いけのこい）
P7  ひろうみ
（ひろいうみ）
P8  さ き つ ら �
め き さ ら
（�うめ きく さ
くら）
P9  の め あ あ �
か お
（�あお あか き
いろ）
P10 にたじに
　きをつけて　
かきましょう

　と を し も
（※文章）
P11 よ ま た な
（※文章）
P13 ろ る て そ �
に は ほ

（※文章）
P14/15 わ れ ね
（※文章）
※以降漢字文章

全56頁
※前書と同じ

全60頁
P8  しろ
P9  しろ こい
P10 くつ とり
P11 かさ たき
P12/13 わ み え �
は も
（�かわがみえる �
はしもみえる）
　〟 。
※�以下、例は文
章で示す。
P14/15 な ひ す �
よ ょ 、 そ ら け
P16 あ ゆ ふ む
P17 お ち や ほ
P19 ゃ ゅ ょ っ �
て ん う に �
め せ を ま
P20 ぬ ね へ の
P45 とめるとこ
ろ はらうとこ
ろ おわりをと
めるじ
※�終筆部にマー
ク
　�はな やま た
こ ふね こま
　�おわりをはら
うじ
※�終筆部にマー
ク
　�うし みち り
す あめ あり
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35 学習者の発達段階に即した小学校での平仮名学習教材及び学習指導の展望

昭和43年
※縦結びの記
号
す む お み

昭和46年

全56頁
P4/5 くつ つくし
P6/7 こい とり
P8/9 け とけい �
は た はたけ
P10/11 ろ か も �
め
（しろいかもめ）
　お あ う み
（あおいうみ）
P12
※「はらい」の
記号　
はらい

　�「しるしのとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
　�し れ も ろ
ら ち の
P14/15 ま る ひ �
を や が 。

（※文章）
P16
�※�「むすび」の
記号　
むすび

　�よ ま ほ は
な ね
P17
※�「まがり」の
記号　
まがり

　�の ぬ ゆ ち
せ え
P18
※�「おりかえし」
の記号　
おりかえし

　�ろ ん わ て
る え れ そ
P19 かきじゅん
　�そ て ん わ
ふ へ に
P20/21 じのかた
ち
　�す む さ き
れ ほ

＊「はね」なし

全48頁
＊平仮名の点画
要素の意識明
確に。ただし、

「はね」は取り
上げておらず。
P2/3
（※線遊び）
P4  くつ
P5  ことり
P6/7
※「とめるとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
※「とめ」の記
号
　くいと
　た の い
（�たのしい たい
いく）
P8/9
※「はらうとこ
ろに きをつけ
てかきましょ
う」
　のあら
　お あ な か
（�おおきな こい
のぼり あおぞ
ら たかく）
P10/11
※「よこかくの
かきかたにき
をつけましょ
う」
　こにた
　にをま わむ
（�おに ごっこを
しました。に
わに かたつむ
りが いまし
た。）
P12/13
※「かきじゅん
にきをつけま
しょう」
　ぎぺ四九
（※文章）
P14/15
※「たてかくの
かきかたにき
をつけましょ
う」
　りけゆ
（※文章）
P16/17 ほし た
なばた あまの
がわ
P18/19
（※絵日記 曜日
の漢字）

全56頁
P4/5 ことり うた
P6/7 つくし のは
ら
P8/9 ぶらんこ な
わとび おにごっ
こ じゃんけん
P10 
（�ひろいうみが
みえます）
　�ろ い み か
え ま す
P11 
（きせん かもめ）
　せ き も め
P12 へ ち ほ
（�とべ、とべ。た
かく、たかく。）
P13
※「とめ」の記
号
「とめるところ
にきをつけて
かきましょう」
　へ（へちま）
　く（くも）
　と（はと）
　た（たんぼ）
P14 あ ゆ れ
（�「ゆうやけが、
あんなにきれ
いだ。」）
P15
※「はらい」の
記号
「はらうところ
にきをつけて
かきましょう」
　う（うし）
　け（れんげ）
　あ（あめ）
　ゆ（ゆり）
P16 る よ ね ぬ �
て
（�かえるが、ぴょ
んぴょんはねて
いる。）
P17
※「はね」の記

号
「はねるところ
にきをつけてか
きましょう」
　か（かめ）
　は（はち）
　い（いぬ）
※以降文章

全48頁
P4  つくし
P5  ことり
P6  ひらがな
　（とめ・はね・
　はらい）
　�「○のところ
はとめる。▲
のところはは
ねる。 のと
ころははら
う。」
※�「とめ」「はね」
「はらい」の記
号
　おかのうえ
　あおいそら
P8
※�「とめ」「はね」
「はらい」の記
号
　はなが さいた
P9
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号
　�あか しろ き
いろ
P10/11
※「おれ」の記
号
　て てそ
※「おりかえし」
の記号
　ろ上部 ろる
※「け」に「はね」

の記号
　け に
※「むすび」の
記号
　よ よま はほ
※「まがり」の
記号
　の めぬあ
※「おれ」の記
号
　れ れわね
（�まち にわ い
ぬ ねこ よる �
ほし あめ は
れ ゆき くも）
P12/13
（※字形）
　ひ す み を
（※文章）
P14/15 ふ ん
（※文章）
※以降漢字文章

全48頁
P1
（※姿勢/鉛筆の
持ち方）
P2  くみと
　なまえ
P3  つくし
（つくし）
　�「えんぴつのも
ちかた」
P4  こい（こい）
P5  けり
（いけ つり）
P6  こよ
（つよい こ）
P7  にのろ
（�にじ にじの �
いろ）
P8  はた（はた）
P9  なみ（なみ）
（※フエルトペン
の持ち方）
P10 えんそ
（えんそく）
P11 かわ
（�えんそく たに
がわ）
P12 おむすび
（�おむすび ころ
りん）
P13 ぬね
（いぬ ねこ）
P14 ふめあさ
（※文章）
P15 ちまうき 
（※文章）
P16 ほをる
（�たなばた ほし
をみる）
P17 ゅょゆ
（�うちゅう りょ
こう ひこうき）
P18 とら
（※文章）
P19 てれ
（※文章）
P20/21 せへもふ
や

（※しりとり）
P22
※「はらい」の
記号
「はらうとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
（�あめ つの す
み うり）
P23 
※「とめ」「はら
い」の記号

全48頁
P6  くつ
P7  つくし
P8/9 しろ とり �
かさ たま
P10/11 う み が �
え る
（�うみがみえる）
　ま ふ わ
（�まり ふえ か
わ）
P12 や ま ち か
　　や：とめる
　　ま：とめる
　　ち：はらう
　　か：はねる
（�やま みち か
に）
P13 な は む
（�なつはあつい。
ふゆはさむ
い。）
P15 
（�じてんしゃ �
ぎゅうにゅう �
ちょうちょ お
にごっこ）
※P34/35
　�「とめ・はね・
はらいのある
字」：片仮名と
漢字について
のみ

全48頁
P2/3
（※線遊び）
P4  
※「とめ」「はら
い」の記号
　い け こ
（こい いけ）
P5  
※「とめ」「はら
い」の記号
　と り
（ことり）
P6  ひとつづき　
のじ

※「とめ」「はら
い」「おれ」「ま
がり」の記号
　し ろ く
（しろい くつ）
P7  まがりや、お　
れをただしく　
かきましょう

※「とめ」「はら
い」「まがり」の
記号
　つ ふ
（くろい ふく）
P8  にたところ　
のあるじ

※「とめ」「はら
い」の記号
　の さ
（あめのあさ）
　あ め さ
P9  さ と きをき
　らべてみましょ
　う
※「はね」の記

号 
か
（きいろい か
さ）
　き か

（※「か」の ２ 画
目ははね、「さ」
の ２ 画目は止
め）
P10 むすびのある
　じ
「むすびのけ
いこ」
※「むすび」の
記号
　よ
（�おもしろいほん）
　お も ほ
P11
（�おはなしの ほ
ん）
　は な
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昭和４6年

P20
（※促音 拗音 文
章）
P21
※「ひらがなの
むすぶところ
のれんしゅう
をしましょう」
※「むすび」の
記号
　�よ は な ま
ほ ね
※「おれ」の記
号
　�しろくま るえ
み
P26/2７
（※文章 漢字）
P28/2９
（※手紙）
P３0/３1
（※文章）
※「ひらがなの
おれるところ
のれんしゅう
をしましょう」
※「おれ」の記
号
　て
　てん そひ
わ
わら れ ね 
えん

　�「にているとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
（�さき りけ め
ぬ ろる ひは
ほ おむす ろ
ちら われね）
P26/2７
（※五十音表）

＊「はらい」「と
め」以外は扱
わず

P12 せんのかた
　むき
　か
「せんのかたむ
きにきをつけ
ましょう」
（�たかいやま な
かい）
　た や ま
P1３ 
※「むすび」の
記号
　み
（かわ ひろいうみ）
　わ ひ う み
P1４ て そ す
（※文章）
　。
　�「おわりの しる
し」
P1５ ゆ せ に れ
（※文章）
P16/1７ 　
よくにた　
ひらがな

　ら る
（※文章）
　�さき はほ らう �
れわ るろ
P18/1９
（※漢数字文章）
P20/21
　え ち へ よ を
（※五十音表）
　と を
　�「ちがいにき
をつけてかき
ましょう」

＊「はらい」「とめ」
「おれ」「まが
り」「むすび」は
観点に上がっ
ているが、「は
ね」は取り上
げておらず。
（～58年版）

昭和４8年

全48頁
※前書と同じ

全48頁
P1  
※�前書 P1 にフ
エルトペンの持
ち方を追加
P2～8
※前書と同じ
P９
※�前書 P9 から
フエルトペン
の持ち方を削
除
※�以降前書と�
同じ

昭和４９年

全56頁
P４～8/1４～�
18/20～21
※前書と同じ

全48頁
P2
（※線遊び）
P３  つの

全56頁
※前書と同じ

全48頁
P6～11/1３/1５
※前書と同じ

全48頁
P2～1５
※前書と同じ
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昭和４９年

P９  き か
（きかい）
P10/11 ろ も
（しろいくも）
　あ お そ ら
（あおいそら）
P12
※「はらい」の
記号
　�し れ も ろ
ら ち
P1３
※「はらい」の
記号
　はらい
　�う け み の
め あ
P1９ た て ん わ �
ふ へ に

P４  くつ
P５  ことり
P6/７
※前書と同じた
のいけ
（�たのしい いし
けり）
P8～10
※前書と同じ
※「とめやはら
いに きをつけ
てかきましょ
う」
※「とめ」の記
号
　に　にわ
　た　たき
　に　にわ
　を　�てをうつ
※「まがり」の
記号
　お　おけ
　ん　もん
P12/1３
（※漢字）
※�以降前書と�
同じ

P12 こい かに �
みち いけ
※�「か」にはね
る記号
P1４ お や そ
（�とおい ちかい �
はやい おそい �
ながい みじか
い）
P16 ほ へ す の
（�ぼくはどうぶ
つえんへいき
ました すずき �
のぶお）
P1７ め ぬ ら ひ
（�かめ いぬ ら
くだ ひつじ）
P３４/３５
※「とめ・はね・は
らいのある
字」：片仮名と
漢字について
のみ

P16 　
よくにた

　ひらがな
　�さき われ はほ �
るろ
（おほしさま）
P1７ ら る
（�ささの は さら
さら のきばに �
ゆれる）
※�以降前書と�
同じ

昭和５2年

全48頁
P４/５ くつ つくし
P6/７ こい とり �
かに たき
P8/９ あお うみ �
ろ なまえ
（�あおいうみ し
ろいなみ
　あ　あり
　い　いし
　う　うま
　え　えき
　お　おに）
P10/11 と の も �
や
（�みどりのもり �
あかいやね）
　ね け れ ん
P10/11 
※「はらい」の
記号　
はらい
「しるしのとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
　つろのあ
　うりけみ
　しれんも
※「はらい」「と
め」の記号　
はらい　
とめ

　ろる けは
　めぬ
P1３「つぎのせん
にむかうとこ
ろにきをつけ
ましょう」

全48頁
＊「もくじ」に
「ひらがなの
とめ」「ひらが
なのはらい」
まとめ「ひら
がなのとめ・
はらい」「ひら
がなのむすび」
「ひらがなのま
げ・おれ」まと
め「ひらがな
のふでづかい」
が入る
P2/３
（※線遊び）
P４/５ くつ ことり
P6/７ 「○のとこ
ろは はっきり
とめましょう」
※終筆部に「○
（とめ）」の記号
　こいと
（�こい いと と
けい）
P8/９
※「― のところ
は ていねいに
はらいましょ
う」
※終筆部に
「―（はらい）」
の記号
　ありら
（�あめ くもり �
あおぞら）
P10/11
（※漢字）

全48頁
＊「もくじ」に
「ひらがなのれ
んしゅう」中、
「「とめ・おれ」
とかたち」「「は
らい・はね」と
かたち」「「むす
び」とかたち」
が入る
P４/５ はる さくら
P6/７ つくし なの
ちょう
（�なのはな ちょ
うちょ）
P8  ま も ば ぼ
（こうま もくば）
P９  こ い の り
（こいのぼり）
P10 
※「とめ」「おれ」
の記号
「とめるところ
とおれるところ
にきをつけてか
きましょう」
　てとえそく
（�てんとうむし �
えんそく）
P11 て そ く へ
（�そら くもへち
ま）
P12
※「はらい」「は
ね」の記号
「はらうところと
はねるところに
きをつけてかき
ましょう」

全56頁
P４/５ くつ しろ
P6/７ ひらがな
　のとめとはら　
い

※「とめ」「はら
い」の記号
　こい たき
　つり あみ
P8  
※「とめ」「はら
い」の記号
　ひよ すれ
（ひよこ すみれ）
P９  まはぬかに
（�こま はた い
ぬ かに）
P10/11 「とめかた �
はらいかたにき
をつけてかき
ましょう」
　�たのしい えん
そく うれしい
な
P12～1７
（※平仮名の書き
順と字形）

全48頁
P1
（※姿勢／鉛筆の
持ち方）
P2  
※�前書のP1を
踏襲
P３
※�前書P２と同
じ
P４  つくし
（つくし）
P５  り け
（つり いけ）
P6  「とめ はね �
はらいにきを
つけてかきま
しょう」
　よいこ
（�よいこ つよい �
こ）
P７  「はらうとこ
ろにきをつけ
てかきましょう」
P７～10 
※前書と同じ
（�ただしフエル
トペン）
P11 が わ
（えんがわ）
P12 おむすび
（おむすび）
P1３ む す び
（むし おか）
P1４/1７/20/21
　22～2７ 
※前書と同じ
P1５ まうげきち 
（※文章）

全48頁
P6  つくし
P７  ことり
P8/９ かきじゅん
　�つの こい か
さ たき
P10/11 うし ふ
ろ すず にわ
P12 やま
　：とめ
　かわ
　：はねる
　　はらい
　　とめ
　みち
　：とめ
　　はらい
P1３ へ：とめ
（へてひ）
　ら：はらい
（らめけ）
　も：はらい
（もんれ）
P1４ むすび
　よほぬま
　なむはね
（※文字の概形を
○□△で示す）
P1５ 
（�じてんしゃ �
ぎゅうにゅう �
ちょうちょ �
おにごっこ）
P16 あ お そ
（�あおいそら し
ろいくも）

全48頁
P2
（※姿勢）
P３
（※執筆法）
P４
（※線遊び）
P５
（※氏名）
P6  
※「とめ」「はら
い」の記号
　こ い け
（こい いけ）
P７  
※「とめ」「はら
い」の記号
　とり
（ことり）
P8/９ ひとつづき
　のじ
※「とめ」「はら
い」「おれ」
「まがり」の記号
　しろく
（しろい くつ）
　とめやはらい
　をただしくか　
きましょう

※「と め」「お れ」
「はらい」「まが
り」の記号
　つ ひ ら ぞ
（ひろい そら）
P10/11 にたとこ　
ろのあるじ

※「とめ」「はら
い」の記号
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昭和５2年

　さき
　いりこせ
　けはほふ
P1４ て を ゃ っ �
、 。

（※文章）
P1５ 
※「おれおりか
えし」の記号
　おりかえし
　へくちら
　それわん
P16
※「むすび」の
記号
　むすび
　よ ま む す
（�よる まゆげ �
おむすび すな
はま）

P12 「とめ」
※「とめ」の記
号
　え（えき）
　せ（せみ）
　て（てら）
　に（にじ）
　へ（へい）
　と（とり）
P1３ 「はらい」
※「はらい」の
記号
　う（うた）
　つ（つり）
　む（むし）
　ゆ（ゆめ）
　ち（はち）
　ん（もん）
P1４/1５
ほし たなばた �
あまのがわ
P16/1７
（※平仮名の濁音 �
半濁音）
P18
※「むすび」の
記号
　す む よ
（�すずむし あげ
はちょう よい
まちぐさ）
P1９
（※拗音 促音）
P20/21
（※漢字）
P22
　の め
（のはら かめ）
　る み
（さる なみ）
P2３
（※句読点文章）
P2４/2５
（※漢字）
P26/2７
※「とめ」の記
号
　に　とめ
　さ と
（かに）
※「はらい」の
記号
　�あ し はらい �
の お ん も
（ゆり しも）
※「まがり」の
記号
　や　まげ
　らひ
（とら）
※「おれ」の記
号
　ろ れ おれ
　る え
（いえ）

　つ
（�つばめ れんげ �
あじさい ゆうや
け せんろ あめ �
うり むし）
　か
（かたつむり）
P1４/1５
「むすぶところ
にきをつけて
かきましょう」
　よ ま ほ
（�ぬいぐるみ に
んぎょう）
　ねぬ すみ
（�ねぎぼうず む
ぎばたけ）

P16 ほら
（�たなばた ほし
ぞら）
P18 ぬ と る を
（※文章）
P1９ ね れ
（※文章前書と�
同じ）

P1７ おれ　
おりかえし

　�んえろるねれ
わゆてそ

　の め あ
（あめのあさ）
※「とめ」「はね」
の記号
　さ き か
（きいろい かさ）
（※「か」「さ」
の２画目、「き」
の３画目はは
ね。）
P12/1３ むすびの　
あるじ

※「むすび」の
記号
　よ ま な
（なかよし）
　は ほ
（�まり ほし は
なし）
　�「むすびのか
たちにきをつ
けてかきま
しょう」
P1４/1５ 。、の　
かきかた

　お た
（※文章）
　、 。
　じ び が
P16/1７ にたとこ
　ろのあるじ
　ら る
（※文章）
　�てそ らち ろる �
とを
（ちを）
　�すむ めぬ れ �
わね
（�す む ぬ わ れ �
ね）
P18 
（�あまのかわ お
ほしさま）
P1９
（※漢数字）
P20/21 え ち へ �
よ を

（※五十音表）
（�う せ え に ふ �
み も や ゆ）
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昭和５2年

　わ ね
（ふね）
※「むすび」の
記号
　ま す
　むすび
　ぬ ほ
（はな）
　む み
（すみ）

昭和５５年

全40頁
P6/７ つくし こ
とり
P8/９ いけ かに �
たき ふな
P10 かきじゅん�
ら も や せ �
あ お そ ろ
（�あおいそら し
ろいくも）
P11「しるしのと
ころにきをつ
けましょう」
※�「とめ」「はね」
「はらい」の記
号
　とめ はね
　はらい
　て か の
　てのうえ
（�あ い う え �
お か き く �
け こ）
P12/1３ じの
　かたち
　�さき けは �
はほ ろる �
よま めぬ �
さ は ほ る �
よ ま め ぬ �
へん
P1４ かたち
　�うま すみ むし �
へ ぬ ね わ
P1５ 
※「おれ」「まが
り」「おりかえ
し」の記号
　おれ まがり
　おりかえし
　み と ん
　ろ ち も を
　ひ て れ ゆ
　え そ
P16 
※「むすび」の
記号
　むすぶとこ
　ろ
　�よ は ね す
む る

＊以降「はらい �
はね とめ お
れ おりかえし �
まがり むす
び」に関する
学習文字のみ
ピックアップ
＊平成４ 年版ま
で「はね」の扱
いなし
全40頁
※「もくじ」に
「ひらがなの
とめ」「ひらが
なのはらい」
「ひらがなの
むすび」「ひら
がなのまがり」
　�まとめ�
「ひらがなのふ
でづかい」
　�「ひらがなの
おりかえし」
が入る
P2/３ 線遊び
P４/５ くつ こい �
うし
P6/７
※「とめ」の記
号
　ことさ
（ことり くさ）
P8/９
※「はらい」の
記号
　のしり
「はらうところ
はどこですか」
（�つの しか も
り）
P18/1９
※「むすび」の
記号
　す（すいか）
　ま（まつり）
※「まがり」の
記号
　ろ わ め あ
（�ふろ わし あ
め あさがお �
びわの木 は
らっぱ）
P22/2３
　て とめ

全40頁
P４/５ つくし ことり
P6/７ まごい ひご
い やぐるま こ
いのぼり
P8  てんきょう
（こうま もくば）
P９  
※「とめ」「おれ」
の記号
「とめ」「おれ」
にきをつけて
かきましょう」
　え そ べ ち
（�えんそく べん
とう ちょうちょ）
P10/11
※「はらい」
　「はね」の記号
「はらい」「はね」
にきをつけて
かきましょう」
　け
（�げんごろう れ
んげ つばめ）
　か
（�かたつむり ゆ
うやけ あまが
える）
P12
※「むすび」の
記号
「むすび」にき
をつけてかき
ましょう」
　ま
（�あじさい ひま
わり ねこやな
ぎ）

全40頁
P３  くつ 
P４/５ こい うし �
とり かに お
の あめ いし �
おに あり かめ
P6/７ とめと
　はらい
※「とめ」「はら
い」の記号
　�「とめる」「は
らう」
　�へて りしへせ �
てそゆす もん
えご ひさま
（�えんそく ゆり
かご おひさま）
P8/９ にている
　かたち
　よま るろ
　らち さき
　わね
（�さぎ きじ わ
に ねこ）
P10 ひらがなの
　かたち
　�や な み ふ
け む
（�やなぎ みなと �
けむり ふじさ
ん）
P11 れ を た
（※文章）

全40頁
P2  
※前書を踏襲。た
だし、写真を
変えた（手元
をアップに）
P３/４/6/７
※前書と同じた
だし、P6は
「とめ はらい
にきをつけて
かきましょう」
P５  り い け
（つり いけ）
P8  「むすびの
かきかたにき
をつけてかき
ましょう」
　はと（はと）
P９  ほん（ほん）
P10 「まがるとこ
ろ おれるとこ
ろにきをつけ
てかきましょ
う」
　え そ
（えんそく）
　おむすび
（おむすび）
P12 な が あ め �
み ち

（※文章）
P1３ ぬ る を ま
（※文章）
P1４ た ら
（�たなばた ほし
ぞら）
P1５ う ゆ ふ せ �
ゅ ょ
（�うちゅうりょ
こう ふうせん）
P16 ね さ き て �
わ れ

（※文章）
P1７ へ や も
（※しりとり）
※以降前書と�
同じ

全40頁
＊本書から用筆
に関する用語
が各ページで
の大きな見出
しになる
※「がくしゅう
のめあての3
つめに「とめ
はねはらいな
どにきをつけ
てただしくか
きましょう」
P6  つくし
P７  ことり
P8  かきじゅん
　かさ たき
P９  かたち
　�うし ふえ �
すず にわ
P10 やま
　：とめ
　かわ
　：はねる
　　はらい
　　とめ
　みち
　：とめ
　　はらい
P11 はらう
　�け の め ら �
ん も
　まぜる
　�せ と を ろ �
か あ
P12 むすぶ
　�よ は ほ な �
ぬ ね
　おれるお
　りかえす
　�え て る れ
ひ そ
P1３ たなばた
　�みんなで、た
なばたのかざ
りをつくりま
した。

全40頁
P2
（※姿勢）
P３
（※執筆法）
P４/５
（※線遊び）
P５
（※氏名）
P6  はらいと
　とめ
※「とめ」「はら
い」の記号
　つくし
P７  
※「とめ」「はら
い」の記号
　こ と り
「はらいとと
めにきをつけ
ましょう」
P8  おれと
　まがり
※「おれ」の記
号�
えんそ
（えんそく）
P９  「おれとまが�
りにきをつけま
しょう」
※「まがり」の
記号
　あ お ら
（あおぞら）
P10/11 むすび
※「むすび」の
記号
　よ は な
（よる はな）
　み す む ね
（みず むね）
「むすびのかた
ちにきをつけま
しょう」
P12/1３ にたとこ
　ろのあるじ
　ら る
（※文章）
　ら ち ろ る 
　と を 
（ち を）
　さ き め あ 
　れ わ ね
（さ き め れ わ）
P1４ う た ま
（※文章）
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昭和５５年

※「とめ」の記
号
　そ へ（へい）
　り ん はらい
※「はらい」の
記号
　け ゆ れ も
（ゆめ もん）
　よ む
　むすび
※「むすび」の
記号
　ね ぬ（ぬま）
　す み（なみ）
　や せ
　まがり
※「まがり」の
記号
　ら ち（うち）
　え と（とら）
P26/2７
※「おれ」の記
号
　えるねん
（�えび さる ふね �
ほん えんとつ �
れんが かきね �
ゆりかご）

P1５ ほ か
（ほし あまのがわ）
P16
（※五十音表）
（�せ ぬ ふ もや
ゆ）

昭和５７年

全40頁
P6～10/1５
※前書と同じ
P11「しるしのと
ころにきをつ
けましょう」
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号
　�とめ はね は
らい
　て と か こ
　の り
　てのうえ
（あいうえお）
P12 じのかたち
　�うま ふえ むし
　つ へ す ね
P1３ に け さ き �
ろ る め ぬ �
わ ね す む
P1４ ょ っ が
P16 
※前書に「せん
のかたむきに
きをつけてかき
ましょう」が加
わる。
※�前書「よはね
す む る」 に
「かたなさきや」
が加わる。

全40頁
P2  
※前書を踏襲
P３  せんとなま
　え
（※線遊びと氏名）
P４～11
※前書と同じ
P12
※�取り上げる文
字同じ

（※文章は変更）
※�以降前書と�
同じ

全40頁
P6/７/９～1３
※前書と同じ
P8  こい かさ �
たき

昭和５8年

全40頁
P2～７
※前書と同じ

全40頁
P５  つくし
P6～12
※前書と同じ

全40頁
P2/３
※前書と同じ

全40頁
※前書と同じ
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昭和５8年

P8/９
※「はらい」の
記号
　ろ り し
「どちらのむき
にはらってい
ますか」
（�ろば りす お
の もり しか �
つる）
P10
※「はらい」の
記号
　つ の め
（�つの あめ わ
し）
P18
※「むすび」の
記号
　は（はこべ）
　す（すいか）
※以降前書と�
同じ

P４/５ 　
かきじゅん

　つくし 
　ことり 
　かに たき
P6/７ とめと
　はらい
※「とめ」「はら
い」の記号
　「とめ」
　「はらい」
　こ し
（�こい うし て
つ のり）
（�たのしい えん
そく うれしい
な）
P8/９ にている
　かたち
　し も
（しか もり）
　さ き
（くさ かき）
　ろ る
（しろ つる）
　ら ち
（さら もち）
　よ ま
（よる まち）
　は ほ
（はと ほん）
　め ぬ
（こめ いぬ）
　わ ね
（わに ねこ）
P10 ぜんたいの
　かたち
　�へや おに い
す ひと ふね �
ゆみ
P11 を け
（※文章）
※以降前書と�
同じ

昭和61年

＊以降「はらい �
はね とめ お
れ おりかえし �
まがり むす
び」に関する
学習文字のみ
ピックアップ
全40頁
P6/７ つくし こと
り
P11
※「とめ」「はら
い」の記号
　とめ はらい
　へ（えんそく）
　け（のはら）
P1４
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号

全40頁
P３  つくし
P４/５
※「とめ」の記
号
　こ と さ
（�こい いと く
さ）
（�さくら ことり）
P6/７
※「はらい」の
記号
　つ り し
（�つる もり う
し）
P７  
（�ともだち いろ
えんぴつ）
P8
※「まがり」の
記号

＊以降「はらい �
はね とめ お
れ おりかえし �
まがり むす
び」に関する
学習文字のみ
ピックアップ
全40頁
P6  つくし 
P７  とり うま
P8  こいのぼり
P９  てっきょう
　でんしゃ
P10
※「とめ」「おれ」
の記号
　とめ おれ
　�へ く�
（�べんとう えん
そく ともだち）

全40頁
P４  くつ とり 
P５  
※前書と同じ
P6/７ とめと
　はらい
　�「とめ はらい
のところにき
をつけてかき
ましょう」
※「とめ」「はら
い」の記号
　こ し
（�くさ いえ も
り あり）
（�すいせん えん
とつ）
P10/11 おりかえ�
し とむすび
「おりかえし」
※「おりかえし」
の記号

全40頁
P2  
※前書を踏襲
P３
（※氏名）
P４/５
（※線遊び）
※以降前書と�
同じ

＊以降「はらい �
はね とめ お
れ おりかえし �
まがり むす
び」に関する
学習文字のみ
ピックアップ
全40頁
P6  つくし
P７  うし つの
P10 はらい
　う り
　とめ
　あ め
※�終筆部に払う
記号
　はね
　か
※�２ 画目終筆部
にはねる記号
P11 おれ おり　
かえし
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昭和61年

　とめ はね
　はらい
　き
（しろうさぎ）
　か
（かたつむり）
　れ
（れんげそう）
P15
※「おれ」「まが
り」「おりかえ
し」の記号　
おれ まがり　
おりかえし

　みちもを
　てゆわひ
P16「むすびにき
をつけましょ
う」
※「むすび」の
記号
　ま 
（�ほしまつり た
なばた ささの
は）

　のめあ
（�つの あめ せ
んろ）
P9　「「おりかえ
し」はきちん
とかきましょ
う」
※「おりかえし」
の記号
　んそれ
P10
※「むすび」の
記号
　はす
（�はち すな け
むり）
P12/13
　おりひめ
　あまのがわ
P24/25　
とめ

※「とめ」の記
号
　へせ
　はらい
※「はらい」の
記号
　けりしん
　まがり
※「まがり」の
記号
　らゆ　
むすび

※「むすび」の
記号
　おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　ろね
P33　
まがり

※「まがり」の
記号
　を と も せ　
はらい

※「はらい」の
記号
　つ ち や ら
おりかえし

※「おりかえし」
の記号
　ひ て そ え

P11
※「はらい」
　�「はね」の記号　
はらい はね

　つか
（�つばめ みつば
ち かぶとむし）
P12
※「むすび」の
記号　
むすび

　す
（�すみれ ちひま
わり ねこやな
ぎ）

　んえる
　れわね
　てそひ
　「むすび」
※「むすび」の
記号
　すむ
　よなほ
　み
　め

　え ひ る
P12 まがり
　せ と を ろ
　ゆ も
　むすび
　よ は ぬ な
　ほ ね

昭和63年

全40頁
※前書と同じ

全40頁
P6  つくし
P7  ことり
※以降前書と同
じ
（�終筆部の記号
がより分かり
やすく）

昭和64年
平成元年

全40頁
P6～14/15
※前書と同じ
P15
※「おれ」「まが

全40頁
P3  つ し 
P4/5 
※「とめ」「はら
い」の記号

全40頁
※前書と同じ

全40頁
※前書と同じ
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昭和64年
平成元年

り」「おりかえ
し」の記号
おれ まがり
おりかえし

　�ろ ち
（みつばち）
　�と つ
（ひまわり）
　�て ん
（ゆうびん）

　�く つ�
（くつ つり）
　�と う�
（とり うし いと）
P6/7
※「はらい」の
記号
　つ り し
（�つる もり う
し）
※P8～13/24/25�
/33 前書と同
じ

平成 4年

全32頁
＊「もくじ」に
（平仮名に関し
て）「とめ・は
ね・はらい」
「おれ・まがり・
むすび・おり
かえし」の見
出し
P4/5 つくし こ
とり
P8/9
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号　
とめ はね　
はらい

　た（たき）
　か（かえる）
　の（のはら）
P10/11
※「おれ」「まが
り」「むすび」
「おりかえし」
の記号
おれ まがり
むすび おり
かえし

　み（みち）
　も（もり）
　は（はな）
　れ（れんげ）

全32頁
P3  つ し
P4  とめ はらい
※「とめ」「はら
い」の記号
　くつ つくし
　�とり
（�とり うし こ
い）
　と う
（�とり うし い
と）
P7
※書き順の頁の
左下に「はね」
の記号
　かはねる
P8  まがり
※「まがり」の
記号
　�の あ
（�つの あめ に
わ さる いぬ �
ふろ）
P9  おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　�て そ
（�てがみ そらは
れ えんぴつ）
P10 むすび
※「むすび」の
記号
　�は す
（�はち すな けむ
り てっきょう）
P28 まがり
※「まがり」の
記号
　�く を
（と も せ）
おりかえし

※「おりかえし」
の記号
　ひ（て ん え）
　むすび
※「むすび」の
記号
　よ（ほ す む）

全32頁
P3～5 つくし
P6
※「とめ」「はら
い」の記号　
とめ

　こ（こい）　
はらい

　り（とり）
P7
※「おれ」「まが
り」「おりかえ
し」の記号　
おれ まがり

　く（くつ いえ）
　�ろ（ひろいそら）
P8
※「むすび」の
記号　
むすび

　よ（よこ）
　ま（まり）
　な（ふな）
　は（はた）
　ほ（ほし）

＊「はね」なし

全32頁
P6/7
※「とめ」「はら
い」「はね」の
記号
　とめ はらい
　はね
　�きろすせん
　�りからえ
（�きいろい すい
せん）
（�とり からす �
えんとつ）
P10 「えんぴつを
いちどとめて
おりかえしょ
う」
※「おりかえし」
の記号
　�てそひれわ
ねをえん
（�てん そらひる �
はれこえ）
P11 「まるめやむ
すびのかたち
をよくみてか
きましょう」
※「まるめ」「む
すび」の記号
　�の め あ よ �
ま は な す �
む み お ゆ 
（�あめ よる ま
ゆ むね すみ）
P14 
（※五十音表に
「とめ・はね・
はらいはっき
りかきましょ
う。」）

全32頁
P2
（※鉛筆の持ち方�
/姿勢）
P3
（※線遊び）
P4
（※氏名）
P5  
※「とめ」「はら
い」の記号
　�つくし（つくし）
P6  はらい
　とめ
　り い け こ
（�つり いけ こ
い）
P7  まがり 
※「まがり」の
記号�
も あ め ゆ
う ひ
（�くも あめ ゆ
うひ）
P7  おりかえし
※「おりかえし」
の記号
えんろがみ
か（２画目「は
ね」に○印）
「「はね」にもき
をつけてかきま
しょう」
　�ぴ が
（�えんぴつ いろ
がみ）
P9  むすび
※「むすび」の
記号
　�よすはるお
むすなよ
（�はる おむすび �
なかよし）
P10 ちいさい
　もじ
　ら き や ち
　ちょ
（�はらっぱ や
きゅう ちょう
ちょう じゃん
けん）

全32頁
P5  つくし こ
とり
P6/7 かきじゅ　
ん

P8  とめる
　へ（へちま）
※�終筆部にとめ
る記号
　はらう
　け（けんだま）
　も（ものさし）
※�終筆部に払う
記号
P9  はねる
　か（かわせみ）
※�終筆部にはね
る記号
　おれ おり
　かえし
　ろ（ろば）
　そ（そと）
※�送筆部に折れ
る記号
　まがり
　ゆ（ゆめ）
　ひ（ひも）
※�送筆部に曲が
る記号
P10 むすび
　�は
（ほ ま ね よ す）
※�送筆部に結ぶ
記号
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平成 4年

P11 ひらがな　
のかたち

　�へ ま さ ね
ふ せ
（�へ へちま う �
うさぎ ね ね
こ ふ ふうせ
ん や やね）

（※文字の概形
を○□△で示
す）
P12 ほ ぬ を に�
れ て た

（※文章）
P13 と そ の わ
（�ともだち ほし
ぞら あまのが
わ）
P14～16 
（※五十音表）
※「とめ」「はら
い」の記号
P17 
　よくにてい
　るひらがな

平成 8年

全32頁
P5  つくし こと
り
P8/9
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号　
とめ はね　
はらい

　た へ
（たんぽぽ）
　か こ
（かえる）
　�のりけしん
（のはら）
P10
※「おれ」「おり
かえし」の記
号
おれ おりかえ
し

　く（つくえ）
　ん（えんぴつ）
　ち ろ わ れ
P11
※「まがり」「む
すび」の記号
まがり むすび

　う め あ せ
（がっこう）
　は よ ま ほ
（こくばん）

全32頁
P5  とめ はらい
※「とめ」「はら
い」の記号
　く つ（つくし）
P8  まがり
※「まがり」の
記号
　�の め
（�つの ゆめ お
と かね）
※「まがり」の
頁の左下に
「はね」の記号
か　はねる
P9  おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　て ん
（�てがみ はれ �
えんぴつ ひ
ろいそら）
P10
※「むすび」の
記号
　�よ す
（�よる らっぱ �
すな けむり）

全32頁
P4/5
※「とめ」「はら
い」の記号
とめ はらい

　つくし
P7
※「はね」の記
号　
はね

　か（かに）
P8
※「おれ」「おりか
えし」「まがり」
の記号
おれ おりかえ
し まがり

　く（くさ）
　え（えんそく）
　�ひ（ひろいそら）
P9
※「むすび」の
記号
　むすび
　ま（まほう）
　す（すもう）
　み（ゆみや）

全32頁
P6/7
※「とめ」「はら
い」「はね」の
記号
　とめ

 
はらい　

はね
　あ か き
（�あか あお き
いろ）
（�たのしい えん
そく たちつて
と）
P10 「おれ」�
そ ひ れ
　「むすび」
　�よ な ほ す �
む み
（�みそ ひれ よ
る ほん すな �
むし）
P11 「まがり」
　�ら
（�ゆうやけ ほし
ぞら たなばた �
ささのは）

全32頁
P2～6/9/16 
※前書と同じ
P7  まがり
※「まがり」の
記号
　�あ め ゆ う や
（�くも あめ ゆ
うやけ）
P8  おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　�え ん ひ か そ �
ら ろ ぴ び
　�か（２画目「は
ね」に○印）
「「はね」にも
きをつけてか
きましょう」
　�ぴ が
（�えんぴつ かび
ん そらいろ）
P10 ちいさい
　もじ
　き せ れ
（�きんぎょ しゃ
せい がっそう �
れんしゅう）
P11 ひらがな　
のかたち

　�へ ち ま ね �
み ふ て ぬ
（へ へちま
　く くじら
　ね ねずみ
　ふ ふうせん 
　て てぬぐい）
（※文字の概形
を○□△で示
す）

全32頁
※前書と同じ
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平成 8年

P12 わ た に と �
さ を

（※文章）
P1３ ほ の
（�ともだち ほし
ぞら あまのが
わ）
P1５/16 
（※五十音表）
※「とめ」「はら
い」の記号

平成12年

全32頁
P５/8
※前書と同じ構
成だが、とめ
「へ」/ は ね
「こ」/はらい
「りけ」「しん」
をカット
P９
※「とめ」の記
号
　�「かくのおわ
りのちがいに
きをつけてか
いてみよう」
　て－ひ
　さ－き
　う－り
　し－れ
P10
※「おれ」「まが
り」「むすび」の
記号　
おれ

　く（えんそく）　
まがり

　と（ともだち）　
むすび

　は（はらっぱ）
P11
※「おれ」「まが
り」の記号
　�「おれ・まがり・
むすびにきを
つけてかいて
みよう」
　わ－れ
　の－め
　よ－ほ

全32頁
P6  とめ
※「とめ」の記
号
　く
　はらい
※「はらい」の
記号
　つ（つくし）
P７
（※書き順と字形）
※「とめ」「はら
い」の記号
　こい
　にうえ
（※文字の概形を
○□△で示す）
P8  まがり
※「まがり」の
記号
　�の
（�つの ゆめ か
ぜ ふね）
※「まがり」の
頁の左下に
「はね」の記号
か はねる
P９  おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　�て
（�でんわ ぬりえ �
さんぽ れいぞ
うこ）　
むすび

※「むすび」の
記号　
よこながの　
「むすび」
　よ
（よる らっぱ）　
たてながの　
「むすび」
　す
（みず けむり）

全32頁
P４/５
※「はらい」「とめ」
の記号
はらい とめ

　つくし しとり
P７
※「はね」の記
号
　はね
　か（かに）
P8
※「おれ」「おり
かえし」「まが
り」の記号　
おれ おりか　
えし まがり

　く（くさ）
　え（えんとつ）
　ひ（ひろいそら）
P９
※「むすび」の
記号　
むすび

　ま（まくら）
　す（すもう）
　み（みかん）

全32頁
P6  とめ
※「とめ」の記
号
　こい へい
P７  はらい
※「はらい」の
記号
　つり うし
P７  はね
※「はね」の記
号
　いけ かに
P９  「おれ」
※「おれ」の記
号
　えんそく
　「まがり」
※「まがり」の
記号
　せいれつ
P12 「まがりか
た」
※「まがり」の
記号
　�ひ あ ゆ や
ろ わ
P1３ 「むすび」
※「むすび」の
記号
「たてにながく」
「よこにながく」
よ は ほ み
す む る ぬ
ね

全32頁
P1/2
（※線遊び）
P３/４
（※姿勢／鉛筆の
持ち方）
P５ 
（※氏名）
P6  はらい　
とめ

※「とめ」「はら
い」の記号
　�つ り く こ
し け
（�つり こい い
け）
　つくし
P７  まがり
かきじゅん

※「まがり」の
記号
　�もめゆやへ
（�くも ゆめ へや）
　も め や
P8  むすび
※「むすび」の
記号
　�な の は す
み れ よ る
（�なのはな すみ
れ よる）
　な す よ
P９  おりかえし 
※「おりかえし」
の記号�
え ん ひ か そ�
ら ろ ぴ び
　�か（２画目「は
ね」に○印）
「「はね」にも
きをつけてか
きましょう」
　ぴ が
（�えんぴつ かび
ん そらいろ）
　え ん そ
P10 ちいさい
　もじ
　う お ち き
（�がっこう おも
ちゃ きゅう
しょく）
P11 もじのか
　たち

全32頁
P５  つくし
P6/７ かきじゅん
P8/９
※前書 前々書
と同じ
　むすび
　ほ（はま）
　す（すな）
　み（みち）
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※表中　斜線＝教科書発行をしていない年　　交差斜線＝教科書編纂なし
　　　　□内ゴシック数字＝総ページ数　　　□内明朝体活字＝各ページの見出し
　　　　（ ）内＝学習課題となる平仮名を用いて提示した単語もしくは文章
　　　　網掛け＝用筆や書字過程に関する見出し／コメント／記号及び記号がついた文字
　　　　網掛強調文字＝「はね」に関する見出し／コメント／記号及び記号がついた文字
　　　　下線＝概形に関する見出し／コメント／記号
　　　　（「A 社」～「H 社」の表記は、拙稿「小学校書写用教科書（第１学年）における平仮名での「はね」の扱いに関
　　　　する一考察」（前掲書、pp.33-34）による。ただし、E 社は本調査該当年に教科書発行なし。）

平成12年

　�ぬ む ね ふ
せ（い いぬ �
く くじら む �
むね ふ ふう
せん て てぬ
ぐい）

（※文字の概形を
○□△で示す）
P12 てん まる �
かぎ

　�わ た に と
あ さ を ま

（※文章）
P13 ほて
（�ほしぞら あま
のがわ てんき）
P14/15
（※五十音表）
※「とめ」「はら
い」の記号

平成14年

全32頁
P5  つくし こ
とり
P8/9
※「とめ」「はね」
「はらい」の記
号　
とめ

　�く（こくご た
いいく）　
はね

　�か（せいかつ �
おんがく）　
はらい

　�う（ずこう さ
んすう）
P10/11
※「おれ」「まが
り」「むすび」の
記号　
おれ

　わ（えんそく）
　まがり
　�ひ（ゆめ ぼう
し）　
むすび

　�ま（ふね すな
はま）

全32頁
P6  前書と同じ
P7
※「とめ」「はら
い」の記号
　こい（ことり）
P10 まがり
※「まがり」の
記号
　�の（つの あめ �
かぜ ふね）
※「まがり」の
頁の左下に
「はね」の記号
か　はねる
P11 おりかえし
※「おりかえし」
の記号
　�て（てんき ゆ
びわ えんぴつ �
れいぞうこ）　
むすび

※「むすび」の
記号　
よこながの　
「むすび」
　�よ（よる らっ
ぱ）　
たてながの　
「むすび」
　�す（すな けむ
り）

全32頁
P4/5
※「とめ」「はら
い」の記号
とめ はらい

　くつ
P8
※「おれ」「おりか
えし」「まがり」
の記号
おれ おりかえ
し まがり

　く（くさ）
　え（えんとつ）
　ひ（ひこうき）
P9
※「むすび」の
記号　
むすび

　ま（まくら）
　す（すもう）

＊「はね」なし

全32頁
P8  とめ
※「とめ」の記
号
　�こ（こい へい）
P9  はらい
※「はらい」の
記号
　う（うし つり）
P10 はね
※「はね」の記
号
　か（かに）
　「おれ」
※「おれ」の記
号
　く（えんそく）
P11 「まがり」
※「まがり」の
記号
　つ（せいかつ）
P14 「まがりのか
たち」
※「まがり」の
記号
　ゆめ
（�あやとり ひろ
いかわ）
P15 「むすび」
※「むすび」の
記号
　よ
「よこにながく」
（よる はな）
　す
「たてにながく」
（すみれ むね）

全32頁
P6  つ く し り �
こ い
（�つくし つり �
こい）
※他は前書と同
じ

全28頁
P4  つ く し
P5  の ろ へ
※�終筆部にマー
ク
P6  かきじゅん
P7  とめる
　さ（さくら）
※�終筆部にとめ
る記号
　はらう
　け（けんだま）
※�終筆部に払う
記号
P9  はねる
　か（かわせみ）
※２ 画目終筆部
にはねる記号
　おれ おりかえし
　え（えき）
　そ（そと）
　る れ
※�送筆部に折れ
る記号
　まがり
　ゆ（ゆめ）
　ぬ
※�送筆部に曲が
る記号
P10 むすび
　ほ（ほし）
　み（みち）
　す（すな）
　まねむ
※�送筆部に結ぶ
記号
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表 3　昭和22年版学習指導要領期から平成１0年版（＝前版）学習指導要領期までの
　　　小学校書写用教科書（第 １学年）に提示されている平仮名の点画要素
　　　（※表中　○＝提示されている点画要素　　◎＝その教科書において最初に提示　　◎強調＝全教科書で最初に提示）

学
習
指
導
要
領

出
版
社

発
行
年

A社 B社 C社 D社 F社 G社 H社

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

と
　め

払
　い

は
　ね

折
　れ

曲
が
り

結
　び

S
22

S
25

S
26

S
26
S
28
S
29
S
30
S
3１
S
32

S
33

S
33
S
34
S
36 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S
40 ◎ ◎ ◎

S
42 ○ ○ ◎

S
43

S
43 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S
46 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S
48 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
52

S
52 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
55 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
58 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
6１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S
63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H
元

S
64
H
元

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H
１0

H
１2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H
１4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表.indd   25 2016/03/10   11:21:04
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前
章
「
２
」
で
述
べ
た
通
り
、昭
和
43
年
版
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
点
画
要
素
に
関
す
る
文
言
が
初
め
て
記
載
さ
れ
た
。

こ
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
昭
和
46
年
発
行
の
教
科
書
に
お
い
て
、初
め
て
全
社
で
「
と
め
」「
払
い
」「
は
ね
」「
折
れ

（
折
返
し
）」「
曲
が
り
」「
結
び
」
の
用
語
を
掲
げ
、
か
つ
理
解
を
促
す
記
号
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
昭
和
46
年
版
の
全

教
科
書
で
平
仮
名
の
点
画
要
素
６
つ
全
て
を
提
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
全
点
画
要
素
を
全
て
の
教
科
書
で
そ
ろ
っ
て
掲

げ
た
の
は
、
点
画
要
素
に
関
し
て
具
体
的
な
記
述
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
平
成
元
年
版
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た

教
科
書
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、「
表
２
」「
表
３
」
に
示
し
た
７
社
が
編
集
発
行
し
た
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
い
て
、平
仮
名
の

点
画
要
素
が
ど
の
よ
う
に
提
示
配
列
さ
れ
て
き
た
か
特
徴
を
ま
と
め
る
。（
文
中
、「
全
書
」
と
は
「
７
社
全
て
の
教
科
書
」
の

意
。
表
記
す
る
年
は
教
科
書
の
発
行
年
を
示
す
。）

Ａ
社
：
昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
ま
で
は
、
点
画
要
素
に
則
し
た
文
字
配
列
で
は
な
く
、
画
数
が
少
な
く
か
つ
身
近
な
語

を
用
い
な
が
ら
徐
々
に
五
十
音
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
40
年
に
「
曲
が
り
」
に
関
し
て
留
意
を
促
す

言
葉
を
導
入
し
て
以
降
、
点
画
要
素
に
配
慮
す
る
向
き
が
加
速
し
、
昭
和
42
年
に
本
書
で
は
初
め
て
「
払
い
」
を
、

ま
た
、
全
書
で
も
初
め
て
と
な
る
「
結
び
」
に
関
す
る
記
号
を
用
い
て
い
る
。
昭
和
46
年
に
は
全
書
の
中
で
初
め

て
「
曲
が
り
」
の
記
号
を
用
い
る
。
昭
和
61
年
以
降
は
６
つ
の
点
画
要
素
を
欠
く
こ
と
な
く
提
示
し
て
い
る
。

Ｂ
社
：
線
遊
び
を
提
示
し
た
年
が
最
も
早
い
。昭
和
30
年
代
ま
で
は
生
活
や
身
の
回
り
に
ま
つ
わ
る
用
語
を
掲
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
は
画
数
の
多
少
に
配
慮
し
な
が
ら
文
字
構
造
を
意
識
し
た
配
列
と
な
り
、
昭
和
40
年
に

本
書
で
は
初
め
て
「
と
め
」「
払
い
」
の
、
昭
和
46
年
に
「
折
れ
」
の
記
号
を
用
い
る
。
他
の
点
画
要
素
も
含
め

て
、
昭
和
52
年
に
は
５
つ
の
点
画
要
素
が
そ
ろ
っ
て
示
さ
れ
る
が
、「
は
ね
」
だ
け
は
長
年
取
り
上
げ
て
お
ら
ず
、

平
成
４
年
に
初
め
て
扱
わ
れ
る
。

Ｃ
社
：
昭
和
20
年
代
30
年
代
は
文
字
学
習
と
し
て
の
意
識
が
薄
く
、
日
常
生
活
に
ま
つ
わ
る
用
語
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
昭
和
33
年
に
は
音
声
言
語
を
優
先
し
た
用
語
の
配
列
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
46
年
に
、
本
書

で
初
め
て
「
と
め
」「
払
い
」
の
記
号
を
用
い
、
ま
た
、
全
書
の
中
で
最
も
早
く
「
は
ね
」
の
記
号
を
導
入
し
た
。
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（
た
だ
し
、同
時
期
に
Ｄ
社
Ｇ
社
Ｈ
社
も
「
は
ね
」
の
記
号
を
導
入
し
て
い
る
。）「
曲
が
り
」
に
関
し
て
は
平
成
４
年
ま

で
扱
っ
た
こ
と
が
な
く
、
初
め
て
６
つ
の
点
画
要
素
全
て
を
そ
ろ
え
て
提
示
し
た
の
が
平
成
８
年
と
、
全
書
の
中

で
最
も
遅
い
。
ま
た
、
全
書
の
中
で
最
も
早
く
「
は
ね
」
の
記
号
を
提
示
し
た
一
方
、
平
成
４
年
及
び
14
年
に
は

再
度
「
は
ね
」
を
扱
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
社
：
昭
和
36
年
に
「
折
れ
」「
曲
が
り
」「
結
び
」
を
特
に
取
り
上
げ
る
学
習
を
設
定
し
て
い
る
。
全
書
に
お
い
て
最
も

早
い
、
点
画
要
素
に
着
目
さ
せ
る
示
唆
で
あ
る
。
昭
和
46
年
に
全
書
の
中
で
初
め
て
「
は
ね
」（
前
述
）「
折
れ
」

「
曲
が
り
」
の
記
号
を
提
示
し
た
。
ま
た
、同
年
に
は
全
書
の
中
で
最
も
早
く
６
つ
の
点
画
要
素
全
て
を
そ
ろ
え
て

提
示
し
て
い
る
。
続
く
昭
和
48
年
に
も
全
て
の
点
画
要
素
を
そ
ろ
え
て
掲
げ
る
が
、
そ
の
後
は
い
ず
れ
か
の
要
素

を
欠
く
こ
と
が
続
き
、
再
び
全
て
が
そ
ろ
う
の
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
に
な
る
。

Ｆ
社
：
姿
勢
や
鉛
筆
の
持
ち
方
を
最
も
早
く
提
示
し
た
。
昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
は
、
平
仮
名
と
と
も
に
画
数
の
少
な

い
漢
字
も
交
え
た
生
活
用
語
が
提
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
36
年
か
ら
文
字
構
造
の
意
識
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
全
書
で
初
め
て
「
は
ら
う
」「
と
め
る
」
と
の
用
語
及
び
記
号
を
明
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
版
か

ら
こ
れ
ら
の
用
語
や
記
号
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
点
画
要
素
が
再
び
提
示
さ
れ
た
昭
和
46
年
か
ら
も
「
と
め
」

と
「
払
い
」
以
外
の
点
画
要
素
は
扱
っ
て
い
な
い
。
特
に
「
は
ね
」
は
昭
和
52
年
に
な
っ
て
初
め
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
全
て
の
点
画
要
素
が
そ
ろ
っ
た
の
は
平
成
4
年
で
あ
る
。　

Ｇ
社
：
昭
和
20
年
代
及
び
30
年
代
は
生
活
用
語
が
多
く
、
文
字
学
習
と
い
っ
た
意
識
は
薄
い
。
昭
和
43
年
に
本
書
で
は
初

め
て
「
と
め
る
」「
は
ら
う
」
の
用
語
が
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、昭
和
46
年
に
全
書
の
中
で
初
め
て
「
は
ね
」
の
記

号
を
用
い
る
（
前
述
）。
昭
和
55
年
に
全
て
の
点
画
要
素
が
そ
ろ
い
、
以
降
欠
け
た
こ
と
は
な
い
。

Ｈ
社
：
昭
和
20
年
代
か
ら
提
示
さ
れ
る
文
字
例
が
多
い
。昭
和
33
年
に
は
文
字
構
造
を
意
識
し
た
配
列
が
見
受
け
ら
れ
る
。

昭
和
46
年
に
は
全
書
の
中
で
最
も
早
く
全
て
の
点
画
要
素
を
そ
ろ
え
て
提
示
し
た
。
か
つ
、「
は
ね
」
は
全
書
で
初

め
て
の
提
示
と
な
る
（
前
述
）。
以
降
、
昭
和
55
年
と
58
年
で
「
は
ね
」
が
欠
け
た
以
外
、
全
て
を
そ
ろ
え
て
提
示

し
て
い
る
。（
た
だ
し
、
昭
和
61
年
以
降
教
科
書
の
発
行
な
し
。）
ま
た
、
昭
和
46
年
に
は
「
折
れ
」「
曲
が
り
」
の
用

語
や
記
号
を
全
書
の
中
で
初
め
て
提
示
し
て
い
る
。
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以
上
、
提
示
さ
れ
た
文
字
や
用
語
の
種
類
及
び
配
列
方
法
か
ら
、
昭
和
30
年
代
ま
で
の
教
科
書
（
昭
和
33
年
版
ま
で
の
学
習

指
導
要
領
に
準
拠
し
た
教
科
書
）
と
昭
和
40
年
代
以
降
の
教
科
書
（
昭
和
43
年
版
以
降
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
教
科
書
）
と

で
は
一
線
を
画
す
向
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
平
仮
名
に
関
す
る
学
習
内
容
や
教
材
に
着
目
し
た
場
合
、
昭
和
40
年

代
以
降
の
教
科
書
に
は
、
書
写
用
教
科
書
と
し
て
の
文
字
や
用
語
の
配
列
に
対
す
る
配
慮
が
見
て
取
れ
る
。
中
で
も
、
平
仮

名
の
点
画
要
素
を
意
識
し
た
学
習
文
字
の
設
定
や
教
材
配
列
の
工
夫
が
明
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
50
年

代
（
昭
和
52
年
版
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
教
科
書
）
に
な
っ
て
か
ら
と
言
え
る
。

　
　
　

４
．
文
字
学
習
入
門
期
に
お
け
る
平
仮
名
の
形
状
認
識
と
動
作
認
識
の
連
関

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
毛
筆
の
代
替
用
具
の
有
効
性
か
ら
―

　

前
章
「
３
」
で
の
調
査
考
察
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
の

学
習
内
容
及
び
教
材
配
列
に
関
す
る
推
移
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
々
章
「
２
」
で
検
証
し
た
小
学
生
の
平
仮
名
書
写
に
関

し
て
の
実
態
、
す
な
わ
ち
、

○
「
は
ね
」
以
外
の
点
画
要
素
は
小
学
校
低
学
年
で
安
定
し
た
書
き
方
が
実
現
で
き
る
。

○
小
学
校
中
学
年
か
ら
高
学
年
は
、「
は
ね
」
本
来
の
形
や
用
筆
が
よ
り
確
実
に
再
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
過
渡
期
に
あ

る
。

を
勘
案
す
る
と
、
現
代
の
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
教
材
の
在
り
方
は
、
就
学
前
後
の
幼
児

児
童
が
再
現
す
る
の
に
最
も
苦
戦
す
る
「
は
ね
」
の
扱
い
に
配
慮
を
要
す
る
以
外
、
文
字
学
習
入
門
期
に
お
け
る
児
童
の
発

達
段
階
を
見
据
え
た
在
り
方
と
意
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
唯
一
、
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

多
く
の
教
科
書
に
お
い
て
、「
か
」
だ
け
を
学
習
対
象
の
文
字
に
挙
げ
、「
は
ね
」
が
起
こ
り
う
る
他
の
平
仮
名
や
筆
脈
に
つ

い
て
の
学
習
要
件
を
満
た
す
教
材
は
充
実
し
て
い
な
い（

６
）。「
は
ね
」
の
学
習
内
容
及
び
教
材
に
関
し
て
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
へ
の
組
み
込
ま
せ
方
や
効
果
的
な
指
導
方
法
に
関
し
て
取
り
上
げ
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
点
画

要
素
に
関
し
て
は
、
書
写
学
習
の
目
的
を
見
据
え
た
教
材
の
設
定
や
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
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ま
り
、
現
在
、
文
字
学
習
入
門
期
に
お
け
る
平
仮
名
学
習
指
導
の
課
題
は
、
学
習
教
材
の
提
示
配
列
方
法
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
書
写
教
育
に
お
け
る
小
学
校
で
の
系
統
的
組
織
的
な
学
習
指
導
及
び
教
具
教
材
の
開
発
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
児
童

の
実
態
や
各
成
長
過
程
に
即
し
て
ど
の
よ
う
な
学
習
展
開
を
提
唱
す
る
か
、
中
で
も
、
児
童
に
と
っ
て
難
易
度
が
高
い
点
画

要
素
に
関
す
る
従
来
の
指
導
方
法
を
見
直
し
、
そ
の
学
習
指
導
内
容
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
か
に
あ
る
。

　

現
在
、
日
常
の
筆
記
活
動
に
は
主
に
硬
筆
が
用
い
ら
れ
、
硬
筆
で
の
書
写
指
導
は
小
学
校
中
学
校
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
一
方
、
毛
筆
は
、
社
会
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
筆
記
具
、
表
現
す
る
た
め
の
用
具
で
あ
る
と
と
も
に
、
書
写
教
育
・
書

道
教
育
に
お
け
る
重
要
な
学
習
用
具
で
も
あ
る
。
学
校
教
育
で
は
、
小
学
校
第
３
学
年
か
ら
毛
筆
学
習
を
取
り
入
れ
、「
毛

筆
を
使
用
す
る
書
写
の
指
導
は
硬
筆
に
よ
る
書
写
の
能
力
の
基
礎
を
養
う
よ
う
指
導
」（
平
成
20
年
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
）

す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
毛
筆
を
使
用
し
て
「
筆
圧
な
ど
に
注
意
し
て

書
く
」「
穂
先
の
動
き
と
点
画
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
書
く
」
と
い
っ
た
書
字
過
程
に
関
す
る
内
容
を
、毛
筆
の
機
能
を
生

か
し
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

書
写
学
習
の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
毛
筆
に
よ
る
学
習
は
、
硬
筆
に
よ
る
書
字
の
基
礎
と
な
る
学
習
を
成
し
て
い

る
。
日
本
の
文
字
は
毛
筆
文
化
の
中
で
育
ま
れ
発
展
し
て
き
た
た
め
、
毛
筆
を
使
っ
て
大
き
く
書
く
こ
と
で
日
本
の
文
字
に

特
有
な
「
は
ね
」「
は
ら
い
」
等
の
特
徴
を
習
得
し
や
す
い
。
日
常
生
活
の
筆
記
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

た
毛
筆
を
、
書
写
学
習
の
学
習
用
具
と
し
て
用
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

以
上
の
要
因
よ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
文
字
学
習
入
門
期
か
ら
毛
筆
を
学
習
用
具
と
し
て
用
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
児
童
の
手
指
の
巧
緻
性
等
そ
の
発
達
段
階
を
考
慮
す
る
と
、
毛
筆
の
導
入
は
小
学
校
第
３
学
年
が
妥
当
で
あ
る
と
す

る
の
が
現
行
の
書
写
学
習
及
び
そ
の
指
導
の
在
り
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
点
画
ひ
い
て
は
文
字
を
書
く
に
は
、
形
状
の
認
識
と
動
作
の
認
識
の
双
方
が
不
可
欠
で
あ
る
。
小
学
校
就
学

後
の
児
童
に
は
、
平
仮
名
の
点
画
要
素
に
関
し
て
、
点
画
の
形
状
と
書
字
動
作
各
々
が
理
解
で
き
る
力
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
書
字
動
作
は
、
教
科
書
等
に
示
さ
れ
る
形
状
に
注
目
し
が
ち
な
児
童
た
ち
に
着
眼
さ
れ
に
く
い
。
視
覚
的
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な
形
状
の
み
に
着
目
し
が
ち
な
、
点
画
が
形
成
さ
れ
る
動
作
に
は
考
え
が
及
び
に
く
い
児
童
た
ち
が
、
文
字
を
書
く
動
き
そ

の
も
の
に
着
眼
で
き
、
形
状
と
動
作
の
双
方
が
理
解
で
き
る
た
め
の
方
策
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
学
習
に
お
い
て
有
効
に
機
能
す
る
学
習
用
具
は
間
違
い
な
く
毛
筆
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
低
学
年
で
の
毛
筆
学

習
の
有
効
性
を
模
索
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
青
山
他（

７
）は

、第
１
・
２
学
年
か
ら
の
毛
筆
筆
記
具
の
効
果
的
な
学
習
指
導

に
関
す
る
可
能
性
を
探
る
価
値
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
押
木
他（

８
）は

、
筆
の
弾
力
に
よ
る
緩
衝
的
機
能
が
書
字
動
作

の
本
質
と
関
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
毛
筆
は
書
字
動
作
に
関
す
る
学
習
で
有
効
に
機
能
す
る
学
習
用
具
と
考
察
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、文
字
学
習
入
門
期
の
児
童
に
と
っ
て
は
、本
来
毛
筆
が
持
つ
特
徴
自
体
か
ら
生
じ
る
運
用
面
（
使
い
こ
な
し
）
の

難
し
さ
が
存
在
す
る
。
当
該
児
童
の
発
達
段
階
を
考
慮
す
る
と
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
毛
筆
は
扱
う
の
が
難
し

い
。
ま
た
、
毛
筆
の
運
用
に
付
随
し
て
起
こ
る
問
題
（
例
え
ば
、
墨
で
汚
れ
る
、
汚
れ
る
と
落
ち
に
く
い
、
道
具
の
準
備
や
片
付

け
に
手
間
が
か
か
る
等
）
も
伴
う
。
毛
筆
に
代
わ
る
学
習
用
具
と
し
て
、
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
等
の
軟
筆
筆
記
具
や
筆
ペ
ン
、
水
筆

系
の
筆
記
用
具
も
考
え
ら
れ
る
が
、
線
の
太
さ
の
変
化
が
出
し
に
く
か
っ
た
り
、
毛
筆
特
有
の
弾
力
性
に
乏
し
か
っ
た
り
、

時
間
と
と
も
に
自
然
に
消
え
て
し
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
25
年
に
毛
筆
が
持
つ
機
能
を
生
か
し
な
が
ら
も
既
存
の
用
具
の
問
題
を
解
決
し
た
学
習
用
筆
記
用
具

と
し
て
、
新
し
い
学
習
用
具
が
開
発
発
表
さ
れ
た（

６
）。
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
の
上
に
コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ
と
磁
石
を
使
っ
た
用

具
で
書
く
と
の
発
案
か
ら
誕
生
し
た
、
通
称
「
磁
石
筆
」
は
、

○
始
筆
や
終
筆
、
は
ね
や
払
い
等
に
お
い
て
太
さ
の
変
化
が
自
在
に
で
き
る
。

○
弾
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
筆
記
具
に
お
け
る
上
下
方
向
の
緩
衝
機
能
が
あ
る
。

○
接
地
面
で
の
形
状
を
意
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

○
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
使
用
す
る
た
め
、
消
し
た
い
時
に
消
せ
る
。

と
い
っ
た
特
徴
を
有
す
る
。
毛
筆
自
身
が
持
つ
機
能
を
生
か
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、
毛
筆
の
特
徴
自
体
が
要
因
と
な
る
諸

問
題
を
解
決
し
た
「
磁
石
筆
」
は
、
文
字
学
習
入
門
期
の
児
童
が
毛
筆
の
代
替
用
具
と
し
て
学
習
に
用
い
る
た
め
の
的
確
な

学
習
用
具
の
一
つ
と
推
測
で
き
る
。
文
字
学
習
入
門
期
の
児
童
が
よ
り
効
果
的
に
書
字
動
作
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
方
策
と

図
２　
磁
石
筆
と
書
字
例

（
押
木
秀
樹
・
滝
本
貢
悦
「
毛
筆
の
機
能
と

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
た
書
字
学
習

用
具
の
開
発
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第

29
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、

2015, p.93.

）
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し
て
、
学
習
用
筆
記
具
の
可
能
性
や
有
効
性
を
具
体
的
に
検
証
す
る
時
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
本
論
考
に
続
く
研
究
と
し
て
、
現
在
下
記
の
研
究
を
試
み
て
い
る
。

１
．
小
学
校
第
１
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
平
仮
名
の
終
筆
部
と
送
筆
部
に
関
す
る
授
業
を
、「
磁
石
筆
」
と
鉛
筆
を
用

い
る
ク
ラ
ス
と
、
鉛
筆
の
み
を
用
い
る
ク
ラ
ス
と
で
行
い
、
そ
の
授
業
直
後
に
、
平
仮
名
の
点
画
要
素
の
形
状
に
関

す
る
調
査
と
、
測
定
装
置
を
用
い
た
、
そ
の
形
状
を
実
現
す
る
動
作
に
関
し
て
の
調
査
を
実
施
す
る
。

２
．
当
該
２
ク
ラ
ス
の
児
童
に
は
、
形
状
の
認
識
と
動
作
の
認
識
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
生
じ
る
の
か
、
も
し
生
じ
る
場

合
は
ど
の
よ
う
な
差
異
な
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
文
字
学
習
入
門
期
の
児
童
に
お
け
る
平
仮
名
の
形
状
認
識
と

動
作
認
識
と
に
関
す
る
毛
筆
の
代
替
用
具
（
本
研
究
で
は
「
磁
石
筆
」）
の
有
効
性
を
考
察
す
る
。

　

当
該
の
研
究
成
果
は
、
稿
を
改
め
て
近
日
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
1
）
本
論
考
で
言
う
「
は
ね
」
と
は
、
点
画
の
終
筆
部
に
お
い
て
水
平
方
向
な
い
し
は
垂
直
方
向
へ
の
動
作
か
ら
方
向
転
換
を
伴
っ
た
直
後
に
上
方

向
へ
と
行
う
動
作
も
し
く
は
そ
の
部
分
の
こ
と
を
指
す
。
視
覚
的
に
は
徐
々
に
細
く
な
る
点
、
ま
た
、
二
方
向
へ
の
動
作
が
同
時
に
起
き
る
点
で
は

「
払
い
」
と
共
通
す
る
が
、
そ
の
動
作
の
前
後
で
方
向
転
換
を
伴
う
た
め
、「
は
ね
」
の
難
易
度
は
他
の
終
筆
部
の
場
合
よ
り
高
く
な
る
と
推
測
で
き

る
。（
小
林
比
出
代
「
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
の
扱
い
に
関
す
る
一
考
察
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, p.31.

）

（
2
）
平
仮
名
の
線
は
正
確
に
は
「
点
画
」
と
称
さ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
本
来
漢
字
に
用
い
る
「
点
画
」
と
の
概
念
を
平
仮
名
に
も
適
用
し
、
用
語

へ
も
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

（
3
）
先
行
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
。

1
．
小
林
比
出
代「
未
就
学
児
の
硬
筆
筆
記
具
の
持
ち
方
に
関
す
る
一
考
察 

―
書
写
教
育
の
視
点
か
ら
―
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
24
号
』

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2010, pp.100-105.

2
．
小
林
比
出
代
「
未
就
学
児
の
硬
筆
筆
記
具
の
持
ち
方
と
書
か
れ
た
点
画
の
発
達
段
階
に
お
け
る
変
化
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
25
号
』
全

国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2011, pp.31-40.

3
．
小
林
比
出
代
「
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
の
扱
い
に
関
す
る
一
考
察
」『
書
写
書
道
教
育
研
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究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.31-39.

4
．
小
林
比
出
代
「
平
仮
名
「
は
ね
」
の
難
易
度
と
児
童
の
発
達
段
階 

―
学
習
教
材
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究
―
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.78-83.

（
4
）
提
示
す
る
グ
ラ
フ
は
、
拙
稿
「
平
仮
名
「
は
ね
」
の
難
易
度
と
児
童
の
発
達
段
階 

―
学
習
教
材
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究
―
」（『
書
写
書

道
教
育
研
究 

第
27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.79-83.

）
に
収
録
し
た
グ
ラ
フ
と
一
部
重
複
す
る
。

（
5
）
小
林
比
出
代
「
硬
筆
筆
記
具
の
執
筆
法
と
字
形
の
関
係
に
お
け
る
分
析
的
研
究
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
19
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学

会
編
、2005, pp.83-84.

（
6
）
小
林
比
出
代
「
小
学
校
書
写
用
教
科
書
（
第
１
学
年
）
に
お
け
る
平
仮
名
で
の
「
は
ね
」
の
扱
い
に
関
す
る
一
考
察
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第

27
号
』
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2013, pp.38-39.

（
7
）
青
山
浩
之
・
押
木
秀
樹
・
杉
﨑
哲
子
「
小
学
校
低
学
年
期
に
お
け
る
毛
筆
経
験
に
よ
る
硬
筆
書
字
へ
の
影
響
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
29
号
』

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2015, pp.79-88.

（
8
）
押
木
秀
樹
・
滝
本
貢
悦
「
毛
筆
の
機
能
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
た
書
字
学
習
用
具
の
開
発
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
29
号
』
全
国
大
学

書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2015, pp.89-98.

（
9
）
押
木
秀
樹
・
滝
本
貢
悦
「
毛
筆
の
機
能
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
た
書
字
学
習
用
具
の
開
発
」『
書
写
書
道
教
育
研
究 

第
29
号
』
全
国
大
学

書
写
書
道
教
育
学
会
編
、2015, p.92.
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は
じ
め
に

　

印
章
・
篆
刻
に
ま
つ
わ
る
学
問
全
般
を
指
す
領
域
と
し
て
「
印
学
」
が
あ
る
。
印
学
は
、
金
石
学
に
基
づ
く
秦
漢
古
印
の

鑑
賞
・
分
析
、
印
譜
の
刊
行
に
始
ま
り
、
文
字
学
や
字
法
・
章
法
・
刀
法
等
の
篆
刻
の
技
術
を
磨
く
た
め
の
実
学
と
し
て
形

成
さ
れ
、
篆
刻
芸
術
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
領
域
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
以
降
、
篆
刻
芸
術
に
対
す
る
学
術
的
な
考
察
は
進

展
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
主
な
研
究
内
容
は
、
印
章
研
究
、
作
家
研
究
、
流
派
研
究
、
文
献
研
究
に
大
別
さ
れ
る
（
図
「
印

学
領
域
分
類
表
」
参
照（

１
）） 
。
篆
刻
芸
術
の
一
次
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
ま
ず
印
そ
の
も
の
が
あ
り
（
秦
漢
等
古
代

の
印
章
及
び
元
明
以
降
の
刻
印
）、
次
に
そ
れ
ら
の
印
影
お
よ
び
拓
款
を
収
録
し
た
印
譜
類
、
そ
し
て
印
章
・
篆
刻
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
理
論
・
言
説
を
記
し
た
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
文
献
に
は
、
印
に
関
す
る
詩
文
、
印
譜
序
跋
、
印
跋
（
い
わ

ゆ
る
側
款
）、
そ
し
て
印
論
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
多
岐
に
亘
る
。

　

本
稿
で
は
、
文
献
研
究
の
視
点
に
基
づ
き
つ
つ
、
作
家
・
流
派
研
究
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
明
末
清
初
期
の
印
論
を
中
心

と
し
た
文
献
資
料
に
見
え
る
理
論
や
言
説
と
、
同
時
期
の
篆
刻
作
品
の
作
風
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
篆
刻
芸
術
に
お
い
て
理
論

が
実
作
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
い
か
な
る
も
の
か
考
察
を
試
み
る
。
具
体
的
な
検
証
方
法
と
し
て
は
、
印
論
を
中
心
と
し
た
文

献
著
述
に
見
え
る
風
格
論
、
技
法
論
及
び
品
等
論
を
中
心
に
摘
出
し
て
そ
の
内
容
を
分
析
し
、
同
時
代
の
篆
刻
作
品
の
中
か

　
　
明
末
清
初
期
の
篆
刻
に
お
け
る
理
論
と
実
作
の
相
関 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
印
論
を
中
心
と
し
て
―

川
内
佑
毅
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（図）「印学領域分類表」

印 論
古
印
研
究

刻
印
研
究
（
実
技
・
技
法
）

印 学

印 跋
（側款内容）

詩 文印譜序跋

文
字
の
釈
読

起
源
・
用
途

材
質
・
制
法

風
格
・
芸
術
性
の
分
析

制
度(

印
文
・
寸
法
・
鈕
式
な
ど)

の
沿
革

人
物
相
関
及
び
作
風
の
伝
播
　

芸
術
性
・
思
想
の
特
徴

流
派
の
源
流
及
び
発
展
の
経
緯

篆
刻
史
に
お
け
る
位
置

人
物
の
来
歴
・
交
友
と
作
風
の
関
係

作
風
の
淵
源
及
び
変
遷
の
過
程

芸
術
性
の
特
徴
及
び
篆
刻
史
上
の
位
置

印面 側款

字
法

章
法

刀
法

文
字
学

筆
法
　

印
跋
撰
文

採
拓
法

刻
法

その他技術

鈐
印
の
技
術

印
泥
の
保
存
・
制
作

印
材
の
鑑
別
・
磨
石

印
譜
の
整
本
・
印
屏
の
制
作

関
連
用
具
用
材
の
使
用
・
加
工

技
法
論

歴
史
論

用
具
用
材
論

審
美
論

印
章
起
源
論

古
銅
印
概
論
・
評
価

印
人
・
流
派
の
概
論
・
評
価

印
譜
の
起
源
・
展
開

先
行
印
論
の
概
要
・
評
価

書
体
論

字
法
論

章
法
論

刀
法
論

側
款
論 印

材
・
印
刀
・
印
泥 

他

筆
法
論

「
印
と
詩
文
書
画
一
体
」
論

「
自
然
天
趣
」
論

「
筆
意
表
現
」
論

「
印
如
其
人
」
論

「
入
古
新
出
」
論

「
印
従
書
出
」
論

「
印
外
求
印
」
論

「
写
意
伝
神
」
論

「
学
養
」
論

品
評
論

そ
の
他

風
格

人
物

文献研究作家研究 流派研究印章研究

①②③④⑤

順序；

←

※この表は、拙稿「中国印論研究序説」（『書道学論集 11』所収、2014 年）に付した「印学領域

分類表（案）」を修正したものである。

〔図〕　「印学領域分類表」

※この表は、拙稿「中国印論研究序説」（『書道学論集 11』所収、2014）に付した「印学領域分類表（案）」を修
正したものである。
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図
一　
徐
官
『
古
今
印
史
』（
篆
学
瑣
著
本
）

　
　
　
第
一
葉

ら
論
述
内
容
と
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
篆
刻
作
例
を
挙
げ
て
そ
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
述
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
、
篆
刻
芸
術
に
お
け
る
理
論
と
実
作
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

明
末
清
初
期
は
、
実
作
に
お
い
て
は
文
彭
（
一
四
九
八
―
一
五
七
三
）・
何
震
（
一
五
二
二
―
一
六
〇
四
）
お
よ
び
「
徽
派（

２
）」

と
称
さ
れ
る
印
人
の
一
派
が
興
り
、
篆
刻
が
芸
術
の
一
領
域
と
し
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
萌
芽
期
で
あ
り
、
ま
た
、

多
数
の
印
論
が
刊
行
さ
れ
て
印
章
・
篆
刻
理
論
の
基
礎
が
構
築
さ
れ
た
、
印
論
の
黎
明
期
で
も
あ
る
。
後
の
清
代
中
晩
期
に

は
、
丁
敬
（
一
六
九
五
―
一
七
六
五
）
に
始
ま
る
「
浙
派
」、
そ
し
て
鄧
石
如
（
一
七
四
三
―
一
八
〇
五
）
に
始
ま
る
「
鄧
派
」

が
興
る
な
ど
、
篆
刻
は
多
様
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
明
末
清
初
期
の
篆
刻
の
実
作
や
理
論
は
そ
の
よ
う
な
流
れ
の

礎
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
を
検
証
す
る
こ
と
は
印
章
・
篆
刻
理
論
に
お
け
る
基
礎
的
な
概
念
や
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

印
学
の
発
展
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
「
明
末
清
初
」
期
を
、
徐
官
『
古
今
印
史
』（
図
一
）
の
著
さ
れ
た
明
の
隆
慶
三
年
（
一
五
八
九
）
頃
か

ら
、
陳
克
恕
『
篆
刻
鍼
度
』（
図
二
ａ
・
ｂ
）
が
刊
行
さ
れ
た
乾
隆
五
二
年
（
一
七
八
六
）
頃
ま
で
と
す
る
。
こ
の
区
分
は
、
徐

官
『
古
今
印
史
』
が
明
代
に
お
い
て
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
印
論
で
あ
り
、
そ
し
て
陳
承
恕
『
篆
刻
針
度
』
が
篆
刻
に
関
す

る
事
柄
を
幅
広
く
収
め
、
印
論
と
し
て
一
つ
の
定
型
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る（

３
）。

当
該
時
期
の
印
論
に

つ
い
て
は
、
著
者
、
書
名
、
刊
行
年
、
収
録
叢
書
・
資
料
を
整
理
し
、
文
末
の
〔
表　

明
末
清
初
期
印
論
リ
ス
ト
〕
を
作
成

し
た
。

　

ま
た
、
引
用
文
に
は
番
号
を
配
し
て
訓
読
し
た
も
の
を
挙
げ
、
文
末
に
原
文
の
一
覧
を
付
し
た
。
文
中
で
人
物
名
が
姓
の

み
で
省
略
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
別
名
で
記
さ
れ
る
場
合
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
括
弧
を
つ
け
て
補
う
こ
と
と
す
る
。
な

お
、
図
版
に
用
い
る
印
影
は
、
原
則
と
し
て
原
寸
で
掲
載
す
る
が
、
縮
小
を
施
し
た
も
の
に
は
縮
小
率
を
明
示
す
る
。

　
　
　

第
一
章
　
明
末
清
初
期
に
お
け
る
印
章
史
に
対
す
る
基
礎
的
な
認
識

　

明
末
期
の
篆
刻
の
理
論
と
実
作
の
関
連
性
を
分
析
す
る
上
で
、
ま
ず
当
時
の
人
々
が
著
述
や
作
品
を
生
み
出
す
上
で
、
ど

の
よ
う
な
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た

図
二　
陳
克
恕
『
篆
刻
針
度
』（
金
石
花
館
本
）

　
　
ａ 

封
面

　
ｂ 

第
一
葉
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い
。
こ
れ
は
、
広
い
視
野
に
立
て
ば
歴
史
や
文
学
、
芸
術
、
ひ
い
て
は
社
会
情
勢
な
ど
様
々
な
背
景
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今

回
は
研
究
題
目
の
観
点
か
ら
、
印
章
・
篆
刻
に
対
す
る
認
識
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
表
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
を
中
心
に

挙
げ
て
考
察
を
図
る
。

　
　
　
　
　

一
　
漢
印
を
最
上
と
し
た
印
章
史
観　
　
　

　

元
代
の
吾
丘
衍
（
一
二
七
二
―
一
三
一
一
）
が
著
し
た
『
学
古
編
』「
三
十
五
挙
」（
一
三
〇
〇
年
刊
、図
三
）
は
、印
論
の
祖

と
い
う
べ
き
書
物
で
、
印
章
に
つ
い
て
専
門
的
に
記
さ
れ
た
最
古
の
印
論
と
し
て
多
数
の
叢
書
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
先
行

研
究
も
少
な
く
な
い（

４
）。

そ
の
内
容
は
、
篆
書
論
や
字
法
・
筆
法
・
章
法
の
秘
訣
を
三
十
五
条
に
亘
っ
て
挙
げ
た
も
の
で
、
そ

の
中
で
漢
印
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

① 

十
八
挙
に
曰
く
、
漢
に
摹
印
篆
有
り
、
其
の
法
只
だ
是
れ
方
正
に
し
て
、
篆
法
隷
と
相
通
ず
。
後
人
古
印
を
識
ら

ず
、
妄
意
に
盤
屈
し
、
且
つ
以
て
法
と
為
し
、
大
い
に
笑
う
べ
き
な
り
。
多
く
故
家
蔵
の
漢
印
を
見
る
に
、
字
皆
な

方
正
に
し
て
、
隸
書
に
近
し
、
此
れ
即
ち
摹
印
篆
な
り
。

② 
二
十
挙
に
曰
く
、
白
文
印
、
皆
な
漢
篆
を
用
い
、
平
方
正
直
、
字
は
円
な
る
べ
か
ら
ず
。
縦
い
斜
筆
有
る
も
、
亦
た

当
に
巧
を
取
り
て
写
過
す
べ
し
。

③ 

二
十
五
挙
に
曰
く
、
白
文
印
、
崔
子
玉
の
張
平
子
碑
上
に
写
せ
し
字
、
及
び
漢
器
上
並
び
に
碑
蓋
印
章
等
の
字
を

用
っ
て
、
最
も
第
一
と
為
す
。

　

漢
印
の
文
字
を
摹
印
篆
と
称
し
、
そ
の
方
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
隷
書
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
、
後
の
時
代
の
篆
書
は
点
画

を
妄
り
に
曲
が
り
く
ね
ら
せ
た
文
字
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
な
お
「
摹
印
」
は
、
許
慎
『
説
文
解
字
』
序
に
お
い
て
秦

代
に
通
行
し
た
書
体
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
印
章
に
用
い
ら
れ
る
文
字
の
書
体
を
指
す（

５
）。

　

こ
の
内
容
を
踏
襲
し
た
記
述
が
、
周
応
愿
『
印
説
』
原
古（

６
）に

見
え
る
。　

④ 

先
輩
云
う
、
漢
に
摹
印
篆
有
り
、
其
の
法
只
だ
是
れ
方
正
た
り
。
後
人
古
印
を
識
ら
ず
、
妄
意
に
盤
曲
し
、
大
い

に
古
法
を
失
す
。
…
…
唐
朱
文
に
易
え
、
古
法
漸
く
廃
る
。
宋
に
至
り
絶
え
て
知
る
者
は
無
し
、
と
。

　

①
の
記
述
と
合
致
す
る
点
が
多
く
、「
先
輩
」
と
は
主
に
吾
丘
衍
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
吾
丘
衍
が
「
後
人 

古

図
三　
吾
丘
衍
『
三
十
五
挙
』（
篆
学
瑣
著
本
）

　
　
　
第
一
葉



59 明末清初期の篆刻における理論と実作の相関

印
を
識
ら
ず
、
妄
意
に
盤
屈
し
…
」
と
、
漠
然
と
後
世
の
印
を
批
判
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
記
述
で
は
「
唐 

朱
文
に
易

え
、
古
法
漸
く
廃
る
」
と
、
批
判
の
対
象
と
し
て
具
体
的
に
唐
代
の
朱
文
印
を
挙
げ
て
い
る
。

　

甘

『
印
章
集
説（

７
）』

で
は
、
唐
以
降
の
印
章
の
劣
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⑤ 

六
朝
の
印
章
、
時
に
因
り
て
改
易
し
、
遂
に
朱
文
白
文
を
作
し
、
印
章
の
変
、
則
ち
此
よ
り
始
む
。
唐
の
印
章
、
六

朝 

朱
文
を
作
る
に
因
り
て
、
日
び
訛
謬
に
流
れ
、
多
く
は
曲
・
盤
・
旋
に
属
す
。
皆
な
六
義
に
悖も

と

り
、
毫ほ

と

ん
ど
古
法

無
し
。
印
章
此
に
至
り
て
、
邪
謬
甚
し
き
な
り
。

　

朱
文
印
が
唐
以
前
の
六
朝
時
代
に
出
現
し
た
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
、
唐
代
に
至
っ
て
更
な
る
誤
り
に
陥
り
、
そ
の
多
く

は
点
画
の
折
り
畳
み
に
よ
っ
て
文
字
の
規
範
か
ら
離
れ
、「
邪
謬
」
が
甚
だ
し
い
と
述
べ
る
。

徐
上
達
『
印
法
参
同（

８
）』

で
は
、
六
朝
以
降
の
朱
文
印
の
出
現
に
よ
っ
て
古
法
が
廃
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

⑥ 

朱
文
印
は
六
朝
よ
り
唐
を
以
て
し
、
古
法
漸
く
廃
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
で
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
印
章
の
趣
は
漢
代
に
粋
を
極
め
、
六
朝
以
降
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
と
い
う

点
で
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
基
礎
的
な
印
章
史
観
と
し
て
、
以
降
の
書
物
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
今
日
に
至

る
も
の
で
あ
る
。

　

唐
代
の
朱
文
印
は
、「
唐
安
県
之
印
」（
図
四
）
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
曲
線
に
揺
れ
が
生
じ
て
不
安
定
な
文
字
と
な
っ

て
お
り
、
漢
印
の
よ
う
な
整
斉
と
し
た
趣
か
ら
は
程
遠
い
。
宋
代
の
官
印
の
特
徴
と
し
て
は
、「
九
畳
篆
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

北
宋
の
官
印
「
内
府
図
書
之
印
」（
図
五
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
点
画
を
伸
ば
し
て
折
り
畳
み
、
幾
重
に
も
重
ね
て
空
間
を

埋
め
尽
く
す
構
成
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
趣
は
、
線
の
配
置
は
整
然
と
し
て
規
則
的
で
あ
り
、
変
化
に
乏
し
く
単
調
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
作
風
が
、
当
時
の
著
述
に
お
い
て
批
評
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

二
　
朱
文
印
及
び
趙
孟
頫
の
円
朱
文
に
対
す
る
認
識
と
評
価

　

次
に
、
明
末
清
初
期
に
お
け
る
朱
文
印
に
対
す
る
認
識
と
評
価
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

米
芾
『
書
史
』
に
は
、
朱
文
印
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
見
え
る
。

　
　

⑦ 

印
文
須
ら
く
細
た
る
べ
し
、
圏
須
ら
く
文
と
等
し
く
す
べ
し
。

図
四　
唐
官
印
「
唐
安
県
之
印
」

図
五　
宋
官
印
「
内
府
図
書
之
印
」

30％縮小
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⑧ 

我
が
太
祖
の
「
秘
閣
図
書
之
印
」
は
、
二
寸
に
満
た
ず
、
圏
文
皆
な
細
く
、「
上
閣
図
書
」
の
印
も
亦
た
然
り
。
仁

宗
の
後
、
印
経
院 

経
を
賜
り
て
「
上
閣
図
書
」
を
用
う
る
も
、
字
大
に
し
て
印
麤
文
た
り
。
若
し
画
に
施
さ
ば
、

紙
素
に
字
画
の
多
き
を
占
め
、
書
帖
に
損
す
る
有
り
。
近
ご
ろ
の
「
三
館
秘
閣
之
印
」、
文
は
細
な
る
と
雖
も
、
圏
は

乃
ち
麤
な
る
こ
と
半
指
の
如
し
。
亦
た
印
し
て
書
画
を
損
す
る
な
り
。

　

⑦
で
は
、
印
（
朱
文
印
）
の
文
字
は
、
圏
（
外
枠
）
と
と
も
に
細
く
あ
る
べ
き
と
述
べ
、
⑧
で
は
、
太
祖
（
北
宋
初
代
皇
帝

趙
匡
胤
）
時
に
用
い
ら
れ
た
「
秘
閣
図
書
之
印
」
は
、
印
文
・
外
枠
と
も
に
細
く
、「
上
閣
図
書
」
の
印
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、

四
代
皇
帝
仁
宗
以
降
に
印
経
院
が
用
い
た
「
上
閣
図
書
」
印
は
、
字
は
大
き
く
点
画
は
太
く
、
画
に
用
い
れ
ば
紙
面
が
損
な

わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
三
館
秘
閣
之
印（

９
）」

は
、
点
画
は
細
い
が
界
線
が
太
く
、
こ
の
よ
う
な
印
を
用
い
る
と
書
画

が
損
な
わ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
朱
文
印
は
字
画
・
外
枠
と
も
に
細
い
も
の
を

良
し
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
吾
丘
衍
「
三
十
五
挙
」
の
第
二
十
八
挙
で
は
、
朱
文
印
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑨ 
二
十
八
挙
に
曰
く
、
朱
文
印
は
、
辺
に
逼せ

ま

る
べ
か
ら
ず
。
…
…
字
は
宜
し
く
細
な
る
べ
し
。
四
旁
に
出
筆
有
り
て
、

皆
な
辺
に
滞
ら
ば
、
辺
は
須
ら
く
字
よ
り
細
く
し
て
、
辺
は
一
体
の
若
く
す
べ
し
。

　

朱
文
印
で
は
、
文
字
が
辺
に
当
た
り
過
ぎ
ず
、
字
画
は
細
く
す
べ
き
で
あ
り
、
四
辺
の
外
枠
に
点
画
が
及
ぶ
場
合
は
枠
線

を
字
画
よ
り
も
細
く
し
て
一
体
感
が
出
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
朱
文
印
の
制
作
上
の
要
訣
を
具
体
的

に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
の
趙
孟
頫
は
、
篆
書
も
善
く
し
印
を
自
作
し
て
い
た
と
言
わ
れ（

（1
（

、
篆
刻
芸
術
の
開
拓
者
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
。
趙
孟

頫
作
と
し
て
伝
わ
る
印
は
、
印
文
・
界
線
と
も
に
細
い
線
で
構
成
さ
れ
、
文
字
は
小
篆
を
基
調
と
し
て
曲
線
を
多
用
し
、
流

麗
な
趣
を
持
っ
た
朱
文
印
が
多
く
、図
六
ａ
「
趙
」（
丸
印
）、ｂ
「
趙
氏
子
昂
」、ｃ
「
趙
氏
書
印
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

明
末
清
初
期
の
印
論
に
は
、
こ
の
よ
う
な
趙
孟
頫
の
印
に
対
す
る
評
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
甘
暘
『
印
章
集
説
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⑩ 

朱
文
印
は
上
古
に
原
無
く
、
六
朝
に
始
ま
り
、
唐
、
宋
之
を
尚
ぶ
。
其
の
文
宜
し
く
清
雅
に
し
て
筆
意
有
る
べ

し
。
太
だ
粗
な
る
べ
か
ら
ず
。
粗
な
れ
ば
則
ち
俗
た
り
。
亦
た
多
く
曲
畳
す
べ
か
ら
ず
。
多
け
れ
ば
則
ち
唐
宋
の
印

図
六　
趙
孟
頫
刻
印

ａ
「
趙
」（
丸
印
）

ｂ
「
趙
氏
子
昂
」

ｃ
「
趙
氏
書
印
」
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に
類
し
、
且
つ
板
に
し
て
神
無
し
。
趙
子
昂
朱
文
を
善
く
し
、
皆
な
玉
箸
篆
を
用
い
、
流
動
し
て
神
有
り
。

　
「
粗
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
点
は
、前
掲
の
⑦
⑧
米
芾
『
書
史
』
の
記
述
や
⑨
吾
丘
衍
の
言
と
共
通
し
て
い
る
。「
曲
畳
」

す
れ
ば
「
板
に
し
て
神
な
し
」
と
い
う
の
は
、
唐
宋
の
九
畳
篆
な
ど
に
よ
る
印
の
作
風
を
忌
む
も
の
で
あ
り
、
①
の
「
後
人 

古
印
を
識
ら
ず
、
妄
意
に
盤
屈
し
、
且
つ
以
て
法
と
為
し
、
大
い
に
笑
う
べ
き
な
り
。」
と
い
う
吾
丘
衍
の
説
に
従
う
内
容
と

い
え
る
。

　

ま
た
、
徐
上
達
『
印
法
参
同
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑪ 

果
し
て
朱
文
の
如
き
も
の
は
、亦
た
宜
し
く
清
雅
に
し
て
筆
意
を
得
べ
し
。
重
濁
し
て
俗
た
る
毋
れ
。
曲
畳
し
て
板

た
る
毋
れ
。
趙
松
雪
玉
箸
を
篆
し
、
朱
文
を
刻
す
こ
と
頗
る
流
動
し
て
神
気
有
り
。
如
今
の
文
博
士
、
則
ち
又
た
趙

を
学
ぶ
者
な
り
。

　

両
者
の
記
述
を
比
較
す
る
と
共
通
し
た
言
い
回
し
も
多
く
、
徐
上
達
が
甘
暘
の
著
述
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。「
玉
箸
篆
」
の
玉
箸
と
は
、
文
字
通
り
玉
製
の
箸
の
よ
う
な
線
で
書
か
れ
た
篆
書
を
指
し
、
書
体
と
し
て
は
小
篆

に
準
ず
る（

（1
（

。
⑩
で
は
、
朱
文
の
線
は
「
粗
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
、
曲
畳
を
多
く
用
い
る
こ
と
を
戒
め
、
趙
孟
頫
の
玉
箸

篆
に
よ
る
印
を
「
流
動
し
て
神
有
り
」
と
評
す
る
。
ま
た
、「
朱
文
は
上
古
に
原
無
く
」
と
、
古
の
時
代
に
朱
文
印
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
れ
は
⑤
や
⑥
の
記
述
に
も
見
え
る
。
⑪
で
は
文
彭
に
対
す
る
評
が
加
わ
り
、
趙
孟
頫
の
印

を
学
ん
だ
者
と
し
て
評
価
の
対
象
に
挙
が
っ
て
い
る
。

　

陳
錬
『
印
説（

（1
（

』
で
は
、
趙
孟
頫
の
印
の
文
字
を
次
の
よ
う
に
称
し
て
い
る
。

⑫ 

一
に
曰
く
、円
朱
文
。
元
の
趙
松
雪 

善
く
此
の
体
を
作
る
。
其
の
文
円
転
し
て
嫵
媚
な
り
、故
に
円
朱
と
曰
う
。
豊

神
流
動
を
要
す
る
こ
と
、
春
花
の
風
に
舞
い
、
軽
雲
の
岫
よ
り
出
づ
る
が
如
し
。

「
円
朱
文
」
の
語
は
、
趙
孟
頫
の
印
風
を
評
す
る
際
に
用
い
ら
れ
、
専
ら
趙
孟
頫
及
び
そ
れ
に
類
す
る
印
風
を
指
し
て
用
い
ら

れ
る（

（1
（

。「
豊
神
流
動
」
は
、
⑪
の
「
流
動
し
て
神
気
有
り
」
に
近
く
、「
豊
神
流
動
」
た
る
様
を
「
春
花
舞
風
、
軽
雲
出
岫
」

と
自
然
に
擬
え
、
円
朱
文
の
印
風
を
評
し
て
述
べ
て
い
る
。

　

孫
光
祖
『
古
今
印
制（

（1
（

』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

⑬ 

秦
、
漢
、
唐
、
宋
は
、
皆
な
摹
印
篆
を
宗
と
し
、
玉
箸
を
用
い
る
者
無
し
。
趙
文
敏
以
て
朱
文
を
作
す
。
蓋
し
秦
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の
朱
文
は
瑣
碎
に
し
て
荘
重
た
ら
ず
、
漢
の
朱
文
は
板
実
に
し
て
鬆
霊
な
ら
ず
。
玉
箸
は
気
象
堂
皇
と
し
て
、
点
画

流
利
、
文
質
の
中
を
得
た
り
。

　

摹
印
篆
と
玉
箸
篆
を
対
比
し
て
書
体
の
観
点
か
ら
述
べ
た
説
で
あ
る
。
摹
印
篆
は
繆
篆
（
印
篆
）
で
あ
り
、
玉
箸
篆
は
鉄

芯
線
に
よ
る
小
篆
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
秦
漢
時
代
の
朱
文
印
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
秦
の
朱
文
に
対
し
て

は
「
瑣
碎
に
し
て
荘
重
た
ら
ず
」、
漢
の
朱
文
に
対
し
て
は
「
板
実
に
し
て
鬆
霊
な
ら
ず
」
と
評
価
は
低
く
、
そ
れ
と
比
較
し

て
、
趙
孟
頫
の
玉
箸
篆
に
よ
る
朱
文
印
を
「
堂
皇
（
堂
々
と
し
て
）」、「
点
画
流
利
」、「
文
質
の
中
」
を
得
て
い
る
と
称
え
て

い
る
。

　

秦
代
の
朱
文
印
は
乏
し
く
、考
察
す
る
に
相
応
し
い
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、漢
時
代
の
朱
文
印
は
多
く
伝
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
姿
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
図
七
ａ
「
劉
慶
印
信
」、
ｂ
「
劉
冰
印
信
」
な
ど
に
見
え
る
よ

う
、
書
体
は
繆
篆
に
よ
る
も
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
文
字
の
風
格
は
白
文
印
に
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
普
及
し
て
い
た
印
譜
資
料
の
中
で
も
代
表
的
な
『
集
古
印
譜
』（
顧
従
徳
編
、一
五
七
二
年
、図
八
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢

朱
文
印
の
印
影
と
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
図
九
ａ
「
劉
渠
印
信
」、
ｂ
「
劉
沈
印
信
」
な
ど
の
印
影
は
平
板
で
弱
々
し
い
感
を

受
け
、
こ
の
よ
う
な
評
に
至
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
原
印
と
印
譜
収
録
の
印
影
の
大
き
な
違
い
は
、
当
時
の
印

刷
技
術
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
普
及
し
て
い
た
印
譜
は
木
版
に
よ
る
刊
行
で
あ
っ
て
、
元
の
印
影
を

摹
し
て
作
ら
れ
た
版
木
を
印
刷
し
て
い
る
の
で
、
原
印
の
持
つ
風
格
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
事
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
既
に
当
時
の
印
論
に
お
い
て
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
文
印
に
つ
い
て
の
文
献
上
の
記
述
は
、
朱
文
は
細
く
あ
る
べ
し
と
い
う
米
芾
の
説
に
始
ま
り
、
明
代
に

至
っ
て
趙
孟
頫
の
玉
箸
篆
に
よ
る
細
朱
文
印
へ
の
評
価
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
清
代
も
そ
の
見
方
は
踏
襲
さ
れ
る

が
、
⑫
⑬
の
記
述
に
見
え
る
よ
う
な
、
大
げ
さ
な
脚
色
と
も
取
れ
る
表
現
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
趙
孟
頫
の
刻
印
に
対

す
る
評
価
は
さ
ら
な
る
高
ま
り
を
見
せ
、
半
ば
神
格
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
よ
り
、
趙
孟
頫
の
円

朱
文
印
の
作
風
は
、
朱
文
印
の
代
表
的
な
範
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三
　
明
代
印
人
に
対
す
る
評
価
の
形
成

図
九 ａ「

劉
慶
印
信
」

図
七　

ｂ「
劉
冰
印
信
」

図
八　
『
集
古
印
譜
』

 

ｂ
「
劉
沈
印
信
」

ａ「
劉
渠
印
信
」
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明
代
の
印
論
の
多
く
は
明
末
期
の
万
暦
年
間
前
後
に
陸
続
と
刊
行
さ
れ
、
こ
の
頃
は
明
代
篆
刻
の
旗
手
で
あ
る
文
彭
が
没

し
て
間
も
な
い
時
期
に
当
た
る
。
明
末
期
の
印
論
に
は
、
す
で
に
先
に
挙
げ
た
⑪
の
記
述
に
「
如
今
の
文
博
士
、
則
ち
又
た

趙
を
学
ぶ
者
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、同
時
代
の
印
人
に
対
す
る
評
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
代
表
的
な
記
述
を
挙

げ
て
、
明
末
期
の
印
論
に
お
け
る
明
代
印
人
に
対
す
る
評
に
つ
い
て
分
析
し
、
文
彭
が
明
代
篆
刻
の
旗
手
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
に
到
っ
た
評
価
の
過
程
を
考
察
し
た
い
。

　

明
代
印
人
に
対
す
る
評
は
、
文
彭
を
は
じ
め
と
し
た
明
代
印
人
に
対
し
て
、
漢
印
等
の
古
印
の
風
趣
を
復
古
し
た
も
の
と

し
て
評
価
す
る
説
と
、
趙
孟
頫
の
遺
風
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
評
価
す
る
説
、
そ
し
て
批
判
的
な
論
説
の
三
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
分
類
の
う
え
、
考
察
を
付
す
。

　
《
漢
→
文
彭
・
何
震
》

⑭ 

漢
晋
の
印
は
、
古
拙
飛
動
、
奇
正
相
生
ず
。
六
朝
而い

降こ
う

、
乃
ち
始
め
て
屈
曲
盤
回
す
る
こ
と
繆
篆
の
状
の
如
し
。
宋

に
至
り
て
則
ち
古
法
蕩
然
た
り
。
我
が
朝
の
文
国
博
に
至
り
、始
め
て
漢
晋
古
章
の
歩
を
取
り
て
之
に
趨お

も
むく

。（
沈
野

『
印
談
』）

⑮ 

印
章
の
制
、秦
に
始
ま
り
漢
に
盛
ん
な
り
。
然
れ
ど
も
只
だ
姓
名
及
び
官
階
を
記
す
の
み
。
宋
元
に
至
り
て
始
め
て

斎
名
及
び
別
号
有
り
。
我
が
明
の
風
雅
の
士
に
殆お

よ

び
、
篆
籀
を
博
綜
し
、
鳥
迹
蝸
涎
、
上
古
に
游
泳
す
。
鉄
筆
の
妙

は
、
文
三
橋 

何
雪
漁
を
過
ぐ
る
も
の
莫
し
。
三
橋
は
漢
廷
の
老
吏
の
如
く
、
字
風
霜
を
挟も

つ
。
雪
漁
は
絳
雲
の
霄
に

在
る
が
如
く
、
舒
巻
自
如
た
り
。（
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』）

　

こ
れ
ら
二
つ
の
記
述
で
共
通
す
る
の
は
、
漢
印
を
至
上
と
見
な
し
、
明
の
文
彭
に
至
っ
て
漢
印
の
風
趣
が
復
古
さ
れ
た
と

い
う
論
調
で
あ
る
。
⑭
で
は
「
文
国
博
に
至
り
、
始
め
て
漢
晋
古
章
の
歩
を
取
り
」、
⑮
で
は
「
篆
籀
を
博
綜
し
、
鳥
迹
蝸

涎
、
上
古
に
游
泳
」
し
、「
鉄
筆
の
妙
は
、
文
三
橋 
何
雪
漁
を
過
ぐ
る
も
の
莫
し
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
半
の
評
に

見
え
る
「
漢
廷
老
吏
、
字
挟
風
霜
」、「
絳
雲
在
霄
、
舒
巻
自
如
」
に
は
そ
れ
そ
れ
典
故
が
あ
り
、「
漢
廷
老
吏
」
は
元
の
虞

集
、「
字
挟
風
霜
」
は
『
淮
南
子
』、「
絳
雲
在
霄
、
舒
巻
自
如
」
は
陶
淵
明
の
詩
評
に
見
え
る
語
で
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、
典
故

を
用
い
て
文
何
の
評
価
を
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



64

　
《
趙
孟
頫
→
文
彭
・
何
震
》

⑯ 

元
に
迨
り
て
趙
呉
興
書
を
工
と
し
、
而
し
て
刻
に
精
し
く
、
力
め
て
漢
人
を
追
う
。
而
し
て
明
の
文
三
橋
遥
か
に

之
を
継
ぐ
。
雪
漁
何
氏
、
少
く
し
て
文
氏
の
門
に
入
り
、
其
の
筆
法
を
得
、
之
を
刀
法
に
通
ず
。（
高
積
厚
『
印
述
』）

⑰ 

印
は
秦
漢
よ
り
以
来
、
中
間
曠
絶
す
る
こ
と
千
余
年
、
元
に
至
り
吾
趙
諸
公 

其
の
説
を
奮
い
、
明
に
迄い

た

り
て
大
盛

す
。
明
人
の
其
の
先
を
開
く
者
は
、
断
じ
て
文
国
博
を
推
す
。
其
の
印
は
和
平
中
正
、
筆
筆
中
鋒
、
必
ず
し
も
漢
を

学
ぶ
を
規
規
と
せ
ざ
る
と
雖
も
、而
る
に
自
ず
か
ら
漢
人
の
宗
旨
を
得
。
国
博
を
継
ぎ
て
起
つ
る
者
は
何
雪
漁
な
り
。

雪
漁
の
朱
文
純
ら
元
人
を
学
び
、
白
文
は
疏
密
参
差
の
致
を
得
。（
馮
承
輝
『
印
学
管
見
』）

　

⑯
で
は
、趙
孟
頫
は
漢
人
の
風
を
追
い
、明
代
に
至
っ
て
文
彭
が
趙
孟
頫
の
遺
風
を
「
遥
か
に
之
を
継
ぐ
」
と
述
べ
、何
震

の
名
も
挙
げ
て
い
る
。
⑰
の
「
吾
趙
諸
公
」
の
吾
趙
と
は
、
吾
丘
衍
と
趙
孟
頫
を
指
す
。
漢
よ
り
元
の
吾
丘
衍
・
趙
孟
頫
を

経
て
、
明
に
至
っ
て
大
盛
し
、
そ
の
先
駆
は
「
断
じ
て
文
国
博
を
推
す
」
と
強
く
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
印
を
「
和

平
中
正
、
筆
筆
中
鋒
」、
範
と
す
る
も
姿
形
に
拘
泥
せ
ず
、
自
然
と
「
漢
人
の
宗
旨
」
を
得
て
い
る
と
述
べ
る
。
両
方
と
も
文

彭
の
印
は
漢
印
の
風
格
を
備
え
て
い
る
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
秦
漢
の
遺
風
を
復
古
す
る
過
程
に
お
い
て
趙
孟
頫

の
存
在
を
明
示
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
《
文
彭
に
対
す
る
批
判
的
な
記
述
》

⑱ 

蝸
廬
筆
記
に
曰
く
、
文
太
史
の
印
章
、
秦
漢
に
法
る
こ
と
能
わ
ざ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
雅
に
し
て
俗
な
ら
ず
、
清

に
し
て
神
有
り
。
六
朝
、
陳
、
隋
の
意
を
得
、
蒼
茫
古
樸
に
至
る
も
、
略
ぼ
逮お

よ

ば
ざ
る
有
り
。（
桂
馥
『
続
三
十
五
挙
』）

⑲ 

明
に
至
り
て
印
章
始
め
て
漢
を
継
ぐ
べ
し
。文
三
橋
力
め
て
能
く
古
を
追
い
、然
れ
ど
も
未
だ
宋
元
の
習
を
脱ぬ

け
ず
。

何
主
臣
力
め
て
能
く
自
ら
振
る
う
も
、
終
に
未
だ
太
渉
の
擬
議
を
免
れ
ず
。（
周
亮
工
『
印
人
伝
』
書
黄
済
叔
印
譜
前
）

　

⑱
で
は
、
文
彭
の
印
を
「
秦
漢
に
法
る
こ
と
能
わ
ざ
る
」
と
秦
漢
の
法
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
る
も
、「
雅
に
し
て
俗

な
ら
ず
、
清
に
し
て
神
あ
り
」、「
蒼
茫
古
樸
に
至
る
」
と
の
一
定
の
評
価
を
見
せ
る
が
、
最
後
は
「
略
ぼ
逮
ば
ざ
る
有
り
」

と
至
ら
な
い
点
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
⑲
で
は
、
努
め
て
古
を
追
い
求
め
て
は
い
る
が
、「
未
だ
宋
元
の
習
を
脱

け
ず
」
と
宋
元
代
を
習
う
こ
と
か
ら
脱
し
て
い
な
い
と
述
べ
る
。
何
震
に
つ
い
て
も
「
未
だ
太
渉
の
擬
議
を
免
れ
ず
」
と
述
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べ
、
過
度
に
広
く
学
ぼ
う
と
す
る
企
て
が
あ
る
と
し
て
、
批
判
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
文
何
を
評
価
す
る
記
述
が
多
い

中
、
こ
の
よ
う
な
批
評
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
清
の
孫
光
祖
『
古
今
印
制
』
に
見
え
る
、
明
代
印
人
を
品
第
し
た
記
述
を
検
証
し
た
い
。

⑳ 

文
博
士
漢
人
、
元
人
の
神
髄
を
得
、
典
雅
古
樸
、
華
麗
を
去
り
て
静
穆
に
務
め
、
峭
厲
を
去
り
て
渾
融
に
務
め
、

謹
厳
を
去
り
て
閑
逸
に
務
む
。
俗
目
愈
い
よ
遠
ざ
か
り
、
古
道
愈
い
よ
深
し
。
明
に
百
家
有
る
も
、
其
の
右
に
出

づ
る
は
无
く
、
呉
興
（
趙
孟
頫
）
の
後
一
人
の
み
に
し
て
、
真
に
逸
品
な
り
。
蘇
嘯
民
心
雄
し
く
志
高
く
、
眼
は
大

き
く
骨
は
勁
く
、
矩
を
軼
し
て
則
を
創
り
、
奇
に
似
て
正
た
る
は
、
神
品
な
り
。
帰
文
休
は
典
雅
簡
潔
、
蒼
勁
秀
古
、

妙
品
な
り
。
顧
雲
美
は
専
ら
漢
魏
を
摹
し
、
沉
着
樸
厚
の
中
、
自
ず
か
ら
松
霊
秀
逸
の
致
有
り
。
顧
天
山
は
樸
実
渾

厚
、
典
雅
堂
皇
、
俱
に
能
品
な
り
。（
孫
光
祖
『
古
今
印
制
』）

　

逸
品
に
文
彭
、
神
品
に
蘇
宣
、
妙
品
に
帰
昌
世
、
能
品
に
顧
苓
、
顧
靄
吉
を
挙
げ
る
。
文
彭
に
関
し
て
は
、「
漢
人
、
元
人

の
神
髓
を
得
」
と
、
漢
印
と
円
朱
文
の
両
方
を
会
得
し
、「
俗
目
愈
い
よ
遠
ざ
か
り
、
古
道
愈
い
よ
深
く
」、
明
代
に
は
多
く

の
印
人
が
い
る
が
そ
の
右
に
出
る
者
は
お
ら
ず
、
趙
孟
頫
の
後
に
た
だ
一
人
存
在
す
る
逸
品
で
あ
る
と
説
く
。
次
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
蘇
宣
（
一
五
五
三
―
？
、
字
は
嘯
民
、
新
安
の
人
）
で
あ
る
。「
矩
を
軼
し
て
則
を
創
り
、
奇
に
似
て
正
た
る
」
と
、

規
を
脱
す
る
も
新
た
な
則
を
創
り
、
そ
の
作
は
奇
の
よ
う
に
見
え
て
も
実
の
と
こ
ろ
は
正
で
あ
り
、
神
品
に
掲
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
、
帰
昌
生
（
一
五
七
三
―
一
六
四
四
、
字
は
文
休
、
昆
山
人
）
は
「
典
雅
簡
潔
、
蒼
勁
秀
古
」
と
し
て
妙
品
に
、
顧
苓

（
一
六
〇
九
―
？
、
字
は
雲
美
、
呉
県
の
人
）、
顧
藹
吉
（
一
六
六
二
―
一
七
二
二
、
字
は
碗
先
、
号
は
天
山
、
呉
県
の
人
）
の
二
名

は
能
品
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
品
第
に
挙
が
る
印
人
の
う
ち
、
蘇
宣
は
新
安
（
安
徽
歙
県
）
の
人
で
は
あ
る
が
直
接
文
彭

に
印
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
帰
昌
生
・
顧
苓
・
顧
藹
吉
ら
は
文
彭
没
後
の
生
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
皆
な
蘇
州
出
身
で
あ
る

と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
文
彭
の
系
譜
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
品
等
に
お
い
て
、
通
常
は
明
代
篆
刻
の
第
二
位
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
何
震
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
は

特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
著
に
お
い
て
何
震
の
評
価
は
別
項
に
存
在
し
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

㉑ 

何
震
の
作
す
『
二
十
五
挙
』、
論
篆
、
論
隸
、
誤
る
者
比
比
た
り
。
篆
す
る
所
の
印
章
、
既
に
漢
の
摹
印
篆
に
合
わ

ざ
れ
ば
、
則
ち
三
橋
と
迥は

る

か
に
殊
に
す
。
又
た
（
史
）
籀
、（
李
）
斯
の
碑
帖
と
合
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
（
蘇
）
嘯
民
と
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懸
絶
す
。
乃
ち
残
欠
を
以
て
偽
古
と
為
す
。
名
は
（
文
）
三
橋
、（
蘇
）
嘯
民
、（
帰
）
文
休
、（
李
）
長
蘅
の
輩
と
並

重
さ
る
る
も
、
異
な
る
か
な
。

　

何
震
の
著
と
し
て
伝
わ
る
『
二
十
五
挙
』（
今
日
は
『
続
学
古
編
』
と
し
て
伝
わ
る
）
や
篆
書
論
や
隷
書
論
に
は
誤
り
が
多
く
、

刻
印
は
秦
漢
の
印
に
合
わ
ず
、
文
彭
と
は
大
き
く
異
な
る
と
い
い
、
ま
た
、
字
は
石
鼓
文
や
李
斯
の
文
字
に
合
わ
ず
、
蘇
宣

と
も
大
き
く
隔
た
り
が
あ
り
、
故
意
に
よ
る
欠
け
や
破
砕
（「
残
欠
」）
に
よ
っ
て
偽
り
の
古
さ
（「
偽
古
」）
を
演
出
し
、
そ
の

名
は
文
彭
・
蘇
宣
・
帰
昌
生
・
李
流
芳
と
並
び
称
さ
れ
て
は
い
る
が
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
神
品
・
妙

品
・
能
品
に
は
全
く
挙
が
ら
ず
評
価
が
著
し
く
低
い
点
は
、
他
の
記
述
に
比
べ
異
質
な
も
の
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
痛
烈
な

批
判
と
も
い
え
る
こ
の
よ
う
な
批
評
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
現
在
精
査
中
に
つ
き
、
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
末
清
初
期
の
印
論
に
は
、
文
彭
・
何
震
を
中
心
と
し
た
明
代
印
人
に
対
す
る
評
が
複
数
見
ら
れ
、
趙
孟

頫
や
文
彭
を
高
く
評
価
す
る
論
調
が
主
流
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
定
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
編
者
に
よ
っ
て
評
価
が
異

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
人
の
刻
印
は
伝
来
品
が
多
く
、
真
偽
の
問
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
何
震
は
、『
雪
漁
印
譜
』
四
巻
を
残
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
信
用
に
足
る
作
品
印
影
が
比
較
的
多
い
が
、
文
彭
の
刻
印
は
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
諸
説
あ
り
、
小
林
斗
盦
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

古
来
三
橋
の
刻
印
で
確
証
の
あ
る
作
品
は
至
っ
て
少
な
い
。
魏
稼
孫
の
『
書
印
人
伝
後
』
文
国
博
の
条
に
も
「
私
の
見

る
と
こ
ろ
の
三
橋
の
真
印
は
、
そ
の
落
款
印
の
二
印
の
み
。
桂
未
谷
も
文
氏
父
子
の
印
を
論
ず
る
時
、
書
蹟
の
落
款
印

を
根
拠
に
し
た
。
周
亮
工
は
三
橋
と
そ
れ
ほ
ど
年
代
が
隔
っ
て
い
な
い
の
に
、
遂
に
作
品
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
今
の
人
が
贋
作
を
大
切
に
し
て
い
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
」（
績
語
堂
題
跋
）と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
魏
稼
孫
が
言
う
落
款
印
と
は
、
図
一
〇
ａ
「
文
彭
之
印
」
及
び
ｂ
「
文
寿
承
印
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

周
亮
工
『
印
人
伝
』
の
「
書
文
国
博
印
章
後
」
に
は
、
次
の
一
文
が
見
え
る
。

㉒ 

為
る
所
の
印
流
伝
す
る
こ
と
甚
だ
多
き
も
、
今
皆
な
人
の
秘
玩
と
為
り
、
復
た
多
く
見
え
ず
。
亦
た
印
譜
無
き
に

由
る
な
り
。
印
は
国
博
に
至
る
も
、
尚
お
敢
え
て
譜
を
以
て
伝
え
ず
、
何
ぞ
今
日
の
譜
の
紛
紛
た
る
や
。
亦
た
自
ら

愧
づ
べ
し
。

ａ「
文
彭
之
印
」

図
一
〇

ｂ「
文
寿
承
印
」
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文
彭
の
刻
印
は
流
伝
が
甚
だ
多
い
が
、
今
で
は
人
の
秘
玩
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
多
く
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

は
印
譜
が
編
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
印
は
国
博
（
文
彭
）
に
至
っ
て
も
な
お
譜
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
な

ぜ
今
日
の
よ
う
に
譜
が
雑
多
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
も
自
ら
の
恥
じ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
文
意
で

あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
文
彭
が
印
譜
を
作
っ
て
残
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
印
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
亮
工
は
『
印
人
伝
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
印
を
数
多
く
収
集
し
た
印
癖
家
で
も
あ
っ

た
。「
頼
古
堂
印
譜
」
に
は
、
そ
の
自
用
印
七
百
余
顆
が
収
録
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
著
名
な
印
人
に
よ
る
刻
印
も
数
多
く
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
周
亮
工
で
あ
っ
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
文
彭
の
印
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
な
れ
ば
、
既

に
こ
の
時
期
に
お
い
て
文
彭
の
作
品
印
影
を
元
に
そ
の
印
風
を
評
す
る
こ
と
は
、
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
文
彭
の
印
譜
は
、
張
其
堅
が
『
三
橋
印
譜
』
二
巻
を
編
し
た
と
伝
わ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
乾
隆
四
四

年
（
一
七
七
九
年
）
に
厳
筠
軒
の
編
し
た
『
文
三
橋
印
譜
』
が
収
録
す
る
印
影
は
全
て
贋
作
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

清
代
に
入
る
と
、
文
彭
の
作
と
し
て
伝
来
す
る
「
痛
飲
読
離
騒
」（
図
一
一
ａ
）
を
摹
し
、
兪
庭
槐
が
「
痛
飲
読
離
騒
」

（
一
七
三
五
年
刻
、
図
一
一
ｂ
）
を
刻
し
、
側
款
に
「
倣
三
橋
居
士
篆
」
と
記
す
な
ど
、
文
彭
の
印
に
倣
っ
た
と
い
う
作
品
も

散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
前
述
の
と
お
り
、
当
時
か
ら
文
彭
の
作
品
資
料
は
乏
し
く
、
今
日
伝
来
す
る
文
彭
の
刻
印
の
多
く
は

贋
作
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
当
時
か
ら
文
彭
に
対
す
る
評
が
多
数
存
在
し
た
と
い
う
状
況
か
ら
考

え
る
と
、
古
く
か
ら
贋
作
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
流
布
し
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に

文
彭
の
評
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
沈
野
『
印
談
』
や
朱
簡
『
印
章
集
説
』
な
ど
、
文
彭
の
没
か
ら
時
を
隔
た
な
い
同
時
代

の
著
述
に
お
け
る
評
が
元
と
な
り
、
論
評
が
伝
承
さ
れ
形
骸
化
し
て
い
っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
論
評

の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
文
彭
を
篆
刻
史
の
第
一
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
今
日
の
篆
刻
史
観
は
、
明
末
清
初
期
の

印
論
に
お
い
て
著
さ
れ
た
文
彭
へ
の
高
評
価
が
そ
の
形
成
の
由
来
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

以
上
、
明
末
清
初
期
に
お
け
る
文
彭
に
対
す
る
評
は
、
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
主
流
で
は
あ
る
も
の
の
、
異
な
る
論
調
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
一
定
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
よ
り
印
譜
な
ど
の
作
品
資
料
は
乏
し
い
こ
と
か
ら
、

実
際
の
印
影
に
基
づ
か
ず
に
論
評
が
著
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
文
彭
に
対
す
る
評
価
は
、
実
作
そ
の

ａ 

伝
文
彭
「
痛
飲
読
離
騒
」

図
一
一　

ｂ 

兪
庭
槐
「
痛
飲
読
離
騒
」
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も
の
で
は
な
く
著
述
中
で
形
成
さ
れ
た
論
評
が
継
承
さ
れ
、ま
た
文
彭
の
社
会
的
な
地
位
に
対
す
る
評
価
な
ど
が
加
わ
っ
て
、

徐
々
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
篆
刻
史
観
が
形
成
さ
れ
る
上
で
印
章
・
篆
刻
に
関
す
る
著
述
（
理
論
）

が
元
と
な
っ
て
い
る
一
例
で
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。

　
　
　

第
二
章
　
明
末
清
初
期
の
印
論
に
見
え
る
技
法
・
風
格
論

　　

明
末
清
初
期
の
篆
刻
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
印
風
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
批
判
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
印
論
等
の
著
述
に

は
、
刻
印
の
技
法
・
風
格
を
述
べ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
逸
品
・
神
品
・
妙
品
・
能
品
な
ど
に
よ
っ
て
格
付
け
し
た
品
等
論

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
大
元
と
な
る
記
述
を
は
じ
め
に
挙
げ
た
い
。
吾
丘
衍
『
学
古
編
』
附
録 

所
収
の
「
摹
印
四
妙
」
で
あ
る
。

㉓ 

李
陽
冰
曰
く
、
摹
印
の
法
に
四
有
り
。
功わ

ざ

は
造
化
に
侔ひ

と

し
く
、
鬼
神
を
寘
受
す
、
之
を
神
と
謂
う
。
筆
画
の
外
、
微

妙
の
法
を
得
、
之
を
奇
と
謂
う
。
芸
は
一
に
精
に
し
て
、
規
矩
方
円
、
之
を
工
と
謂
う
。
繁
簡
相
参ま

じ

え
、
布
置
紊み

だ

れ

ず
、
之
を
巧
と
謂
う
。

　

内
容
は
、
摹
印
、
則
ち
繆
篆
の
風
格
を
「
神
」、「
奇
」、「
工
」、「
巧
」
に
格
付
け
し
て
述
べ
た
も
の
で
、
篆
書
に
つ
い
て

の
風
格
論
の
嚆
矢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
神
」
は
、
功
が
「
造
化
に
侔
し
く
、
鬼
神
を
寘
受
す
（
自
然
そ
の
も
の
で
、
霊
力
を
努
め
て
受
け
る
）」
も
の
で
あ
り
、
自

然
な
趣
を
重
ん
じ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
奇
」
は
、
筆
画
の
周
囲
に
「
微
妙
な
る
法
」
が
得
ら
れ
る
も
の
、「
工
」
は
、

技
が
精
一
で
あ
り
方
や
円
が
規
則
正
し
く
、「
巧
」
は
、
疎
密
が
交
わ
っ
て
点
画
の
配
置
が
整
斉
と
し
た
姿
を
指
し
て
い
る
。

冒
頭
に
「
李
陽
冰
曰
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
李
陽
冰
の
言
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
が
、
原
典
は
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
真

に
李
陽
冰
の
言
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
漠
然
と
し
た
表
現
が
目
立
ち
、
そ
の
内
容
は
具
体
性
に
欠
く
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
明
末
清
初
期
の
複
数
の
印
論
で
引
用
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
こ
れ
は
当
時
李
陽
冰

の
篆
書
が
尊
ば
れ
、そ
の
言
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
を
始
ま
り
と
し
て
、

明
末
清
初
期
の
印
論
等
の
著
述
に
見
え
る
技
法
・
風
格
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
て
検
証
し
た
い
。
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一
　
刻
印
に
ま
つ
わ
る
風
格
・
技
法
論

　

印
論
に
お
い
て
、
刻
印
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
記
述
は
草
創
期
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
多
く
は
、
孫
過
庭
『
書

譜
』
の
「
五
合
」「
五
乖
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、数
字
を
伴
っ
て
ま
と
め
称
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
代

表
的
な
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
。

　　

Ⅰ
．「
篆
之
害
三
」
― 

周
応
愿
『
印
説
』
除
害

㉔ 

凡
そ
篆
の
害
に
三
あ
り
。
聞
見
博
か
ら
ず
、
学
に
淵
源
無
き
は
、
一
の
害
な
り
。
偏
旁
点
画
、
湊
合
し
て
字
を
成
す

は
、
二
の
害
な
り
。
経
営
位
置
、
疏
密
匀
し
か
ら
ざ
る
は
、
三
の
害
な
り
。

　

運
筆
の
害
は
三
つ
あ
り
、
そ
の
一
は
、
見
聞
が
広
く
な
く
根
拠
と
す
る
も
の
が
無
い
こ
と
で
あ
り
、
篆
書
の
結
体
や
運
筆

の
背
景
に
古
典
の
法
が
窺
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
は
偏
旁
と
点
画
を
寄
せ
集
め
て
字
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

は
文
字
の
結
体
に
ま
と
ま
り
が
な
い
こ
と
指
す
だ
け
で
な
く
、
字
法
に
則
ら
ず
偏
と
旁
を
勝
手
に
組
み
合
わ
せ
、
誤
っ
た
篆

書
を
書
く
こ
と
を
指
す
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
三
は
布
置
構
成
に
お
い
て
、疎
密
の
組
み
合
わ
せ
が
悪
く
、

空
間
が
調
和
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
李
陽
冰
の
論
か
ら
一
歩
具
体
性
が
増
し
た
篆
書
論
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　　

Ⅱ
．「
刀
之
害
六
」
― 
周
応
愿
『
印
説
』
除
害

㉕ 

刀
の
害
に
六
あ
り
。
心
手
相
乖も

と

り
、
形
有
れ
ど
も
意
無
き
は
、
一
の
害
な
り
。
転
運
緊
苦
に
し
て
、
天
趣
流
れ
ざ
る

は
、
二
の
害
な
り
。
便
に
因
り
簡
に
就
き
、
顛
倒
し
て
苟か

り

に
完
わ
る
は
、
三
の
害
な
り
。
鋒
力
全
く
無
く
、
専
ら
工

致
を
求
む
る
は
、
四
の
害
な
り
。
意
骨
具
わ
る
と
雖
も
、
終
に
未
だ
俗
を
脱
せ
ざ
る
は
、
五
の
害
な
り
。
或
い
は
作

り
或
い
は
輟
め
、
自
ら
両
截
を
成
す
は
、
六
の
害
な
り
。

　
「
篆
之
害
三
」
に
続
い
て
記
さ
れ
、
運
刀
・
奏
刀
の
悪
い
状
態
を
六
つ
に
亘
っ
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
一
の
害
は
、「
心

手
相
乖
」、
す
な
わ
ち
心
と
手
が
離
れ
て
し
ま
い
、
形
が
あ
っ
て
も
意
が
な
く
、
二
の
害
は
、
運
刀
が
堅
苦
し
く
て
、
自
然
な

趣
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
三
の
害
は
、
便
を
取
っ
て
手
間
を
省
き
、
順
序
を
変
え
て
い
い
加
減
に
終
わ
る
こ
と
を
い
い
、
四
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の
害
は
、
刀
に
力
が
全
く
入
っ
て
お
ら
ず
、
精
工
ば
か
り
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
、
五
の
害
は
、
意
と
刀
を
備
え
な
が
ら
も
、

俗
を
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
い
い
、
六
の
害
は
、
刻
し
た
り
や
め
た
り
し
な
が
ら
刻
り
進
め
、
出
来
上
が
っ
た
後
に
そ

の
部
分
が
別
々
に
見
え
て
し
ま
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
運
刀
の
悪
い
状
態
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
あ
る
べ
き
姿
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
一
の
害
か
ら
は
「
意
」
が
有
る
べ
き
こ
と
、
二
の
害
か
ら
は
「
天

趣
」
が
備
わ
る
こ
と
、
四
の
害
か
ら
は
、
鋒
の
力
を
重
ん
じ
「
工
致
」
に
陥
ら
な
い
こ
と
、
五
の
害
か
ら
は
「
俗
」
を
脱
す

こ
と
、
六
の
害
か
ら
は
刻
し
始
め
た
ら
最
後
ま
で
一
気
に
刻
し
終
え
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

Ⅲ
．「
刀
法
有
三
」
― 

徐
上
達
『
印
法
参
同
』
刀
法
類 

総
論

㉖ 

刀
法
に
三
有
り
。
最
も
上
な
る
も
の
は
、
游
神
の
庭
な
り
。
之
に
次
ぐ
は
、
形
を
借
り
て
神
を
伝
う
。
最
も
下
な
る

も
の
は
、
徒
ら
に
其
の
形
を
象
る
の
み
。

　
「
游
神
之
庭
」
は
、
揚
雄
の
賦
に
見
ら
れ
る
句
で
、
精
神
を
游
ば
せ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
神こ

こ
ろを

遊
ば
せ

て
刀
を
走
ら
せ
る
も
の
は
最
上
で
あ
り
、
そ
の
次
に
「
借
形
伝
神
」、
形
を
伴
い
「
神
」
を
伝
え
る
も
の
を
良
し
と
し
、
単
に

形
を
か
た
ど
る
の
み
の
状
態
を
最
も
下
な
る
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
主
に
画
論
な
ど
に
見
ら
れ
る
伝
神
論
の

影
響
を
色
濃
く
受
け
た
記
述
で
あ
り
、
形
よ
り
も
神
を
重
ん
じ
る
思
想
を
篆
刻
に
当
て
は
め
て
説
い
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

Ⅳ
．「
五
病
」
― 

朱
簡
『
印
経（

（2
（

』

㉗ 

学
に
淵
源
無
く
、
偏
旁
湊
合
す
る
は
、
篆
の
病
な
り
。
運
筆
を
知
ら
ず
、
様
に
依
り
て
描
補
す
る
は
、
筆
の
病
な
り
。

転
折 

露
る
る
こ
と
峭
し
く
、
軽
重
宜
し
き
を
失
う
は
、
刀
の
病
な
り
。
工
を
専
ら
に
し
て
趣
に
乏
し
く
、
放
浪
し

て
形
を
脱
す
る
は
、
章
の
病
な
り
。
心
手
相
乖も

と

り
、
便
に
因
り
て
苟
し
く
完
わ
る
は
、
意
の
病
な
り
。
故
に
文
義
に

通
じ
ざ
れ
ば
刻
す
べ
か
ら
ず
、
篆
学
に
深
か
ら
ざ
れ
ば
刻
す
べ
か
ら
ず
、
筆 

心
に
信ま

か

せ
ざ
れ
ば
刻
す
べ
か
ら
ず
、
刀 

筆
に
信
せ
ざ
れ
ば
刻
す
べ
か
ら
ず
。
刻
す
べ
か
ら
ざ
る
有
る
も
漫
り
に
之
を
刻
さ
ば
、
則
ち
戻も

と

ら
ざ
る
も
の
有
る
無

き
な
り
。

　

篆
、
筆
、
刀
、
章
、
意
の
五
つ
の
避
け
る
べ
き
こ
と
を
「
病
」
と
し
て
挙
げ
る
。
篆
の
病
の
「
学
に
淵
源
無
く
、
偏
旁
湊
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合
す
る
」
は
、
前
掲
「
篆
之
害
三
」
の
一
害
と
二
害
の
記
述
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
影
響
が
窺
え
る
。
筆
の
病
の
「
運

筆
を
知
ら
ず
、
様
に
依
り
て
描
補
す
る
」
は
、
篆
書
の
筆
法
・
筆
意
を
知
ら
ず
、
見
様
見
真
似
で
形
を
描
き
補
う
こ
と
を
い

い
、
篆
書
の
筆
法
を
知
ら
ず
に
篆
書
を
書
く
こ
と
へ
の
戒
め
で
あ
る
。
刀
の
病
の
「
転
折 

露
る
こ
と
峭
し
く
、
軽
重 

宜
し

き
を
失
う
」
は
、
主
に
白
文
印
に
お
い
て
、
転
折
部
で
刀
を
強
く
入
れ
す
ぎ
て
角
張
っ
て
し
ま
い
、
転
折
部
に
備
わ
る
べ
き

筆
意
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
篆
書
に
お
け
る
転
折
は
、
吾
丘
衍
「
三
十
五
挙
」
で
「
口
は
円
に
す
べ

か
ら
ず
、
亦
た
方
に
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
円
す
ぎ
ず
角
張
り
す
ぎ
ず
、
程
良
い
丸
み
を
帯
び
る
の
が
佳
し
と
さ

れ
る（

（2
（

。
章
の
病
と
は
、
章
法
に
お
け
る
欠
陥
を
指
す
。
方
寸
に
文
字
を
収
め
る
こ
と
に
腐
心
し
て
工
致
に
傾
倒
し
、
文
字
本

来
の
持
つ
趣
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
意
の
病
は
、
心
と
手
が
合
致
せ
ず
に
い
い
か
げ
ん
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
、
意
味
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
篆
学
を
深
く
知
ら
ず
、
筆
が
心
の
思
い
の
ま
ま
に
進
ま
ず
、
刀
が
筆

の
思
い
の
ま
ま
に
進
ま
な
い
よ
う
な
場
合
は
刻
す
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
刻
し
た
な
ら
ば
そ
の
道
理
に
背

か
な
い
は
ず
が
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　　

Ⅴ
．「
円
勁
・
方
板
」
― 

馮
泌
『
東
里
子
論
印（

（2
（

』

㉘ 

夫
れ
古
印
は
樸
、
今
印
は
華
。
古
印
は
円
勁
、
今
印
は
方
板
。
古
印
に
有
意
无
意
在
る
も
、
今
印
は
則
ち
着
迹
す
る

こ
と
太は

な
は
だ甚

し
。
今
日
に
度わ

た

る
も
古
に
返
る
を
尽
く
し
、
…
…
樸
茂
を
時
華
の
中
に
存
し
、
円
勁
を
方
板
の
外
に
運
ぶ

こ
と
、
何
ぞ
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

　

古
印
と
今
印
を
対
比
さ
せ
た
内
容
で
あ
る
。
古
印
は
「
樸
」
で
「
円
勁
」
で
あ
り
、
今
印
は
「
華
」
で
「
方
板
」
で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
、
古
印
に
は
意
の
有
無
が
共
に
あ
る
が
、
今
印
は
形
を
作
ろ
う
と
す
る
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
戒
め
る
。
そ
し

て
、
今
日
に
在
っ
て
も
古
に
学
ぶ
こ
と
を
尽
く
し
て
、
華
や
か
さ
の
中
に
渾
樸
な
様
を
表
し
、
方
板
の
中
に
円
勁
も
用
い
た

な
ら
ば
、
ど
う
し
て
佳
し
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
馮
泌
の
い
う
、
古
印
の
「
円
勁
」、
今
印
の
「
方
板
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
印
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

ま
ず
、
古
印
の
「
円
勁
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
印
の
類
に
は
「
円
」
を
彷
彿
さ
せ
る
丸
み
は
な
く
、
趙
孟
頫
の
円
朱

　
ｂ
「
宋
献
之
印
」

図
一
二 　
呉
迥

ａ
「
聊
園
」

共に35％縮小

ｂ
「
質
公
」

ａ
「
范
景
文
印
」　

図
一
三　

 

胡
曰
従

共に50％縮小
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文
印
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
趙
孟
頫
の
円
朱
文
印
は
、
小
篆
を
基
調
と
し
て
曲
線
を
多
用
し
、
流
麗
な
趣
を
持
っ
た
朱
文
印

で
あ
り
、「
流
動
し
て
神
気
有
り
」、「
豊
神
流
動
」、「
堂
皇
」、「
点
画
流
利
」
な
ど
の
語
で
称
さ
れ
て
い
た
（
第
一
章 

二　

朱

文
印
及
び
趙
孟
頫
の
円
朱
文
に
対
す
る
認
識
と
評
価 

参
照
）。「
円
勁
」
は
、
趙
孟
頫
の
円
朱
文
印
の
よ
う
な
、
芯
の
強
い
曲
線

に
見
え
る
風
格
を
指
し
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
今
印
の
「
方
板
」
で
あ
る
が
、「
円
」
に
対
し
て
「
方
」
と
対
を
な
し
て
お
り
、
硬
く
、
角
張
っ
た
方
形
の
様
が
彷

彿
さ
れ
る
。「
板
」
は
、
明
末
期
の
印
論
に
お
い
て
画
論
の
概
念
を
受
容
し
、
印
の
平
板
・
単
調
な
姿
を
批
判
し
て
用
い
ら

れ
、「
板
」
の
他
に
「
板
執
」、「
死
板
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
る
審
美
用
語
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
明
末

清
初
期
の
篆
刻
を
眺
め
て
み
る
と
、「
方
板
」
と
思
し
き
印
は
朱
文
・
白
文
と
も
に
散
見
さ
れ
、
図
一
二
呉
迥
刻
の
ａ
「
聊

園
」・
ｂ
「
宋
献
之
印
」、
図
一
三 

胡
曰
従
刻
の
ａ
「
范
景
文
印
」・
ｂ
「
質
公
」、
ま
た
図
一
四 

鞠
履
厚
刻
の
ａ
「
埽
華
仙
」、

ｂ
「
艸
堂
書
一
架

径
竹
千
竿
」
な
ど
は
そ
の
類
と
見
ら
れ
、
朱
文
白
文
と
も
に
線
が
弱
々
し
く
無
機
質
で
単
調
な
作
風
と

い
え
る
。
明
末
清
初
期
の
印
論
等
の
文
献
に
お
い
て
、
印
の
風
格
に
生
命
感
や
活
力
が
重
ん
じ
ら
れ
、
平
板
・
単
調
な
印
風

を
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
は
全
体
的
な
風
潮
と
い
え
、
こ
の
記
述
は
そ
れ
が
よ
り
具
体
的
に
表
さ
れ
た
一
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

二
　
刻
印
の
品
等
論

　

次
に
刻
印
に
ま
つ
わ
る
品
等
論
を
挙
げ
て
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
い
。
初
め
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
周
応
愿
『
印
説
』
の

記
述
で
あ
る
。

㉙ 

手
に
信ま

か

せ
て
拈
来
し
、
頭
頭
是
れ
道
に
し
て
、
飛
天
仙
人
の
如
く
、
下
界
を
偶
游
す
る
者
は
、
逸
品
な
り
。
体 

諸

法
を
備
う
る
も
、
錯
綜
変
化
し
、
端
倪
す
べ
き
莫
く
、
生
龍
活
虎
の
如
く
、
捉
摸
の
定
ま
ら
ざ
る
者
は
、
神
品
な
り
。

法
に
非
ざ
れ
ば
行
わ
ず
、
奇
正
迭
運
し
、
斐
然
と
し
て
文
を
成
し
、
万
花
春
谷
の
如
く
、
燦
爛
と
し
て
目
を
奪
う
者

は
、
妙
品
な
り
。
短
を
去
り
て
長
を
集
め
、
力
め
て
古
法
を
追
い
、
自
ず
か
ら
専
家
足
り
て
、
範
金
琢
玉
の
如
く
、

各
お
の
良
器
を
成
す
者
は
、
能
品
な
り
。（
周
応
愿
『
印
説
』
大
綱
）

　

印
の
風
格
に
つ
い
て
、
逸
品
・
神
品
・
妙
品
・
能
品
の
四
つ
に
品
等
し
た
記
述
で
あ
る
。
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ｂ
「
艸
堂
書
一
架

径
竹
千
竿
」

図
一
四 　
鞠
履
厚

ａ
「
埽
華
仙
」

25％縮小

40％縮小
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手
に
従
っ
て
自
然
と
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
道
理
に
適
っ
て
お
り
、
空
を
飛
ぶ
仙
人
の
よ
う
に
下
界
を
自
由

気
ま
ま
に
遊
び
回
る
も
の
は
、「
逸
品
」
で
あ
る
。
形
に
法
が
備
わ
り
つ
つ
も
変
化
に
富
み
、
生
龍
活
虎
の
よ
う
に
推
測
で
き

な
い
も
の
は
、「
神
品
」
で
あ
る
。
法
に
則
さ
な
け
れ
ば
行
わ
ず
、
奇
と
正
が
入
れ
替
わ
り
生
じ
、
立
派
な
美
し
い
文
字
が
成

さ
れ（

（2
（

、
万
花
春
谷
の
草
木
の
よ
う
に
、
燦
爛
と
輝
い
て
目
を
奪
う
も
の
は
、「
妙
品
」
で
あ
る
。
欠
点
を
排
し
て
美
点
を
集

め
、
古
印
の
法
を
追
い
求
め
て
、
自
然
と
専
門
性
に
長
じ
、
型
を
に
よ
る
鋳
造
や
玉
の
細
工
の
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
が
良

く
で
き
て
い
る
も
の
は
、「
能
品
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
端
的
に
ま
と
め
れ
ば
、「
逸
品
」
は
自
然
で
あ
っ
て
あ
そ
び
が
あ
る
も
の
、「
神
品
」
は
法
に
叶
い
つ
つ
も
変
化

に
富
み
予
測
の
で
き
な
い
も
の
、「
妙
品
」
は
奇
と
正
を
織
り
交
ぜ
た
輝
き
を
放
つ
も
の
、「
能
品
」
は
技
巧
に
長
け
た
精
工

な
も
の
、
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
漠
然
と
し
た
表
現
か
ら
具
体
的
な
作
風
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
著
者
本

人
が
ど
の
よ
う
な
作
風
を
意
識
し
て
著
し
た
も
の
か
は
想
像
に
依
る
他
な
く
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
品
格
に
達
し
た
作
品
を
明

末
清
初
期
の
篆
刻
作
品
か
ら
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
こ
で
は
表
現
に
見
え
る
特
色
に
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
記
述
を
見
る
と
、
各
品
い
ず
れ
も
喩
え
に
よ
っ
て
風
格
を
説

い
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
逸
品
は
「
飛
天
仙
人
」、
神
品
は
「
生
龍
活
虎
」、
妙
品
は
「
万
花
春
谷
」、
能
品
は
「
範
金

琢
玉
」
で
あ
り
、
能
品
以
外
は
み
な
自
然
に
関
す
る
語
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
比
喩
は
書
論
に
お
い
て
度
々
散
見
さ
れ
る（

（2
（

。

『
論
語
』
の
典
故
表
現
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
の
本
質
は
、
具
体
的
に
印
の
品
格
を
論
じ
た
も
の
と
い
う
よ
り

は
、
書
論
等
の
表
現
や
経
書
の
典
故
に
用
い
て
印
の
品
格
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
統
な
学
識
の
裏
付
け
を
持
た
せ
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
印
の
「
神
」、「
妙
」、「
能
」
の
三
品
を
挙
げ
た
記
述
で
あ
る
。

㉚ 

印
の
佳
な
る
者
に
三
品
有
り
、
神
、
妙
、
能
な
り
。
然
る
に
軽
重
は
法
中
の
法
有
り
、
屈
伸
は
神
外
の
神
を
得
、
筆

未
だ
到
ら
ず
し
て
意
到
り
、
形
未
だ
存
せ
ず
し
て
神
の
存
す
る
は
、
印
の
神
品
な
り
。
宛
転
し
て
情
趣
を
得
、
稀

密
に
拘
束
無
く
、
増
減
は
六
文
に
合
し
、
那
譲
は
依
顧
有
り
、
雕
琢
を
加
え
ざ
る
は
、
印
の
妙
品
な
り
。
長
短
大
小

は
、
規
矩
方
圓
の
制
に
中あ

た

り
、
繁
簡
の
去
存
は
、
懶
散
局
促
の
失
無
く
、
清
雅
平
正
た
る
は
、
印
の
能
品
な
り
。
此

の
三
有
る
者
は
、
秦
漢
を
追
う
べ
し
。（
甘
暘
『
印
章
集
説
』）
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神
品
は
、
軽
重
や
屈
伸
が
と
も
に
法
に
適
っ
て
お
り
、
筆
が
お
ろ
そ
か
で
も
意
は
充
実
し
て
お
り
、
形
が
お
ろ
そ
か
で
も

「
神
」
が
備
わ
る
も
の
を
い
う
。
妙
品
は
、
曲
線
の
動
き
に
よ
っ
て
情
趣
が
あ
り
、
疎
密
が
あ
っ
て
増
減
（
点
画
の
延
伸
や
省

略
）
や
那
譲
（
空
間
を
融
通
し
て
章
法
の
調
和
を
図
る
こ
と
）
の
法
に
適
っ
て
お
り
、
細
工
し
て
飾
り
立
て
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
い
う
。
能
品
は
、
長
短
や
大
小
が
規
矩
に
則
し
て
い
て
、
動
き
に
ム
ラ
が
な
く
ま
と
ま
り
が
あ
り
、「
清
雅
平
正
」
で
あ

る
も
の
を
い
う
。「
増
減
」
は
字
法
の
知
識
を
要
す
る
篆
書
の
運
用
法
で
あ
り
、「
那
譲
」
は
分
間
布
白
に
配
慮
し
空
間
を
ま

と
め
る
際
に
必
要
な
章
法
の
要
訣
を
表
す
語
で
あ
り
、
よ
り
技
法
的
な
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

技
法
に
関
し
た
品
等
と
し
て
は
、
朱
簡
『
印
経
』
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

㉛ 

刀
法
な
る
者
は
、
筆
法
を
伝
う
所
以
な
り
。
刀
法
渾
融
し
、
迹
の
尋
ぬ
べ
き
無
き
は
、
神
品
な
り
。
筆
有
る
も
刀
無

き
は
、
妙
品
な
り
。
刀
有
る
も
筆
無
き
は
、
能
品
な
り
。
刀
筆
の
外
に
し
て
別
趣
有
る
は
、
逸
品
な
り
。
刀
鋒
有
り

て
鋸
牙
燕
尾
に
似
た
る
は
、
外
道
な
り
。
刀
鋒
無
く
元
よ
り
墨
猪
鉄
線
に
似
た
る
は
、
庸
工
な
り
。

　

刀
法
を
神
品
・
妙
品
・
能
品
・
逸
品
・
外
道
・
庸
工
に
分
け
て
述
べ
た
も
の
で
、
刀
と
筆
の
関
係
を
品
第
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

刀
法
と
は
、筆
法
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
刀
法
は
渾
融
し
て
い
て
、跡
が
残
さ
れ
て
い
な
く
て
も
そ
の
意
を
追
う
こ
と
の

で
き
る
も
の
は
「
神
品
」
で
あ
り
、
筆
意
が
あ
っ
て
刀
意
が
な
い
も
の
は
「
妙
品
」
で
あ
る
。
刀
意
が
あ
っ
て
筆
意
が
な
い

も
の
は
「
能
品
」
で
あ
る
。
刀
意
や
筆
意
の
他
に
別
の
意
趣
が
あ
る
も
の
は
「
逸
品
」
で
あ
る
。
刀
に
鋒
は
あ
る
が
、
鋸
の

歯
や
股
に
で
き
た
悪
瘡
の
よ
う
な
も
の
は
「
外
道
」
で
あ
る
。
刀
に
鋒
が
な
く
、
鉄
の
針
金
や
墨
猪
の
よ
う
な
も
の
は
「
庸

工
」
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
は
、
前
述
の
も
の
に
比
べ
て
よ
り
具
体
性
に
富
ん
で
お
り
、
内
容
か
ら
具
体
的
な
作
例
を
類
推
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
該
当
す
る
と
思
し
き
印
を
明
末
初
期
の
刻
印
か
ら
挙
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
神
品
の
「
刀
法
渾
融
、
無
迹
可
尋
」
に
当
た
る
も
の
は
、
汪
関
（
生
没
年
不
詳
、
字
は
尹
子
、
歙
県
の
人
）
の
図
一
五

ａ
「
周
秉
忠
印
」、
ｂ
「
殷
懋
新
印
」、
ま
た
『
学
山
堂
印
譜
』
所
収
の
図
一
六
ａ
「
少
無
適
俗
韻
」、
ｂ
「
学
山
鰥
叟
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
処
々
で
肥
痩
を
見
せ
、
転
折
や
点
画
の
交
わ
る
部
分
は
墨
溜
ま
り
の
よ
う
に
し
、
直
線
部
分
は
欠
け
て
い

る
が
点
画
が
途
切
れ
た
よ
う
に
は
見
え
ず
、
自
然
に
渾
融
し
た
よ
う
な
高
度
な
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
朱
簡
の
印
論
と

ａ「
周
秉
忠
印
」

ｂ「
殷
懋
新
印
」

図
一
五　
汪
関

ｂ「
学
山
鰥
叟
」

図
一
六

ａ「
少
無
適
俗
韻
」
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そ
の
刻
印
に
関
し
て
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
朱
簡
自
身
の
刻
印
と
は
系
統
の
異
な
る
作
風
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

次
に
「
鋸
牙
燕
尾
」
の
外
道
の
具
体
例
と
し
て
は
、
程
遠
「
曲
江
観
濤
」（
図
一
七
）
の
よ
う
な
印
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
線

の
片
側
が
ギ
ザ
ギ
ザ
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
単
刀
法
に
よ
る
刀
痕
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
止
刀
部
分
は
尖
っ
て
い
て
切
っ
先
が
抜

け
た
刀
痕
が
散
見
さ
れ
る
。
最
後
に
、
刀
に
鋒
の
な
い
「
墨
猪
鉄
線
」
の
ご
と
き
「
庸
工
」
で
あ
る
が
、『
学
山
堂
印
譜
』
収

録
の
「
鴬
留
華
下
立
鶴
引
水
辺
行
」（
図
一
八
）
な
ど
の
見
え
る
、
線
の
終
筆
部
を
故
意
に
太
く
し
蝌
蚪
文
（
図
一
九
）
な
ど

装
飾
文
字
の
片
鱗
が
あ
る
よ
う
な
も
の
が
、
こ
こ
で
い
う
「
墨
豬
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
鉄
線
」
は
、
図
一
四
ｂ
の

点
画
よ
う
な
、
筆
意
に
乏
し
い
無
機
質
な
線
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
不
自
然
で
小
細
工
と
い
う
べ
き
印
が
批

判
さ
れ
る
こ
と
は
、
至
極
当
然
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
刻
印
に
ま
つ
わ
る
風
格
論
、
技
法
論
、
品
等
論
を
俯
瞰
す
る
と
、
刻
印
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
た
記
述
は
抽
象
的

な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
り
、
中
に
は
理
想
論
と
思
え
る
ほ
ど
の
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
家

が
刻
印
の
品
格
や
正
統
を
盛
ん
に
論
じ
た
背
景
に
は
、
当
時
に
お
い
て
正
統
な
姿
か
ら
逸
脱
し
た
刻
印
が
世
に
広
ま
っ
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
著
し
た
記
述
が
、
周
亮
工
『
印
人
伝
』「
書
金
一
甫
印
譜

前
」
に
見
ら
れ
る
。

㉜ 

梁
溪
の
鄒
督
学
彦
吉
曰
く
、
今
の
人
帖
括
售
れ
ず
、
農
賈
験た

め

さ
ず
、
糊
口
す
る
所
無
く
、
而
れ
ど
も
又
た
声
詩
を

課こ
こ
ろみ
、
絵
事
を
作
す
こ
と
能
わ
ず
、
則
ち
印
章
に
托
し
て
以
て
之
を
業
と
為
す
者
十
に
し
て
九
あ
り
。
今
の
人 

古
書

帖
を
弁
し
、
周
秦
の
彝
鼎
を
識
る
こ
と
能
わ
ず
、
而
れ
ど
も
名
を
博
雅
に
列
さ
ん
と
思
い
、
則
ち
印
章
の
好
に
託
す

る
者
亦
た
十
に
し
て
九
あ
り
。
好
む
者
は
名
を
恃
み
、
而
し
て
之
を
習
う
者
は
糈か

て

を
恃
む
。
好
む
者
は
耳
食
を
以
て

し
、
而
し
て
習
う
者
は
目
論
を
以
て
す
。
一
丁
不
識
の
夫
を
し
て
、
象
玉
金

を
取
り
て
、
手
に
信
せ
て
切
り
割
か

し
め
、
又
た
一
丁
不
識
の
夫
を
し
て
櫝
し
て
之
を
蔵
さ
し
め
、
奉
り
て
天
宝
と
為
す
に
至
る
。
甚
だ
恨
む
べ
し
、
と
。

　

梁
溪
（
無
錫
）
督
学
の
鄒
彦
吉（

（2
（

の
言
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

今
の
人
は
、
科
挙
に
受
か
ら
ず
、
農
業
や
商
売
も
や
ら
な
い
の
で
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
音
楽
や

吟
詠
を
し
た
り
絵
を
画
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
印
章
を
生
業
と
す
る
者
が
十
人
の
う
ち
九
人
は
い
る
。
ま
た
、
古
え

の
書
物
を
弁
別
で
き
ず
、
周
秦
の
彝
鼎
な
ど
古
器
物
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
を
博
雅
に
連
ね
た
い

図
一
九　
蝌
蚪
文

図
一
七　
程
遠「
曲
江
観
濤
」

図
一
八　
「
鴬
留
華
下
立
鶴
引
水
辺
行
」
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と
思
い
、
印
章
の
愛
好
家
と
な
る
者
が
十
人
に
九
人
は
い
る
。
印
章
を
好
む
者
は
名
を
求
め
、
習
う
者
は
糧
を
求
め
て
た
よ

り
に
す
る
。
好
む
者
は
（
自
ら
学
ば
ず
）
人
の
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
、
習
う
者
は
浅
は
か
な
見
識
に
拠
っ

て
行
う
。
結
局
、
何
も
知
ら
な
い
よ
う
な
人
が
象
や
玉
や
金
や
珉
（
玉
に
似
た
美
石
）
を
手
に
任
せ
て
切
り
刻
み
、
ま
た
何

も
知
ら
な
い
人
が
箱
を
作
っ
て
こ
れ
を
収
蔵
し
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
宝
物
と
し
て
祭
り
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
誠
に
恨
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
篆
刻
に
ま
つ
わ
る
実
情
が
痛
烈
に
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
今
日
の
実
情
に
つ
な
が
る
所
も
少
な

か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
、
い
つ
の
世
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
あ
る
と
愁
歎
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
い
か

が
わ
し
い
自
称
篆
刻
家
が
跋
扈
し
、
ろ
く
で
も
な
い
印
が
蔓
延
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
戒
め
て
正
す
た
め
に
印
章
の

あ
る
べ
き
姿
が
盛
ん
に
説
か
れ
、
刻
印
の
品
格
や
正
統
に
つ
い
て
数
多
く
言
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
章
　
印
人
が
著
し
た
理
論
及
び
実
作
と
の
相
関

　

明
末
清
初
期
の
印
論
の
著
者
の
中
に
は
、
印
人
と
し
て
知
ら
れ
る
者
も
少
な
く
な
い
。
印
人
が
著
し
た
印
論
の
技
法
論
の

中
に
は
、
実
作
の
経
験
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
記
述
も
間
々
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
印
人
に
よ
る
印
論
を
中
心
と
し
て
、

特
徴
あ
る
思
想
の
見
ら
れ
る
記
述
を
抽
出
し
、
よ
り
実
作
に
関
連
の
あ
る
理
論
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　

一
　
筆
意
論　

　

明
末
清
初
期
の
印
論
に
は
、
筆
意
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
考
察
を
行
う
。

　

は
じ
め
に
挙
げ
る
の
は
、
周
応
愿
『
印
説
』
弁
物
の
記
述
で
あ
る
。

㉝ 

石
は
工
し
易
く
、
玉
は
工
し
難
し
。
玉
は
、
刀
の
入
る
能
わ
ず
、
須
ら
く
是
れ
碾
す
べ
し
。
碾
す
る
に
須
ら
く
是
れ

玉
人
を
も
っ
て
す
べ
く
、
玉
人
篆
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
往
往
に
し
て
筆
意
を
得
ず
、
古
法
頓
亡
し
、
反
っ
て
石
に
如

か
ざ
る
所
以
な
り
。
石
は
、
刀
入
り
易
く
、
展
舒
我
に
随
う
。
小
な
れ
ば
則
ち
指
力
、
大
な
れ
ば
則
ち
腕
力
、
惟
だ

其
の
之
く
所
、
如
意
な
ら
ざ
る
无
く
、
筆
陣
の
然
る
が
若
き
は
、
反
っ
て
玉
に
勝
る
所
以
な
り
。
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以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
石
は
刻
し
や
す
い
が
、
玉
は
硬
く
て
刻
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
玉
印
を
作
成
す
る
際

は
、
玉
人
（
玉
を
専
門
と
す
る
工
人
）
に
碾
（
彫
り
）
を
頼
む
必
要
が
あ
る
。
玉
人
は
文
字
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
往
々

に
し
て
筆
意
が
得
ら
れ
ず
、
古
法
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
石
印
よ
り
劣
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
石
は
、
刀
が
入
り
や
す

く
思
い
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
け
れ
ば
指
力
を
、
大
き
け
れ
ば
腕
力
を
用
い
て
、
筆
を
運
ぶ
よ
う
に
思
い
通

り
と
な
れ
ば
、
石
印
は
玉
印
に
勝
る
も
の
と
な
る
。

　

印
論
に
お
け
る
筆
意
を
重
視
す
る
記
述
は
、
こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
応
愿
の
刻
印
は
伝
わ
っ
て
お

ら
ず
、
実
際
に
印
を
刻
す
人
物
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
印
の
材
質
よ
り
も
印
が
ど
う
刻
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

点
に
価
値
を
置
い
て
お
り
、
篆
刻
の
芸
術
性
を
重
視
し
た
記
述
と
い
え
る
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
甘
暘
『
印
章
集
説
』
の
記
述
で
あ
る
。

㉞ 

碾
印
。
玉
、
瑪
瑙
、
水
晶
は
硬
く
刻
し
易
か
ら
ず
、
故
に
之
を
碾
す
。
且
つ
玉
人 

巧
と
雖
も
、
篆
文
を
知
ら
ず
、
落

墨 

精
を
至
す
も
、
筆
意
有
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
、
且
つ
転
折
結
構
は
、
俱
に
流
暢
た
ら
ず
、
刻
す
者
の
神
有
る
に

如
か
ず
。

　

こ
れ
は
㉝
を
概
ね
踏
襲
し
た
記
述
と
い
え
る
。容
易
に
刻
す
こ
と
の
で
き
な
い
材
と
し
て
玉
の
他
に
瑪
瑙
と
水
晶
も
挙
げ
、

工
人
に
よ
る
刻
は
筆
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、
転
折
や
結
構
で
は
点
画
の
流
暢
さ
が
失
わ
る
こ
と
を
挙
げ
、
刻
し
て
神
が

あ
る
も
の
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
総
じ
て
こ
の
記
述
で
は
、
佳
き
刻
印
の
要
素
と
し
て
「
筆
意
」
と
「
神
」
の
二

つ
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
印
人
と
し
て
知
ら
れ
る
金
一
甫
の
『
印
章
論
』
論
刀
法
の
記
述
で
あ
る
。

㉟ 

夫
れ
刀
法
は
筆
意
を
明
ら
か
に
す
る
を
貴
ぶ
。
蓋
し
運
刀
は
運
筆
の
如
く
、
意
筆
先
に
在
ら
ば
、
則
ち
心
手
相
応

じ
、
風
力
に
神
有
り
。
鋒
を
蔵
し
鍔
を
斂
む
れ
ば
、
則
ち
蒼
拙
円
勁
、
骨
格
高
古
に
し
て
、
更
に
姿
態
飛
揚
す
。
白

文
は
細
を
貴
び
、
硃
文
は
勁
を
貴
び
、
満
白
は
蒼
を
貴
ぶ
。
嫩
巧
滞
弱
し
、
意
を
用
い
て
破
砕
し
、
自
然
に
出
ざ
る

が
若
き
は
、
此
れ
皆
な
病
な
り
。（
金
一
甫
『
印
章
論
』
論
刀
法
）

　

金
一
甫
は
、
名
を
光
先
、
一
甫
は
字
、
安
徽
休
寧
の
人
。
生
没
は
不
詳
で
あ
る
が
、
印
譜
『
金
一
甫
印
選
』
に
は
万
暦
四
〇

年
（
一
六
一
二
年
）
自
序
が
見
ら
れ
、
明
末
清
初
期
の
印
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
論
に
お
い
て
は
、「
刀
法
は
筆
意
を
明

ｃ「
楽
志
艸
堂
図
書
」

図
二
〇　
金
一
甫

ａ「
王
穉
登
印
」

ｂ「
祝
世
禄
印
」
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ら
か
に
す
る
を
貴
ぶ
」
と
、
刀
法
に
お
い
て
筆
意
を
表
す
こ
と
の
重
要
性
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
を
運
ぶ
よ
う
に

刀
を
運
び
、
意
が
先
行
す
れ
ば
心
と
手
が
相
応
し
、
風
采
骨
力
に
は
神
が
生
じ
、
古
味
を
帯
び
つ
つ
芯
の
あ
る
強
い
線
が
織

り
成
さ
れ
、
骨
格
は
高
古
と
な
り
、
姿
態
は
飛
揚
す
る
、
と
い
う
。
ま
た
、「
白
文
は
細
を
貴
び
、
硃
文
は
勁
を
貴
ぶ
」
と
あ

り
、
そ
の
代
表
的
な
刻
印
の
作
風
を
見
る
と
、
白
文
は
図
二
〇
ａ
「
王
穉
登
印
」、
ｂ
「
祝
世
禄
印
」
な
ど
の
線
が
細
身
な
も

の
で
、
朱
文
は
ｃ
「
楽
志
艸
堂
図
書
」
な
ど
の
曲
線
が
多
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
述
べ
る
内
容
と
概
ね
合
致
す
る
こ
と
が

わ
か
り
、
金
一
甫
の
理
論
と
実
作
は
一
致
す
る
関
係
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
朱
簡
『
印
章
要
論
』
の
記
事
で
あ
る
。

㊱ 

吾
の
謂
う
所
の
刀
法
は
、
筆
の
起
有
り
伏
有
り
、
転
折
有
り
、
緩
急
有
る
が
如
き
は
、
各
お
の
筆
意
を
完
う
し
、
孟

浪
を
得
ず
。
雕
鋳
刻
画
の
、
鈍
を
以
て
古
と
為
し
、
砕
を
以
て
奇
と
為
す
の
刀
に
非
ざ
る
な
り
。

　

こ
れ
は
、「
各
お
の
筆
意
を
完
う
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
刀
法
が
筆
意
を
交
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ

て
い
る
。
筆
の
起
伏
、
転
折
、
緩
急
の
あ
る
も
の
は
、
筆
意
が
具
わ
っ
て
い
て
だ
ら
し
の
な
い
よ
う
な
所
が
な
い
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
鈍
い
趣
に
よ
っ
て
古
を
作
り
、
破
砕
に
よ
っ
て
奇
を
演
出
す
る
よ
う
な
刀
法
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ

は
刀
法
に
筆
意
を
応
用
す
る
理
念
を
端
的
に
述
べ
た
記
述
と
い
え
る
。

　

朱
簡
の
刻
印
は
、
図
二
一
ａ
「
鄒
迪
光
印
」、
ｂ
「
馮
夢
禎
印
」、
ｃ
「
孫
克
弘
印
」、
ｄ
「
開
之
」、
ｅ
「
王
穉
登
印
」
な

ど
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
刻
り
に
は
技
術
的
な
拙
さ
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
る
が
、
そ
の
論
の
通
り
、
線
に
抑
揚
や
張
り
が
あ

る
点
で
篆
書
書
法
の
筆
意
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
朱
文
印
の
線
で
は
、
送
筆
に
当
た
る
部
分
が
意
識
的
に
細
め

ら
れ
て
緩
急
が
表
れ
て
お
り
、
筆
意
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
作
品
は
、
趙
孟
頫
の
印
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
小
篆
の
曲
線
美
を
活
か
し
た
「
円
朱
文
」
の
風
趣
を
元
に

し
つ
つ
、
そ
こ
に
筆
意
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
点
画
の
活
力
が
さ
ら
に
増
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

概
念
的
に
も
技
法
的
に
も
一
段
進
歩
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
刀
意
と
筆
意
の
合
致
を
理
念
と
す
る
筆
意
論
は
、
明
末
清
初
期
の
著
述
に
散
見
さ
れ
、
朱
簡
の
印
論
お

よ
び
刻
印
に
お
い
て
そ
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
筆
意
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
書
・
画
論
に
お
い

て
も
当
然
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
刻
印
に
書
の
筆
意
を
活
か
し
、
自
然
な
奏
刀
に
よ
っ
て
筆
意
が
表
さ

ｅ「
王
穉
登
印
」

図
二
一　
朱
簡

ａ「
鄒
迪
光
印
」

ｂ「
馮
夢
禎
印
」

ｃ「
孫
克
弘
印
」　

ｄ「
開
之
」

50％縮小

50％縮小

40％縮小

50％縮小
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れ
た
作
風
を
高
く
評
価
す
る
こ
の
「
筆
意
論
」
は
、
印
論
な
ら
で
は
の
思
想
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
形
成
は
、

実
作
に
お
け
る
試
行
錯
誤
の
上
に
明
文
化
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
実
作
に
影
響
を
与
え
、
と
相
互
作
用
す
る
中
で
進
展

し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
は
、
後
の
清
代
後
期
に
至
っ
て
鄧
石
如
が
現
れ
、「
印
従
書
出
」
な
ど
の
理
念
に
よ
っ
て
筆
意
を
活
か
し

た
印
が
多
く
刻
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
考
察
範
囲
と
す
る
明
末
清
初
期
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　

二
　
陳
錬
の
理
論
と
実
作

　

篆
刻
が
明
末
清
初
期
の
黎
明
期
か
ら
清
中
期
以
降
の
発
展
期
に
い
た
る
間
の
過
渡
的
な
存
在
と
し
て
、
陳
錬
（
一
七
三
〇

―
一
七
七
八
）
の
理
論
と
実
作
を
挙
げ
た
い
。

　

陳
錬
は
、
明
の
朱
簡
の
作
品
・
理
論
を
と
も
に
学
び
、
そ
れ
を
基
に
持
論
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
。
陳
錬
、
字
は
在
専
、

号
は
西
葊
、
錬
玉
道
人
。
福
建
日
安
の
人
で
、
華
亭
に
流
寓
し
た
。
詩
を
よ
く
し
、
懐
素
を
学
ん
で
書
に
も
工
み
で
あ
っ
た
。

篆
刻
は
若
年
に
朱
簡
の
印
譜
を
得
て
そ
の
教
え
を
師
と
し
た
。
ま
た
、後
に
『
飛
鴻
堂
印
譜
』
を
撰
し
た
汪
啓
淑
（
一
七
二
八

―
一
八
〇
〇
）
と
交
流
を
持
ち
、
汪
氏
所
蔵
の
秦
漢
銅
印
数
千
鈕
を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
著
に
『
秋
水
園
印
譜
』
六
巻
、

『
超
然
楼
印
賞
』
四
巻
、『
属
雲
楼
印
譜
』
四
巻
、『
印
説
』、『
印
言
』、『
適
安
堂
詩
鈔
』
が
あ
る
。『
印
言
』
は
楊
士
修
『
印

母
』
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
り（

（3
（

、『
印
説
』
は
『
秋
水
園
印
譜
』（
一
七
六
〇
年
刊
）
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
印
論
で
あ
る
。

汪
啓
淑
は
、『
続
印
人
伝
』
で
陳
錬
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

㊲ 

則
ち
且
く
捜
を
窮
め
て
博
く
采
り
、
冥
思
黙
会
し
、
之
を
心
に
得
て
而
る
に
之
を
手
に
応
じ
、
其
の
象
を
遺す

て
て
其

の
神
を
追
う
。
是
に
於
い
て
篆
法
刀
法
は
遂
に
直
ち
に
古
に
造い

た

り
て
一
格
に
拘
わ
れ
ず
。

　

篆
刻
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
く
ま
な
く
捜
し
求
め
て
広
く
取
り
入
れ
、
深
く
考
え
て
向
き
合
い
、
心
に
会
得
し
そ
れ

を
手
に
よ
っ
て
現
し
、
造
形
に
と
ら
わ
れ
ず
そ
の
神
髄
を
追
っ
た
の
で
、
篆
法
と
刀
法
は
遂
に
古
の
極
意
に
達
し
て
、
一
つ

の
格
式
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
著
で
あ
る
『
印
説
』
に
は
、
書
論
の
概
念
に
基
づ
く
論
述
な
ど
が
散
見
さ
れ
、
個
性
的
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
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特
筆
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
順
に
挙
げ
て
検
証
し
た
い
。

ま
ず
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

㊳ 

凡
そ
人
筆
の
気
、
各
お
の
天
性
よ
り
出
づ
。
或
い
は
筆
の
軽
秀
を
出
だ
し
、
或
い
は
筆
の
渾
厚
を
出
だ
す
は
、
各
お

の
其
の
人
の
如
く
、
種
種
一
な
ら
ず
。
但
だ
能
く
情
趣
を
得
れ
ば
、
都み

な
佳
品
を
成
す
な
り
。
惟
だ
俗
に
し
て
韻
な

ら
ざ
る
の
み
の
者
は
、
龍
を
雕
し
鳳
を
鋳
す
と
雖
も
、
亦
た
観
る
に
足
る
無
し
。（
陳
錬
『
印
説
』）

　

各
人
の
書
く
文
字
に
宿
る
気
は
、
天
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
軽
秀
あ
り
、
渾
厚
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
そ
の
様

相
は
み
な
異
な
る
。
し
か
し
、
情
や
趣
を
よ
く
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
佳
い
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
単
に
俗
で
風
韻

の
な
い
書
は
、
た
と
え
龍
や
鳳
な
ど
の
立
派
な
も
の
を
題
材
に
用
い
た
と
し
て
も
、
見
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
天
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
佳
い
字
を
書
く
前
提
条
件
と
し
て
「
情
」
や
「
趣
」
を
得

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、「
俗
」
で
「
不
韻
（
韻
の
な
い
）」
も
の
は
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
前
述
の
㉚
甘
暘
『
印
品
』
の
神
・
妙
・
能
の
三
品
に
よ
る
品
等
論
を
引
用
し
た
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

㊴ 
少
き
士
人
の
気
は
、
亦
た
能
事
に
非
ず
。
惟
だ
胸
中
に
書
有
り
、
眼
底
に
物
無
く
、
筆
墨
の
間
另
に
一
種
の
別
致

有
る
は
、
是
れ
逸
品
た
り
。
此
れ
則
ち
其
の
人
に
存
し
、
功
力
の
能
く
致
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
昔
人 

逸
品
を
以
て

神
品
の
上
に
置
く
な
り
。

　

若
い
人
士
の
気
と
い
う
も
の
は
、
能
事
（
特
別
に
秀
で
た
技
）
の
類
で
は
な
く
、
脳
裏
に
書
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
眼
前

に
参
考
と
す
る
よ
う
な
も
の
が
何
も
な
く
、
筆
墨
に
一
風
変
わ
っ
た
趣
が
表
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
逸
品
で
あ
る
と
説
く
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
の
人
自
身
に
在
る
も
の
で
あ
っ
て
、
功
力
（
培
っ
た
造
詣
や
技
能
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
述
べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
昔
の
人
は
逸
品
を
神
品
の
上
に
置
い
た
と
言
う
。
こ
れ
は
、
暗
に
自
ら
提
示
し
た
「
逸
品
」

を
甘
暘
の
述
べ
た
品
等
の
上
に
置
く
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

甘
暘
の
品
等
論
に
お
け
る
神
品
と
は
、「
筆
未
だ
到
ず
し
て
意
到
り
、
形
未
だ
存
せ
ず
し
て
神
の
存
す
る
（
筆
が
お
ろ
そ

か
で
も
意
は
充
実
し
、
形
に
不
備
が
あ
ろ
う
と
「
神
」
の
あ
る
）」
も
の
で
あ
る
。
陳
錬
の
「
逸
品
」
は
、
前
述
の
と
お
り
「
惟

だ
胸
中
に
書
有
り
、
眼
底
に
物
無
く
、
筆
墨
の
間
に
一
種
の
別
致
有
る
（
脳
裏
に
書
が
あ
り
、
何
か
を
参
考
と
せ
ず
、
筆
墨
の
間

に
一
風
変
わ
っ
た
趣
が
表
れ
る
）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
甘
暘
の
神
品
に
比
べ
、
陳
錬
の
逸
品
は
よ
り
実
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
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即
し
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
陳
錬
『
印
説
』
に
は
、
文
彭
の
言
と
し
て
載
せ
る
一
文
が
見
え
る
。

㊵ 

朱
文
を
刻
す
は
須
ら
く
流
利
た
り
て
、
春
花
舞
風
の
如
く
せ
し
む
る
べ
し
。
白
文
を
刻
す
は
須
ら
く
沉
凝
た
り
て
、

寒
山
積
雪
の
如
く
せ
し
む
る
べ
し
。
落
手
す
る
処
は
大
胆
を
要
し
、
壮
士
の
舞
剣
す
る
が
如
く
せ
し
め
、
収
拾
す
る

処
は
小
心
を
要
し
、
美
女
の
拈
針
す
る
が
如
く
せ
し
む
。
此
れ
文
博
士
の
語
な
り
。
最
も
当
に
玩
味
す
べ
し
。

　
「
文
博
士
の
語
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
で
は
文
彭
の
残
し
た
著
述
に
は
見
当
た
ら
ず
、
周
応
愿
『
印
説
』
衆
目
の
一

部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
周
応
愿
『
印
説
』
に
お
い
て
は
、
文
彭
の
言
の
引
用
と
し
て
で
は
な
く
、
地
の
文
の
一
部
と
し

て
記
さ
れ
て
お
り
、
周
応
愿
の
著
述
の
一
部
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
周
応
愿
と
文
彭
に
元
か
ら
関
わ
り
が
あ
り
、
周

応
愿
が
文
彭
の
刻
印
理
論
を
見
聞
し
、
後
に
文
章
化
し
た
と
い
う
可
能
性
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
周
応
愿
の

述
と
見
な
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
周
応
愿
『
印
説
』
に
見
え
る
こ
の
記
述
は
、
陳
錬
以
前
の
印
論
に
は
見
ら
れ
ず
、
周
応

愿
『
印
説
』
以
降
、
陳
錬
が
初
め
て
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
前
半
で
朱
文
と
白
文
の
あ
る
べ
き
風
趣
を
述
べ
、
後
半
で
刻
印
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

朱
文
は
春
花
が
風
に
舞
う
よ
う
流
麗
に
、
白
文
は
寒
山
に
積
も
る
雪
の
よ
う
沈
重
に
刻
す
べ
き
で
あ
り
、
起
筆
・
入
刀
部
分

は
壮
士
が
剣
舞
す
る
よ
う
大
胆
に
、
終
筆
・
止
刀
部
分
は
美
女
が
縫
い
物
の
際
に
針
を
つ
ま
む
よ
う
に
慎
重
に
刻
す
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
流
利
」
と
「
沉
凝
」、「
大
胆
」
と
「
小
心
」、
ど
ち
ら
も
対
と
な
る
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

特
に
後
半
の
入
刀
・
止
刀
の
対
句
の
表
現
は
、
後
の
清
代
中
期
の
黄
易
（
一
七
四
四
―
一
八
〇
二
）
が
述
べ
た
「
小
心
落
墨
、

大
胆
奏
刀
」
論
に
構
造
が
近
い
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
黄
易
の
論
と
比
較
し
関
連
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
い
。
黄
易
の
論
は
、
阮
元
『
小
滄
浪
筆
談
』

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊶ 

小
松
は
丁
敬
身
の
高
弟
為
り
。
篆
隷
鉄
筆
は
実
に
過
藍
の
誉
有
り
。
嘗
て
謂
う
、刻
印
の
法
は
当
に
漢
人
を
以
て
宗

と
為
す
べ
し
。
金
石
の
精
華
を
萃
め
、
以
て
其
の
結
構
を
佐た

す

く
れ
ば
、
生
動
を
求
め
ず
し
て
自
然
と
生
動
す
、
と
。

又
た
謂
う
、
小
心
落
墨
、
大
胆
奏
刀
、
二
語
は
刻
印
の
三
昧
と
為
す
べ
し
、
と（

（3
（

。

　

黄
易
は
印
論
等
の
著
述
を
残
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
彼
の
印
に
対
す
る
論
が
残
さ
れ
た
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
。
周
応
愿
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と
黄
易
の
論
を
項
目
に
分
け
て
表
に
し
て
比
較
す
る
と
、
周
応
愿
の
説
は
ど
ち
ら
も
印
の
刻
り
方
に
つ
い
て
の
延
べ
た
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
黄
易
の
論
は
「
奏
刀
（
刻
印
）」
と
「
落
墨
（
印
稿
・
布
字
）」
と
い
う
別
の
工
程
を
挙
げ
て
述
べ
る
と

い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
大
胆
」
と
「
小
心
」
に
よ
る
対
比
の
構
造
は
共
通
し
て
い
る
。『
印
説
』
の
刊
行
は
乾
隆
二
五

年
（
一
七
六
〇
年
）
で
あ
る
も
の
の
、
黄
易
の
論
は
時
期
を
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
先
を
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
こ
の
共
通
性
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
㊵
の
記
述
が
文
彭
の
言
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
印
説
』
の
記
述
を
見
た
黄
易
が
、
文
彭
の
言
と
認
識
し
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
は
清
初
期
の
印
人
の
刻
印
に
対
す
る
認
識
が
著
さ
れ
て
お

り
、
実
作
経
験
に
基
づ
い
た
、
制
作
者
な
ら
で
は
の
理
論
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
陳
錬
の
刻
印
の
作
風
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
陳
錬
の
印
に
は
、
図
二
二
ａ
「
春
星
帯
艸
堂
」、
ｂ
「
霜
気

横
秋
」、
ｃ
「
幽
西
楽
聖
時
」、
ｄ
「
有
無
中
遥
山
色
」
に
見
え
る
よ
う
、
丁
敬
・
黄
易
ら
「
浙
派
」
に
近
い
印
風
が
見
ら
れ

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
元
来
、
陳
錬
は
浙
派
の
印
人
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
丁
敬
や
黄
易
と
陳
錬
は
同

時
代
の
人
で
あ
り
、
管
見
で
は
陳
錬
が
浙
派
印
人
と
直
接
交
流
し
た
と
い
う
記
録
を
見
な
い
が
、
陳
錬
が
居
住
し
た
華
亭
は

上
海
近
郊
に
位
置
し
、
浙
派
の
本
拠
地
で
あ
る
杭
州
と
は
地
理
的
に
も
離
れ
て
お
ら
ず
、
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
受
け
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
汪
啓
淑
が
「
古
に
造い

た

り
て
一
格
に
拘
わ
れ
ず
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
浙
派
風
の
印
だ

け
で
な
く
、
曲
線
を
基
調
と
し
た 

図
二
三
ａ
「
真
率
少
許
」、
ｂ
「
一
片
湖
山
錦
繡
中
」
や
、
空
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
細
朱

文
で
あ
る 

図
二
四
ａ
「
桑
竹
垂
餘
蔭
」、
ｂ
「
摩
婆
鐘
鼎
」
な
ど
も
見
え
、
作
風
に
多
様
性
の
あ
る
印
人
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

以
上
よ
り
、
陳
錬
の
印
論
や
作
品
は
、
明
末
清
初
期
か
ら
清
中
晩
期
へ
と
篆
刻
の
実
作
と
理
論
が
進
展
す
る
中
で
、
特
色

大　

胆

小　

心

周
応
愿

　

落
手
（
起
筆
・
入
刀
部
）
　

収
拾
（
終
筆
・
止
刀
部
）

黄　

易

　

奏
刀
（
刻
印
）

　

落
墨
（
印
稿
・
布
字
）

図
二
二

ａ「
春
星
帯
艸
堂
」　

ｂ「
霜
気
横
秋
」

ｃ「
幽
西
楽
聖
時
」

ｄ「
有
無
中
遥
山
色
」15％縮小

図
二
三

ａ「
真
率
少
許
」

ｂ「
一
片
湖
山
錦
繡
中
」30％縮小

図
二
四

ａ「
桑
竹
垂
餘
蔭
」45％縮小

ｂ
「
摩
婆
鐘
鼎
」
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の
有
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
清
中
期
以
降
、
印
論
の
多
く
は
明
末
清
初
期
の
印
論
を
多
数
引
用
し
て
構
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
陳
錬
の
印
論
は
そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
主
張
の
多
い
特
異
な
存
在
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実

作
の
面
で
は
、
浙
派
の
作
風
に
倣
っ
た
と
思
し
き
印
風
の
他
、
様
々
な
作
風
を
試
行
し
た
こ
と
が
窺
え
、
実
作
と
論
述
を
共

に
行
っ
た
独
特
な
人
物
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

明
末
清
初
期
の
印
論
を
中
心
と
し
た
文
献
著
述
に
み
え
る
理
論
・
言
説
と
、
同
時
期
の
篆
刻
作
品
の
作
風
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
篆
刻
芸
術
に
お
い
て
理
論
が
実
作
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
い
か
な
る
も
の
か
、
考
察
を
試
み
た
。

　

第
一
章
で
は
、
篆
刻
芸
術
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
認
識
・
思
想
を
三
つ
挙
げ
、
分
析
を
行
っ
た
。

　
「
漢
印
を
最
上
と
し
た
印
章
史
観
」
の
節
で
は
、
最
古
の
印
論
で
あ
る
吾
丘
衍
「
三
十
五
挙
」
の
記
述
を
足
掛
か
り
と
し

て
、
明
末
清
初
期
の
印
論
の
記
述
を
分
析
し
た
結
果
、
漢
印
を
高
く
評
価
し
唐
代
以
降
の
朱
文
に
よ
る
官
印
を
批
判
す
る
と

い
う
、
従
来
の
印
章
史
観
の
形
成
の
過
程
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
「
朱
文
印
及
び
趙
孟
頫
の
円
朱
文
に
対
す
る
認
識
と
評
価
」
の
節
で
は
、
趙
孟
頫
に
対
す
る
歴
代
印
論
の
評
語
を
抽
出
し
、

趙
孟
頫
の
円
朱
文
の
評
価
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
趙
孟
頫
の
朱
文
印
に
対
す
る
評
価
は
、
明
代
印
人
へ

の
評
価
に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
「
明
代
印
人
に
対
す
る
評
価
の
形
成
」
の
節
で
は
、文
彭
を
始
め
と
す
る
明
代
印
人
に
対
す
る
評
価
の
記
述
を
抽
出
し
分
析

を
行
っ
た
。
文
彭
の
没
か
ら
あ
ま
り
時
を
隔
た
な
い
明
末
清
初
の
記
述
の
う
ち
、
文
彭
に
対
す
る
評
価
に
賛
否
両
論
が
存
在

し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
主
に
以
下
の
三
つ
に
類
別
さ
れ
た
。

（
１
）
漢
印
を
至
上
と
し
、
明
の
文
彭
は
漢
印
の
風
趣
を
復
古
し
た
最
初
の
偉
大
な
人
物
で
あ
る
。

（
２
）
漢
以
降
、
元
の
趙
孟
頫
が
印
を
善
く
し
、
明
代
に
至
っ
て
文
彭
は
漢
と
元
の
両
方
の
真
髄
を
得
た
。

（
３
）
文
彭
は
、
努
め
て
古
を
追
い
求
め
た
が
、
習
気
を
脱
す
る
こ
と
は
適
わ
ず
、
至
ら
な
い
所
も
あ
っ
た
。

　

今
日
、文
彭
は
、篆
刻
史
に
お
い
て
そ
の
嚆
矢
と
し
て
ま
ず
初
め
に
挙
げ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、明
末
清
初
期
に
お
い
て
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そ
の
評
価
は
別
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
伝
来
の
文
彭
の
作
品
に
は
真
偽
の
不
確
か
な
も
の
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
っ

て
、
今
日
の
文
彭
に
対
す
る
評
価
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
と
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
印
論
中
に
見
え
る
風
格
論
・
技
法
論
・
品
等
論
を
抽
出
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
印
が
評
価
や
批
判
の
対
象
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
、
同
時
代
中
の
刻
印
の
中
か
ら
記
述
の
内

容
に
該
当
す
る
も
の
を
挙
げ
て
解
釈
を
試
み
た
。
そ
の
評
価
の
基
準
は
、
白
文
は
漢
印
の
風
格
を
第
一
と
し
た
渾
厚
で
古
樸

な
作
風
が
評
価
さ
れ
、
朱
文
は
元
の
朱
文
印
の
持
つ
流
麗
で
活
力
の
あ
る
「
流
動
」
し
た
姿
が
佳
し
と
さ
れ
、
総
じ
て
「
神
」

の
あ
る
も
の
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
刻
印
か
ら
そ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
も
の
は
殆
ど

挙
げ
ら
れ
ず
、
逆
に
、「
板
」
や
「
方
板
」
と
称
さ
れ
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
平
板
で
単
調
な
作
風
は
、
多
数
挙
げ
ら
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
論
が
多
数
著
さ
れ
た
背
景
に
は
、
鄒
迪
光
の
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
刻
印
が
本

来
の
正
統
か
ら
離
れ
、
必
要
な
学
識
を
持
た
ず
い
た
ず
ら
に
印
を
刻
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
こ
と
が
社
会
に
広
く
蔓
延
し

て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

　

第
三
章
で
は
、
印
人
の
著
し
た
印
論
と
実
作
に
焦
点
を
当
て
、
印
論
に
見
え
る
筆
意
論
を
取
り
上
げ
た
。

　

筆
意
論
は
、
朱
簡
の
印
論
に
端
を
発
し
、
後
に
複
数
の
印
論
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
朱
簡
の
印
論
と
作
品
を
分

析
し
た
結
果
、
朱
簡
は
実
作
に
お
い
て
自
ら
が
提
唱
し
た
筆
意
論
を
実
践
し
た
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
印
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
筆
意
論
を
伴
っ
て
制
作
さ
れ
た
朱
簡
の
刻
印
は
、
元
の
円
朱
文
の
風
趣
を
元
に
し
つ
つ
、
そ
こ
に
筆
意
が
加
わ
る
こ

と
で
点
画
の
活
力
が
さ
ら
に
増
し
、
概
念
的
に
も
技
法
的
に
も
一
段
進
歩
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
い
で
、
陳
錬
の
印
論
と
実
作
に
着
目
し
、
そ
の
著
で
あ
る
『
印
説
』
に
見
え
る
個
性
あ
る
主
張
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
。
甘
暘
『
印
章
集
説
』
に
見
え
る
「
神
品
」、「
妙
品
」、「
能
品
」
の
品
等
を
引
い
て
、
そ
こ
に
持
論
を
述
べ
て
「
逸
品
」

と
し
て
付
け
加
え
た
こ
と
は
、
既
存
の
品
等
を
用
い
る
も
、
そ
の
最
上
位
に
持
論
を
加
え
る
と
い
う
大
胆
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
論
中
に
見
え
る
、
文
彭
の
語
と
し
て
採
録
し
た
句
は
他
書
で
の
引
用
を
見
ず
、
そ
の
出
典
は
周
応
愿
『
印
説
』
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
大
胆
」
と
「
小
心
」
は
、
同
時
代
の
印
人
で
あ
る
黄
易
が
述
べ
た
刻
印
の

要
訣
「
小
心
落
墨
、
大
胆
奏
刀
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
構
造
や
語
句
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。

　

明
末
清
初
期
の
印
論
に
見
え
る
漢
印
・
趙
孟
頫
・
文
彭
を
中
心
と
し
た
明
代
印
人
に
対
す
る
評
価
の
形
成
は
、
今
日
に
至
っ
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て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
基
本
的
な
印
章
・
篆
刻
史
観
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
期
の
印
論
に
見
え
る
刻
印
の
品
格
・

正
統
論
は
、
概
し
て
漢
印
・
趙
孟
頫
・
文
彭
に
対
す
る
評
価
の
上
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
印
人
の
残
し
た

印
論
と
実
作
の
分
析
か
ら
は
、
理
論
と
作
風
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、
印
人
が
実
作
を
元
に
理
論
を
構
築
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

篆
刻
に
お
け
る
実
作
と
関
わ
り
の
あ
る
理
論
の
特
性
を
整
理
す
る
と
、概
ね
以
下
の
三
つ
の
特
色
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
大
元
と
な
る
価
値
基
準
の
形
成

　

元
の
吾
丘
衍
『
学
古
編
』
に
見
え
る
漢
印
へ
の
評
価
が
元
と
な
り
、
古
印
の
持
つ
古
樸
な
趣
が
刻
印
の
目
指
す
基
本
的
な

風
格
と
な
り
、
朱
文
印
に
つ
い
て
は
、
宋
の
米
芾
の
『
書
史
』
の
論
述
や
趙
孟
頫
の
刻
印
の
実
践
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
を
土

台
と
し
て
評
価
基
準
が
形
成
さ
れ
た
。

（
２
）
社
会
へ
の
訓
戒

　

明
末
の
文
彭
に
至
り
、
篆
刻
が
流
行
し
て
様
々
な
印
人
が
現
れ
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
か
ら
逸
脱
し
た
印
が
蔓
延
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
訓
戒
と
し
て
品
格
や
正
統
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
。

（
３
）
印
人
の
実
践
理
論

　
（
１
）、（
２
）
を
元
に
し
て
、
一
部
の
印
人
が
理
論
を
構
築
し
て
そ
れ
を
自
ら
実
践
し
、
世
に
著
し
た
も
の
。
朱
簡
の
「
筆

意
論
」
は
篆
書
書
法
を
刻
印
に
応
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
陳
錬
の
「
逸
品
」
は
書
の
一
般
論
を
刻
印
に
当
て
は
め
て
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

刻
印
に
関
す
る
著
述
が
ど
う
の
よ
う
に
し
て
著
さ
れ
、
実
作
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
書
道
史
研
究
上
ま
だ
殆
ど
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
が
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
明
末
清
初
期
の
印
論

と
実
作
の
関
連
性
を
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
印
人
の
実
践
理
論

と
し
て
発
達
し
た
印
論
は
、
実
作
と
相
互
関
係
に
あ
っ
て
、
篆
刻
芸
術
の
発
展
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
も
存
在

す
る
。
印
論
の
著
述
が
指
す
内
容
を
具
体
的
に
解
き
明
か
し
、
篆
刻
芸
術
に
お
い
て
理
論
が
ど
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
後
も
研
究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。



86

〔表〕　明末清初期印論リスト

四庫全書 篆学瑣著 美術叢書 遯庵印学叢書 歴代印学論文選 続修四庫全書 説印

1 古今印史 徐官 明 1569 ◯ ◯ ◯

2 叙書画印識 張応文 明 1595 ◯

3 印章集説 甘暘 明 1596 ◯ ◯ ◯ ◯

4 印談 沈野 明 1600 ◯ ◯

5 印母 楊士修 明 1602 ◯ ◯

6 周公謹「印説」刪 楊士修 明 1602 ◯ ◯ ◯

7 印旨 程遠 明 1602 ◯ ◯ ◯

8 印品 朱簡 明 1611

9 印章要論 朱簡 明 1611 ◯ ◯ ◯

10 印法参同 徐上達 明 1614 ◯

11 印章法 藩茂弘 明 1625 ◯

12 印経 朱簡 明 1629 ◯ ◯ ◯

13 印説 万寿祺 明 1635 ◯ ◯ ◯ ◯

14 印説 周応愿 明 ？

15 続学古編 何震 明 ？ ◯ ◯ ◯ ◯

16 韻石斎筆談 姜紹書 明 ？ ◯

17 印章考 方以智 明 ？ ◯ ◯ ◯

18 篆学指南 趙宧光 明 ？ ◯ ◯

19 敦好堂論印 呉先声 清 1687 ◯

20 紅術軒紫泥法 汪鎬京 清 1696 ◯

21 印典 朱象賢 清 1722 ◯ ◯ ◯ ◯

22 秋水園印譜　印説 陳錬 清 1760 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

23 古印考略 夏一駒 清 1773 ◯ ◯ ◯

24 多野斎印説 董洵 清 1782 ◯ ◯

25 師古堂印譜　説印 李宜開 清 1782 ◯ ◯

26 続三十五挙 桂馥 清 1778 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

27 篆刻秘要（『嘯月楼印賞』収録）　 戴啓偉 清 1778 ◯

28 篆刻針度 陳承恕 清 1786 ◯ ◯ ◯ ◯

収　録　叢　書　・　資　料

〔表〕明末清初期印論リスト

No 書　　名 著　者 時　代 刊行年
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〈
注
〉

（
１
） 

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
印
人
の
作
風
の
形
成
・
変
遷
お
よ
び
流
派
の
系
統
・
展
開
に
つ
い
て
の
論
は
散
見
さ
れ
て
き
た
。
主
要
な
も
の
と
し
て
、
印

人
研
究
で
は
、
孫
慰
祖
『
陳
鴻
寿
篆
刻
』（
二
〇
〇
七
年
、
上
海
書
店
出
版
社
）
や
張
小
荘
『
趙
之
謙
研
究
』（
二
〇
〇
八
年
、
栄
宝
斎
出
版
社
）
の

ほ
か
、
松
村
茂
樹
『
呉
昌
碩
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
、
研
文
出
版
）
が
あ
り
、
流
派
研
究
で
は
、
余
正
『
浙
派
篆
刻
賞
析
』（
二
〇
〇
四
年
、
中
国
芸

術
出
版
社
） 

、
阮
良
之
『
明
清
徽
皖
篆
刻
簡
論
』（
二
〇
〇
九
年
、
安
徽
大
学
出
版
社
）、
韓
天
衡
・
張
煒
羽
『
中
国
篆
刻
流
派
創
新
史
』（
二
〇
一
一

年
、
上
海
書
画
出
版
社
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
） 

本
稿
で
は
「
徽
派
」
を
、何
震
を
筆
頭
と
し
た
明
末
清
初
期
の
新
安
や
休
寧
な
ど
安
徽
歙
州
周
辺
出
身
の
印
人
ら
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
代
表

的
な
印
人
と
し
て
、
蘇
宣
（
一
五
五
三
―
一
六
二
六
？
）、
朱
簡
（
一
五
七
〇
―
？
）、
汪
関
、
汪
泓
、
程
源
、
程
樸
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
徽
派
」

の
語
が
示
す
呼
称
及
び
範
囲
に
は
諸
説
あ
り
、朱
簡
『
印
経
』
は
何
震
の
系
譜
を
「
雪
漁
派
」
と
記
し
、鄧
散
木
『
篆
刻
学
』
に
お
い
て
は
「
皖
派
」

と
示
す
。
ま
た
、
後
発
の
程
邃
（
一
六
〇
七
―
一
六
九
二
）
を
徽
派
の
創
始
者
と
す
る
説
も
あ
る
（
王
東
明
「
黄
山
代
有
印
人
出
―
明
清
徽
派
系
篆

刻
流
派
的
廓
清
」、『
明
清
徽
州
篆
刻
学
術
研
究
会
論
文
集
』
所
収
、
二
〇
〇
八
年
、
な
ど
）。
阮
良
之
『
明
清
徽
皖
篆
刻
簡
論
』（
二
〇
〇
九
年
、
安

徽
大
学
出
版
社
）
参
照
。

（
３
） 『
篆
刻
針
度
』
八
巻
は
陳
克
恕
の
編
著
、
乾
隆
五
十
二
年
（
一
七
八
六
）
の
成
書
。
陳
克
恕
（
一
七
四
一
―
一
八
〇
九
）
は
、
字
は
体
行
、
号
は

目
耕
、
吟
香
、
健
清
、
妙
果
山
人
。
浙
江
海
寧
の
人
。
著
に
『
存
幾
希
斎
印
存
』、『
篆
学
示
斯
』、『
篆
体
経
眼
』、『
印
人
匯
考
』
な
ど
が
あ
る
。『
篆

刻
針
度
』
の
内
容
は
、
篆
刻
に
関
連
す
る
事
項
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
以
降
の
印
論
の
多
く
は
こ
の
分
類
に
類
似
す
る
形
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容

は
以
下
の
通
り
。
巻
一
、
考
篆
、
審
名
、
弁
印
、
論
材
。
巻
二
、
分
式
、
制
度
、
定
見
。
巻
三
、
参
攷
、
摹
古
、
撮
要
。
巻
四
、
章
法
、
字
法
。
巻

五
、
筆
法
、
刀
法
。
巻
六
、
総
論
、
用
印
論
。
巻
七
、
雑
記
、
製
印
色
、
収
蔵
。
巻
八
、
選
石
（
金
石
花
館
蔵
版
に
よ
る
）。「
総
論
」
の
「
印
章
要

論
」
の
項
で
は
、
朱
簡
、
周
応
愿
、
周
亮
工
の
言
が
引
用
さ
れ
、
自
論
の
主
張
で
は
な
く
過
去
の
印
論
の
引
用
が
多
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
で
は
円
山
大
迂
『
篆
刻
思
源
』（
一
八
九
九
年
刊
）、
山
本
元
『
現
代
語
譯
篆
刻
鍼
度 

篆
刻
の
し
を
り
』（
一
九
二
九
年
、
芸
艸
堂
）
な
ど
の
訳

本
が
刊
行
さ
れ
広
く
普
及
し
て
い
る
。

（
４
） 

本
邦
に
お
け
る
研
究
事
例
と
し
て
は
、
訳
注
に
角
田
健
三
訳
「
学
古
編
」（『
国
訳
書
論
集
成
』
巻
五
所
収
、
一
九
三
八
年
、
東
学
社
）、
細
谷
恵

志
「
学
古
編
三
十
五
挙
釈
考
」（『
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
十
八
』
所
収
、一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、野
田
悟
「
吾
衍
与
其
『
学
古
編
』
之
研
究
」

（
二
〇
〇
九
年
、
中
国
美
術
学
院
博
士
学
位
論
文
）
は
、
学
古
編
の
複
数
存
在
す
る
版
本
の
来
歴
と
淵
源
及
び
吾
丘
衍
の
出
自
に
関
し
て
詳
細
な
分

析
を
行
っ
て
い
る
。

（
５
）
許
慎
『
説
文
解
字
』
序
に
は
、

爾
れ
よ
り
秦
書
に
八
体
有
り
。
一
に
曰
く
大
篆
、
二
に
曰
く
小
篆
、
三
に
曰
く
刻
符
、
四
に
曰
く
虫
書
、
五
に
曰
く
摹
印
、
六
に
曰
く
署
書
、
七

に
曰
く
殳
書
、
八
に
曰
く
隷
書
。

　

と
、
秦
代
に
通
行
し
た
八
つ
の
書
体
を
挙
げ
る
。
ま
た
同
様
に
、
新
莽
時
に
甄
豊
が
定
め
た
六
書
を
述
べ
、

時
に
六
書
有
り
。
一
に
曰
く
古
文
、
孔
子
壁
中
の
書
な
り
。
二
に
曰
く
奇
字
、
即
ち
古
文
に
し
て
異
な
る
者
な
り
。
三
に
曰
く
篆
書
、
即
ち
小

篆
、
秦
始
皇
帝 

下
杜
人
の
程
邈
を
し
て
作
ら
し
む
る
所
な
り
。
四
に
曰
く
佐
書
、
即
ち
秦
の
隷
書
な
り
。
五
に
曰
く
繆
篆
、
摹
印
す
る
所
以
な

り
。
六
曰
く
鳥
虫
書
、
幡
信
に
書
す
る
所
以
な
り
。

　

と
あ
る
。
繆
篆
は
「
摹
印
す
る
所
以
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
繆
篆
と
摹
印
は
共
に
印
章
の
文
字
の
書
体
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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（
６ 

）『
印
説
』
は
、
一
巻
全
二
十
章
、
周
応
愿
の
撰
、
王
稚
登
の
序
文
あ
り
。
万
暦
中
期
頃
の
成
書
と
さ
れ
る
。
そ
の
今
日
に
伝
わ
る
版
本
は
常
熟
図

書
館
蔵
の
明
刊
本
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
、
原
文
を
抄
録
し
た
楊
士
修
編
『
周
公
瑾
印
説
刪
』
一
巻
（
趙
詒
琛
編
『
芸
海
一
勺
』
所
収
）
お
よ

び
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
の
佚
名
に
よ
る
写
本
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』（
二
〇
一
四
年
、
北
京
大
学
出
版
社
）

に
よ
っ
て
、
そ
の
全
文
を
閲
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
周
応
愿
（
一
五
五
九
―
一
五
九
七
）、
号
は
公
謹
、
呉
江
爛
渓
の
人
。
万
暦
十
六
年
（
一

五
八
八
年
）
の
挙
人
。
南
寧
知
府
に
官
す
。

（
７
） 『
印
章
集
説
』、
一
巻
。
甘
暘
の
撰
。
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
年
）
刊
行
の
『
集
古
印
正
』（『
甘
氏
印
正
』
と
も
い
う
）
の
巻
末
に
附
さ
れ
る
。

別
名
『
印
正
附
説
』。
甘
暘
、
又
の
名
を
旭
、
字
は
旭
甫
、
号
は
寅
東
、
江
寧
（
江
蘇
南
京
）
の
人
。
生
没
年
不
詳
。
篆
刻
を
工
と
し
た
。

（
８
） 『
印
法
参
同
』、
四
十
二
巻
。
徐
上
達
の
撰
。
万
暦
四
一
年
（
一
六
一
三
年
）
の
刊
。
喩
言
類
、
摹
古
類
、
撮
要
類
、
章
法
類
、
字
法
類
、
筆
法

類
、
刀
法
類
、
総
論
類
の
八
章
か
ら
な
る
。
徐
上
達
、
字
は
伯
達
、
安
徽
新
都
の
人
。
生
没
年
不
詳
。
篆
刻
を
工
と
し
た
。

（
９
） 

三
館
秘
閣
と
は
、
北
宋
時
代
に
設
け
ら
れ
た
三
館
（
昭
文
館
、
集
賢
院
、
史
館
）
に
収
蔵
さ
れ
た
書
籍
を
中
心
と
し
て
、
宮
廷
の
文
物
を
収
蔵
・

保
存
す
る
官
署
を
指
す
。

（
10
） 

呉
清
輝
『
中
国
印
学
』「
趙
孟
頫
撰
《
印
史
序
》
刻
円
朱
文
」（
二
〇
一
〇
年
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
）
で
は
、
清
の
蒋
仁
の
印
「
筆
硯
精
良
人

生
一
楽
」
の
印
跋
に
、「
趙
王
孫
（
孟
頫
）　

の
水
精
宮
道
人 

皆
な
親
鐫
に
よ
り
出
づ
。」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
趙
印
が
自
刻
で
あ
る
根
拠
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
沙
孟
海
『
印
学
史
』
に
は
、「
趙
孟
頫
と
吾
丘
衍
の
両
人
の
印
も
、
や
は
り
た
だ
篆
文
を
写か

い
た
だ
け
で
、
別
の
人

に
鐫
刻
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
制
作
の
範
囲
に
は
説
の
分
か
れ
る
所
が
あ
る
。（
中
野
遵
・
北
川
博
邦
共
訳
『
篆
刻
の
歴

史
と
発
展
―
印
学
史
―
』、
一
九
八
八
年
、
東
京
堂
出
版
、
参
照
）

（
11
）「
玉
箸
篆
」
の
初
出
は
、
徐
官
『
古
今
印
史
』
小
篆
大
略
に
見
え
る
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。

李
斯 
又
た
古
文
と
籀
文
と
を
損
益
し
小
篆
を
為
す
。
蓋
し
古
篆
に
円
圏
、
円
点
多
し
。
小
篆 

整
齊
を
崇
尚
し
、
悉
く
円
を
破
り
て
方
を
作
り
、

漸
く
古
え
の
製
を
失
う
な
り
。
今
の
玉
箸
篆
と
称
す
る
者
は
是
れ
な
り
。

　

と
あ
り
、
小
篆
を
玉
箸
篆
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
甘
暘
『
印
章
集
説
』
で
は
「
玉
箸
は
、
即
ち
李
斯
の
小
篆
な
り
。」
と
、
明
確
に
小
篆
を

指
し
て
述
べ
て
い
る
。

（
12
） 『
印
説
』
一
巻
、
陳
錬
（
一
七
三
〇
―
一
七
七
八
）
の
撰
。『
秋
水
園
印
譜
』（
一
七
六
〇
年
刊
）
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
印
論
で
あ
る
。

（
13
）
沙
孟
海
『
印
学
史
』（
一
九
八
七
年
、
西
泠
印
社
出
版
）
は
円
朱
文
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

趙
孟
頫
の
篆
し
た
印
文
は
小
篆
を
も
っ
ぱ
ら
用
い
、
朱
文
の
細
線
が
円
転
し
、
姿
態
は
柔
美
で
あ
り
、
世
に
「
円
朱
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
中
野
遵
・
北
川
博
邦
共
訳
『
篆
刻
の
歴
史
と
発
展
―
印
学
史
―
』
の
訳
を
参
照
）

（
14
）『
古
今
印
制
』
一
巻
、
孫
光
祖
の
撰
。
孫
光
祖
、
字
は
翼
龍
、
江
蘇
昆
山
の
人
。
書
に
工
み
で
写
生
を
善
く
し
、
篆
刻
に
長
じ
た
。
著
に
『
六
書

縁
起
』、『
篆
刻
発
微
』
あ
り
。

（
15
） 

甘
暘
編
『
集
古
印
正
』（
一
五
九
六
年
刊
）
の
徐

の
序
文
で
は
、『
集
古
印
譜
』
は
翻
刻
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
梨
木
や
棗
木
を
用
い
ら
れ
た
の

で
、
古
人
の
心
画
神
迹
が
埋
も
れ
て
そ
の
真
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

武
陵
顧
氏
刻
す
所
の
『
印
藪
』（
集
古
印
譜
）、捜
羅
殆
尽
し
、摹
勒
精
工
た
り
て
、稍
や
古
人
の
遺
意
を
存
す
。
第
だ
流
伝
す
る
こ
と
既
に
広
く
、

翻
摹
す
る
こ
と
滋
ま
す
多
く
、
金
石
を
舎
て
て
梨
棗
を
用
い
、
…
…
古
人
の
心
画
神
迹
を
し
て
湮
滅
し
真
を
失
わ
し
め
、
良
に
嘆
息
す
べ
し
。

（
16
）「
漢
廷
老
吏
」
は
、
陶
宗
儀
編
『
南
村
輟
耕
録
』
に
見
え
る
。
虞
集
が
当
時
の
四
大
家
（
楊
載
、
範

、
揭
徯
斯
、
虞
集
）
を
物
に
喩
え
て
評
し
、

   

趙
孟
頫
「
水
精
宮
道
人
」
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最
後
に
自
ら
の
詩
に
つ
い
て
「
虞
集
乃
漢
廷
老
吏
」
と
述
べ
た
う
ち
の
句
。「
字
挟
風
霜
」
は
、漢 

劉
歆
『
西
京
雑
記
』
に
見
え
る
。『
淮
南
子
』
を

評
し
て
「
字
中
皆
挟
風
霜
。」
と
述
べ
た
う
ち
の
句
。「
絳
雲
在
霄
、
舒
巻
自
如
」
は
、
宋 

趙
与
時
編
『
賓
退
録
』
に
見
え
る
。
陶
淵
明
の
詩
を
評
し

て
「
陶
彭
澤
如
絳
雲
在
霄
、
舒
巻
自
如
。」
と
述
べ
た
う
ち
の
句
。

（
17
）
小
林
斗
盦
「
発
刊
に
当
た
っ
て
」（
小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊 

第
一
巻　

文
彭
何
震
』
所
収
、
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）
参
照
。

（
18
） 

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊 

第
八
巻
清
２ 

頼
古
堂
印
譜
』
参
照
。
小
林
斗
盦
の
解
説
に
よ
れ
ば
、こ
の
印
譜
は
、周
亮
工
没
後
に
子
の
在
浚
・

在
延
・
在
健
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
明
清
鼎
革
の
際
の
混
乱
で
主
要
な
部
分
を
散
佚
し
て
し
ま
い
、
元
の
蒐
集
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

（
19
）
孫
慰
祖
「
蔵
真
辨
偽
析
毫
芒
―
名
家
篆
刻
偽
品
鑑
別
例
漫
」（「
名
作
欣
賞
」
二
〇
一
〇
年
十
三
期
所
収
）
参
照
。

（
20
）「
摹
印
四
妙
」
は
、
周
応
愿
『
印
説
』、
徐
上
達
『
印
法
参
同
』、
朱
簡
『
印
章
要
論
』、
方
以
智
『
印
章
考
』
な
ど
に
引
用
が
見
え
る
。

（
21
）
揚
雄
（
前
五
三
―
一
八
）
の
解
嘲
賦
に
唯
一
見
え
る
語
で
あ
る
。
人
々
の
嘲
笑
を
解
く
た
め
に
作
ら
れ
た
賦
で
あ
っ
て
、
清
静
と
し
て
い
る
こ

と
が
神
（
こ
こ
ろ
）
を
游
ば
し
め
る
と
い
う
。
原
文
の
訓
読
以
下
の
通
り
。

攫
挐
す
る
者
は
亡
び
、
黙
黙
た
る
者
は
存
す
。
位
極
め
し
者
の
宗
は
危
う
く
、
自
守
す
る
者
の
身
は
全
し
。
是
が
故
に
玄
を
知
り
黙
を
知
る
は
、

守
道
の
極
な
り
。
清
を
爰ひ

き
静
を
爰
く
は
、
游
神
の
庭
な
り
。
寂
を
惟
い
寞
を
惟
う
は
、
守
徳
の
宅
な
り
。

（
22
）
印
論
に
お
け
る
形
神
論
の
応
用
に
つ
い
て
は
、黄
惇
『
中
国
古
代
印
論
史
』
第
二
章
明
代
的
印
論 

第
五
節
万
暦
時
代
有
影
响
的
印
章
美
学
観
（
一

九
九
四
年
、
上
海
書
画
出
版
社
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。

（
23
）『
印
経
』
一
巻
、
朱
簡
の
撰
。
朱
簡
、
字
は
修
能
、
号
は
畸
臣
、
後
に
名
を
聞
に
改
め
る
。
安
徽
休
寧
の
人
。
黄
山
に
居
し
た
。
生
没
年
不
詳
。

著
に
『
印
章
要
論
』、『
印
品
』、『
印
書
』
な
ど
が
あ
る
。

（
24
） 

吾
丘
衍
「
三
十
五
挙
」
十
三
挙
に
「
口
不
可
円
、
亦
不
可
方
。」
と
あ
る
。

（
25
）『
東
里
子
論
印
』、
馮
泌
の
撰
、
秦
爨
公
撰
『
印
指
』
の
巻
末
に
附
さ
れ
る
。
馮
泌
は
、
字
は
仁
可
、
号
は
東
里
子
、
古
儀
の
人
。
秦
爨
公
に
印

学
を
学
ん
だ
。

（
26
）
拙
稿
「
明
末
期
の
印
論
に
お
け
る
審
美
思
想
の
形
成
」（『
書
学
書
道
史
研
究
25
』
所
収
、
二
〇
一
五
年
、
書
学
書
道
史
学
会
）
に
基
づ
く
。
印

論
の
「
板
」
は
、
画
論
に
見
え
る
「
板
」
の
概
念
を
受
容
し
、
印
章
を
論
じ
る
上
で
変
化
に
乏
し
く
平
板
で
単
調
な
作
風
を
批
判
し
て
述
べ
る
た
め

に
用
い
ら
れ
た
概
念
で
あ
り
、
徐
上
達
『
印
法
参
同
』
な
ど
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
27
）「
斐
然
成
文
」
に
近
い
語
と
し
て
、「
斐
然
成
章
」
が
『
論
語
』
公
冶
長
第
五
に
見
え
る
。「
吾
が
党
の
小
子
狂
簡
、
斐
然
と
し
て
章
を
成
す
。
之

を
裁
す
る
所
以
を
知
ら
ず
。」
と
あ
る
。

（
28
） 

例
え
ば
、
袁
昻
『
古
今
書
評
』
で
は
名
家
の
書
を
評
し
、
鍾
繇
を
「
飛
鴻
戯
海
、
舞
鶴
游
天
」、
蕭
思
話
を
「
龍
跳
天
門
、
虎
臥
鳳
闕
」、
薄
紹
之

を
「
舞
女
低
腰
、
仙
人
嘯
樹
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
懐
素
の
書
を
評
し
た
「
飛
鳥
出
林
」、「

蛇
入
草
」
な
ど
の
語
も
あ
る
。

（
29
）
鄒
彦
吉
、
名
は
迪
光
、
彦
吉
は
字
、
愚
谷
と
号
し
た
。
無
錫
の
人
、
生
没
は
一
五
五
〇
年
か
ら
一
六
二
六
年
と
す
る
説
あ
り
。
万
暦
二
年
（
一

五
七
四
年
）
の
進
士
、
湖
広
提
学
副
使
に
官
し
、
山
水
画
を
善
く
し
た
。『
金
一
甫
印
選
』
に
鄒
迪
光
撰
の
小
序
あ
り
。
ま
た
、
銭
謙
益
『
列
朝
詩

集
』
丁
集
第
十
六
「
鄒
迪
光
小
伝
」、『
無
錫
金
匱
県
志
』
巻
二
十
二
「
文
苑
伝
」
な
ど
に
伝
記
あ
り
。

（
30
） 『
印
言
』
は
、
楊
士
修
『
印
母
』
の
う
ち
、「
気
」、「
情
」、「
興
」、「
古
」、「
堅
」、「
雄
」、「
清
」、「
従
」、「
活
」、「
浄
」、「
嬌
」、「
鬆
」、「
称
」、

「
整
」、「
豊
」、「
荘
」、「
呆
」、「
肥
」、「
単
」、「
促
」、「
苟
」
の
二
十
一
項
を
採
録
し
た
も
の
で
、
陳
錬
自
身
の
著
述
で
は
な
い
。
元
は
、
陳
錬
編
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『
超
然
楼
印
賞
』
に
附
さ
れ
た
も
の
で
、『
篆
学
瑣
著
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）
周
応
願
著 

朱
天
曙
編
『
印
説
』（
二
〇
一
四
年
、北
京
大
学
出
版
社
）
参
照
。
周
応
愿
『
印
説
』
衆
目
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。
原
文
の
合
致

す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

刻
朱
文
須
流
利
、
令
如
春
花
舞
風
。
刻
白
文
須
沉
凝
、
令
如
寒
山
積
雪
。
刻
二
三
字
以
下
、
須
遒
朗
、
令
如
弧
霞
捧
日
。
五
字
以
上
、
須
稠
畳
、

令
如
衆
星
麗
天
。（
中
略
）
刻
転
折
処
須
円
活
、
令
如
順
風
鴻
毛
。
刻
断
絶
処
須
陸
続
、
令
如
長
虹
竟
天
。
落
手
処
要
大
胆
、
令
如
壮
士
舞
剣
。

收
拾
処
要
小
心
、
令
如
美
女
拈
針
。
此
之
謂
衆
目
。

（
32
）
阮
元
『
小
滄
浪
筆
談
』
巻
二
（
一
九
八
一
年
、
広
文
書
局
発
行
）、
参
照
。

〈
使
用
文
献
原
文
一
覧
〉　
※
括
弧
内
は
引
用
元
の
原
典
及
び
書
籍
名

①
十
八
挙
曰
、
漢
有
摹
印
篆
、
其
法
只
是
方
正
、
篆
法
与
隸
相
通
。
後
人
不
識
古
印
、
妄
意
盤
屈
、
且
以
為
法
、
大
可
笑
也
。
多
見
故
家
蔵
漢
印
、
字

皆
方
正
、
近
乎
隸
書
、
此

摹
印
篆
也
。（
吾
丘
衍
『
三
十
五
挙
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

②
二
十
挙
曰
、
白
文
印
、
皆
用
漢
篆
、
平
方
正
直
、
字
不
可
円
。
縦
有
斜
筆
、
亦
当
取
巧
写
過
。（
吾
丘
衍
『
三
十
五
挙
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学

論
文
選
』
参
照
）

③
二
十
五
挙
曰
、
白
文
印
、
用
崔
子
玉
写
張
平
子
碑
上
字
、
及
漢
器
上
並
碑
蓋
印
章
等
字
、
最
為
第
一
。（
吾
丘
衍
『
三
十
五
挙
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴

代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

④
先
輩
云
、
漢
有
摹
印
篆
、
其
法
只
是
方
正
、
後
人
不
識
古
印
、
妄
意
盤
曲
、
大
失
古
法
。
…
…
唐
易
朱
文
、
古
法
漸
廃
、
至
宋
絕
無
知
者
。（
周
応

愿
『
印
説
』「
原
古
」、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』
参
照
）

⑤
六
朝
印
章
、
因
時
改
易
、
遂
作
朱
文
白
文
、
印
章
之
変
、
則
始
於
此
。
唐
之
印
章
、
因
六
朝
作
朱
文
、
日
流
於
訛
謬
、
多
属
曲
盤
旋
。
皆
悖
六
義
、

毫
無
古
法
。
印
章
至
此
、
邪
謬
甚
矣
。（
甘
暘
『
印
章
集
説
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑥
朱
文
印
自
六
朝
以
于
唐
、
古
法
漸
廃
矣
。（
徐
上
達
『
印
法
参
同
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
本
）

⑦
印
文
須
細
、
圏
須
与
文
等
。（
米
芾
『
書
史
』、
黄
賓
虹
・
鄧
実
編
『
美
術
叢
書
』
参
照
）

⑧
我
太
祖
秘
閣
図
書
之
印
、
不
満
二
寸
、
圏
文
皆
細
、
上
閣
図
書
印
亦
然
。
仁
宗
後
、
印
経
院
賜
経
用
上
閣
図
書
、
字
大
印
麤
文
。
若
施
於
画
、
占
紙

素
字
画
多
、
有
損
於
書
帖
。
近
三
館
秘
閣
之
印
、
文
雖
細
、
圏
乃
麤
如
半
指
。
亦
印
損
書
画
也
。（
米
芾
『
書
史
』、
黄
賓
虹
・
鄧
実
編
『
美
術
叢
書
』

参
照
）

⑨
二
十
八
挙
曰
、
朱
文
印
、
不
可
逼
辺
。
…
…
字
宜
細
。
四
旁
有
出
筆
、
皆
滞
辺
、
辺
須
細
於
字
、
辺
若
一
体
。（
吾
丘
衍
『
三
十
五
挙
』、
韓
天
衡
編

『
歴
代
印
学
論
文
選
』
本
）

⑩
朱
文
印
上
古
原
無
、
始
于
六
朝
、
唐
、
宋
尚
之
。
其
文
宜
淸
雅
而
有
筆
意
。
不
可
太
粗
。
粗
則
俗
。
亦
不
可
多
曲
畳
。
多
則
類
唐
、
宋
印
、
且
板
而

無
神
矣
。
趙
子
昂
善
朱
文
、
皆
用
玉
箸
篆
、
流
動
有
神
。（
甘
暘
『
印
章
集
説
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑪
果
如
朱
文
、
亦
宜
淸
雅
得
筆
意
。
毋
重
濁
而
俗
。
毋
曲
畳
而
板
。
趙
松
☃
篆
玉
箸
、
刻
朱
文
頗
流
動
有
神
気
。
如
今
文
博
士
、
則
又
学
趙
者
也
。（
徐

上
達
『
印
法
参
同
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑫
一
曰
、
円
朱
文
。
元
趙
松
☃
善
作
此
体
。
其
文
円
転
嫵
媚
、
故
曰
円
朱
。
要
豊
神
流
動
、
如
春
花
舞
風
、
軽
雲
出
岫
。（
陳
錬
『
印
説
』、
韓
天
衡
編

『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）
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⑬
秦
、
漢
、
唐
、
宋
、
皆
宗
摹
印
篆
、
無
用
玉
箸
者
。
趙
文
敏
以
作
朱
文
。
蓋
秦
朱
文
瑣
碎
而
不
荘
重
、
漢
朱
文
板
実
而
不
鬆
霊
。
玉
箸
気
象
堂
皇
、

点
画
流
利
、
得
文
質
之
中
。（
孫
光
祖
『
古
今
印
制
』、
顧
湘
編
『
篆
学
瑣
著
』
参
照
）

⑭
漢
晉
之
印
、
古
拙
飛
動
、
奇
正
相
生
。
六
朝
而
降
、
乃
始
屈
曲
盤
回
如
繆
篆
之
状
。
至
宋
則
古
法
蕩
然
矣
。
我
朝
至
文
国
博
、
始
取
漢
晉
古
章
歩
趨

之
。（
沈
野
『
印
談
』、
呉
隠
編
『
西
泠
印
社
印
学
叢
書
』
参
照
）

⑮
印
章
之
制
、
始
于
秦
而
盛
于
漢
。
然
只
記
姓
名
及
官
階
耳
。
至
宋
元
始
有
斎
名
及
別
号
。
殆
我
明
風
雅
之
士
、
博
綜
篆
籀
、
鳥
迹
蝸
涎
、
游
泳
上
古
。

鉄
筆
之
妙
、
莫
過
于
文
三
橋
何
☃
漁
。
三
橋
如
漢
廷
老
吏
、
字
挟
風
霜
。
☃
漁
如
絳
雲
在
霄
、
舒
巻
自
如
。（
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』、
黄
賓
虹
・

鄧
実
編
『
美
術
叢
書
』
参
照
）

⑯
迨
元
趙
呉
興
工
書
、
而
精
於
刻
、
力
追
漢
人
。
而
明
文
三
橋
遙
継
之
。
☃
漁
何
氏
、
少
入
文
氏
之
門
、
得
其
筆
法
、
通
之
於
刀
法
。（
高
積
厚
『
印

述
』、
顧
湘
編
『
篆
学
瑣
著
』
参
照
）

⑰
印
自
秦
漢
以
来
、
中
閒
曠
絕
千
余
年
、
至
元
吾
趙
諸
公
奮
其
説
、
迄
明
而
大
盛
。
明
人
之
開
其
先
者
、
断
推
文
国
博
。
其
印
和
平
中
正
、
筆
筆
中
鋒
、

雖
不
必
規
規
於
学
漢
、
而
自
得
漢
人
宗
旨
。
継
国
博
而
起
者
何
☃
漁
。
☃
漁
朱
文
純
学
元
人
、
白
文
得
疏
密
参
差
之
致
。（
馮
承
輝
『
印
学
管
見
』、

韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑱
蝸
廬
筆
記
曰
、
文
太
史
印
章
、
雖
不
能
法
秦
漢
、
然
雅
而
不
俗
、
淸
而
有
神
、
得
六
朝
、
陳
、
隋
之
意
、
至
蒼
茫
古
樸
、
略
有
不
逮
。（
桂
馥
『
続

三
十
五
挙
』、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑲
至
明
而
印
章
始
可
継
漢
。
文
三
橋
力
能
追
古
、
然
未
脱
宋
元
之
習
。
何
主
臣
力
能
自
振
、
終
未
免
太
渉
之
擬
議
。（
周
亮
工
『
印
人
伝
』
書
黄
済
叔

印
譜
前
、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

⑳
文
博
士
得
漢
人
、
元
人
神
髄
、
典
雅
古
樸
、
去
華
麗
而
務
静
穆
、
去
峭
歴
而
務
渾
融
、
去
謹
厳
而
務
閑
逸
。
俗
目
愈
遠
、
古
衟
愈
深
。
有
明
百
家
、

无
出
其
右
、
呉
興
後
一
人
而
已
、
真
逸
品
也
。
蘇
嘯
民
心
雄
志
高
、
眼
大
骨
勁
、
軼
矩
創
則
、
似
奇
而
正
、
神
品
也
。 

帰
文
休
典
雅
簡
潔
、
蒼
勁
秀

古
、
妙
品
也
。 
顧
雲
美
専
摹
漢
魏
、
沉
着
樸
厚
之
中
、
自
有
松
霊
秀
逸
之
致
。
顧
天
山
樸
実
渾
厚
、
典
雅
堂
皇
、
俱
能
品
也
。（
孫
光
祖
『
古
今
印

制
』、
顧
湘
編
『
篆
学
瑣
著
』
参
照
）

㉑
何
震
作
『
二
十
五
挙
』、
論
篆
、
論
隸
、
誤
者
比
比
。
所
篆
印
章
、
既
不
合
於
秦
漢
摹
印
篆
、
則
与
三
橋
迥
殊
。
又
不
合
於
籀
斯
之
碑
帖
、
則
与
嘯

民
懸
絕
。
乃
以
残
欠
為
偽
古
。
名
与
三
橋
、
嘯
民
、
文
休
、
長
蘅
輩
並
重
、
異
哉
。（
同
右
）

㉒
所
為
印
流
伝
甚
多
、
今
皆
為
人
秘
玩
、
不
復
多
見
。
亦
由
無
印
譜
也
。
印
至
国
博
、
尚
不
敢
以
譜
伝
、
何
今
日
譜
之
紛
紛
也
。
亦
自
愧
矣
。（
周
亮

工
『
印
人
伝
』「
書
文
国
博
印
章
後
」、
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉓
李
陽
冰
曰
、
摹
印
之
法
有
四
。
功
侔
造
化
、
寘
受
鬼
神
、
謂
之
神
。
筆
画
之
外
、
得
微
妙
法
、
謂
之
奇
。
芸
精
于
一
、
規
矩
方
円
、
謂
之
工
。
繁
簡

相
参
、
布
置
不
紊
、
謂
之
巧
。（
吾
丘
衍
『
学
古
編
』「
附
録
」、
黄
賓
虹
・
鄧
実
編
『
美
術
叢
書
』
参
照
）

㉔
凡
篆
之
害
三
、
聞
見
不
博
、
学
無
淵
源
、
一
害
也
。
偏
旁
点
画
、
湊
合
成
字
、
二
害
也
。
経
営
位
置
、
疏
密
不
匀
、
三
害
也
。（
周
応
愿
『
印
説
』
除

害
、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』
本
）

㉕
刀
之
害
六
。
心
手
相
乖
、
有
形
無
意
、
一
害
也
。
転
運
緊
苦
、
天
趣
不
流
、
二
害
也
。
因
便
就
簡
、
顚
倒
苟
完
、
三
害
也
。
鋒
力
全
無
、
専
求
工
致
、

四
害
也
。
意
骨
雖
具
、
終
未
脫
俗
、
五
害
也
。
或
作
或
輟
、
成
自
両
截
、
六
害
也
。（
周
応
愿
『
印
説
』「
除
害
」、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』
参
照
）

㉖
刀
法
有
三
。
最
上
、
游
神
之
庭
。
次
之
、
借
形
伝
神
。
最
下
、
徒
象
其
形
而
已
。（
徐
上
達
『
印
法
参
同
』、
徐
上
達
『
印
法
参
同
』、
韓
天
衡
編
『
歴

代
印
学
論
文
選
』
参
照
）
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㉗
学
無
淵
源
、
偏
旁
湊
合
、
篆
病
也
。
不
知
運
筆
、
依
様
描
補
、
筆
病
也
。
転
折
峭
露
、
輕
重
失
宜
、
刀
病
也
。
專
工
乏
趣
、
放
浪
脱
形
、
章
病
也
。

心
手
相
乖
、
因
便
苟
完
、
意
病
也
。
故
不
通
文
義
不
可
刻
、
不
深
篆
学
不
可
刻
、
筆
不
信
心
不
可
刻
、
刀
不
信
筆
不
可
刻
、
有
不
可
刻
而
漫
刻
之
、

則
無
有
不
戾
者
也
。（
朱
簡
『
印
経
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉘
夫
古
印
樸
、
今
印
華
。
古
印
円
勁
、
今
印
方
板
。
古
印
在
有
意
无
意
、
今
印
則
着
迹
太
甚
。
度
今
日
尽
﨤
古
、
…
…
存
樸
茂
于
時
華
之
中
、
運
円
勁

于
方
板
之
外
、
何
不
可
。（
馮
泌
『
東
里
子
論
印
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉙
信
手
拈
来
、
頭
頭
是
衟
、
如
飛
天
仙
人
、
偶
游
下
界
者
、
逸
品
也
。
体
備
諸
法
、
錯
綜
変
化
、
莫
可
端
倪
、
如
生
龍
活
虎
、
捉
摸
不
定
者
、
神
品
也
。

非
法
不
行
、
奇
正
迭
運
、
斐
然
成
文
、
如
万
花
春
谷
、
燦
爛
奪
目
者
、
妙
品
也
。
去
短
集
長
、
力
追
古
法
、
自
足
専
家
、
如
範
金
琢
玉
、
各
成
良
器

者
、
能
品
也
。（
周
応
愿
『
印
説
』「
大
綱
」、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』
参
照
）

㉚
印
之
佳
者
有
三
品
、
神
、
妙
、
能
。
然
軽
重
有
法
中
之
法
、
屈
伸
得
神
外
之
神
、
筆
未
到
而
意
到
。
形
未
存
而
神
存
、
印
之
神
品
也
。
宛
転
得
情
趣
、

稀
密
無
拘
束
、
増
減
合
六
文
、
那
譲
有
依
顧
、
不
加
雕
琢
、
印
之
妙
品
也
。
長
短
大
小
、
中
規
矩
方
円
之
制
、
繁
簡
去
存
、
無
懶
散
局
促
之
失
、
淸

雅
平
正
、
印
之
能
品
也
。
有
此
三
者
、
可
追
秦
漢
矣
。（
甘
暘
『
印
章
集
説
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉛
刀
法
也
者
、
所
以
伝
筆
法
也
。
刀
法
渾
融
、
無
迹
可
尋
、
神
品
也
。
有
筆
無
刀
、
妙
品
也
。
有
刀
無
筆
、
能
品
也
。
刀
筆
之
外
而
有
別
趣
、
逸
品
也
。

有
刀
鋒
而
似
鋸
牙
燕
尾
、
外
衟
也
。
無
刀
鋒
元
似
墨
猪
鉄
線
、
庸
工
也
。（
朱
簡
『
印
経
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉜
梁
溪
鄒
督
学
彦
吉
曰
、
今
人
之
帖
括
不
售
、
農
賈
不
験
、
無
所
糊
口
、
而
又
不
能
課
声
詩
、
作
絵
事
、
則
托
於
印
章
以
為
業
之
者
十
而
九
。
今
之
人

不
能
弁
古
書
帖
、
識
周
秦
彝
鼎
、
而
思
列
名
博
雅
、
則
托
於
印
章
之
好
者
亦
十
而
九
。
好
者
恃
名
、
而
習
者
恃
糈
。
好
者
以
耳
食
、
而
習
者
以
目
論
。

至
使
一
丁
不
識
之
夫
、
取
象
玉
金

、
信
手
切
割
。
又
使
一
丁
不
識
之
夫
櫝
而
蔵
之
、
奉
為
天
宝
、
可
恨
甚
矣
。（
周
亮
工
『
印
人
伝
』「
書
金
一
甫

印
譜
前
」、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉝
石
易
工
、
玉
難
工
。
玉
、
刀
不
能
入
、
須
是
碾
。
碾
須
是
玉
人
、
玉
人
不
識
篆
、
往
往
不
得
筆
意
、
古
法
頓
亡
、
所
以
反
不
如
石
。
石
、
刀
易
入
、

展
舒
随
我
。
小
則
指
力
、
大
則
腕
力
、
惟
其
所
之
、
无
不
如
意
、
若
筆
陣
然
、
所
以
反
勝
玉
。（
周
応
愿
『
印
説
』
弁
物
、
朱
天
曙
編
訂
『
印
説
』
参

照
）

㉞
碾
印
。
玉
、
瑪
瑙
、
水
晶
硬
不
易
刻
、
故
碾
之
。
且
玉
人
雖
巧
、
不
知
篆
文
、
落
墨
至
精
、
不
能
令
有
筆
意
、
且
転
折
結
構
、
俱
不
流
暢
、
不
如
刻

者
有
神
。（
甘
暘
『
印
章
集
説
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㉟
夫
刀
法
貴
明
筆
意
。
蓋
運
刀
如
運
筆
、
意
在
筆
先
、
則
心
手
相
応
、
風
力
有
神
。
蔵
鋒
斂
鍔
、
則
蒼
拙
円
勁
、
骨
格
高
古
、
更
姿
態
飛
揚
矣
。
白
文

貴
細
、
硃
文
貴
勁
、
満
白
貴
蒼
。
若
嫩
巧
滞
弱
、
用
意
破
砕
、
不
出
自
然
、
此
皆
病
也
。（
金
一
甫
『
印
章
論
』「
論
刀
法
」、
黄
惇
編
『
中
国
印
論

類
編
』
参
照
）

㊱
吾
所
謂
刀
法
者
、
如
筆
之
有
起
有
伏
、
有
転
折
、
有
緩
急
、
各
完
筆
意
、
不
得
孟
浪
。
非
雕
鋳
刻
画
、
以
鈍
為
古
、
以
砕
為
奇
之
刀
也
。（
朱
簡
『
印

章
要
論
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㊲
則
且
窮
搜
博
采
、
冥
思
黙
会
、
得
之
心
而
應
之
手
、
遺
其
象
而
追
其
神
。
於
是
篆
法
刀
法
遂
直
造
於
古
而
不
拘
乎
一
格
。（
汪
啓
淑
『
続
印
人
伝
』、

江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
刊
『
印
人
伝
・
続
印
人
伝
』
参
照
）

㊳
凡
人
筆
気
、
各
出
天
性
。
或
出
筆
軽
秀
、
或
出
筆
渾
厚
、
各
如
其
人
、
種
種
不
一
。
但
能
得
情
趣
、
都
成
佳
品
。
惟
俗
而
不
韻
者
、
雖
雕
龍
鋳
鳳
、

亦
無
足
観
。（
陳
錬
『
印
説
』、
韓
天
衡
編
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
参
照
）

㊴
少
士
人
気
、
亦
非
能
事
。
惟
胸
中
有
書
、
眼
底
無
物
、
筆
墨
閒
另
有
一
種
別
致
、
是
為
逸
品
。
此
則
存
乎
其
人
、
非
功
力
所
能
致
也
。
昔
人
以
逸
品
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置
於
神
品
之
上
。（
同
右
）

㊵
刻
朱
文
須
流
利
、
令
如
春
花
舞
風
。
刻
白
文
須
沉
凝
、
令
如
寒
山
積
☃
。
落
手
処
要
大
膽
、
令
如
壮
士
舞
剣
。
收
拾
処
要
小
心
、
令
如
美
女
拈
針
。

此
文
博
士
語
也
。
最
当
玩
味
。（
同
右
）

㊶
小
松
為
丁
敬
身
高
弟
。
篆
隷
鉄
筆
実
有
過
藍
之
誉
。
嘗
謂
、刻
印
之
法
当
以
漢
人
為
宗
。
萃
金
石
之
精
華
以
佐
其
結
構
、不
求
生
動
而
自
然
生
動
矣
。

又
謂
、
小
心
落
墨
、
大
胆
奏
刀
、
二
語
可
為
刻
印
三
昧
。（
阮
元
『
小
滄
浪
筆
談
』、
広
文
書
局
刊
『
筆
記
三
編
小
滄
浪
筆
談
』
参
照
）

〈
図
版
出
典
〉

図
一　
　

稿
者
所
蔵
本
に
よ
る

図
二　
　

稿
者
所
蔵
本
に
よ
る

図
三　
　

稿
者
所
蔵
本
に
よ
る

図
四　
　

呉
清
輝
『
中
国
印
学
』（
二
〇
一
〇
年
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
）

図
五　
　

沙
孟
海
著
・
中
野
遵 

北
川
博
邦
共
訳
『
篆
刻
の
歴
史
と
発
展
―
印
学
史
―
』（
一
九
八
八
年
、
東
京
堂
出
版
）

図
六　
　
ａ 

沙
孟
海
著
・
中
野
遵 

北
川
博
邦
共
訳
『
篆
刻
の
歴
史
と
発
展
―
印
学
史
―
』（
一
九
八
八
年
、
東
京
堂
出
版
）、
ｂ
・
ｃ 

呉
清
輝
『
中
国

　
　
　

印
学
』（
二
〇
一
〇
年
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
）

図
七　
　

荘
新
興
主
編
『
中
国
歴
代
印
風
系
列 

漢
晋
南
北
朝
印
風
（
下
）』（
二
〇
一
一
年
、
重
慶
出
版
社
）

図
八　
　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
（
稿
者
撮
影
）

図
九　
　
『
集
古
印
譜
』（
二
〇
一
〇
年
、
吉
林
出
版
集
団
有
限
責
任
公
司
）

図
一
〇　
『
書
道
全
集 

別
巻
Ⅰ 

中
国
印
譜
』（
一
九
六
八
年
、
平
凡
社
）

図
一
一　
ａ 
小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊 

第
一
巻 

文
彭 

何
震
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）、
ｂ 

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
九
巻
林
皋

　
　
　

高
鳳
翰
張
在
辛
他
』（
一
九
八
二
年
、
二
玄
社
）

図
一
二　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
三
巻
金
一
甫
蘇
宣
何
通
他
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）

図
一
三　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
五
巻
邵
潜
帰
昌
世
胡
日
従
他
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）

図
一
四　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
一
〇
巻
高
翔
沈
鳳
陳
錬
他
』（
一
九
八
三
年
、
二
玄
社
）

図
一
五　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
四
巻
趙

光
汪
関
汪
泓
他
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）

図
一
六　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
六
巻
学
山
堂
印
譜
鈔
』（
一
九
八
二
年
、
二
玄
社
）

図
一
七　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
三
巻
金
一
甫
蘇
宣
何
通
他
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）

図
一
八　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
六
巻
学
山
堂
印
譜
鈔
』（
一
九
八
二
年
、
二
玄
社
）

図
一
九　

孫
枝
秀
原
輯
『
篆
書
百
体
千
字
文
』（
一
九
八
四
年
、
マ
ー
ル
社
）

図
二
〇　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
三
巻
金
一
甫
蘇
宣
何
通
他
』（
一
九
八
一
年
、
二
玄
社
）

図
二
一　

呉
清
輝
『
中
国
印
学
』（
二
〇
一
〇
年
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
）

図
二
二　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
一
〇
巻
高
翔
沈
鳳
陳
錬
他
』（
一
九
八
三
年
、
二
玄
社
）

図
二
三　

同
右



94

図
二
四　

同
右

附
記　

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
助
成
期
間
中
に
『
書
学
書
道
史
研
究 

第
二
五
号
』（
二

〇
一
五
年
一
〇
月
、書
学
書
道
史
学
会
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、拙
稿
「
明
末
期
の
印
論
に
お
け
る
審
美
思
想
の
形
成
」
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
つ
つ
、

そ
れ
と
は
異
な
る
視
点
に
立
ち
、
中
国
印
論
の
研
究
を
一
歩
進
め
た
内
容
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
二
〇
一
五
年
三
月
の
一
ヶ
月
間
を
中
国
各
地

の
主
要
図
書
館
の
蔵
書
調
査
に
充
て
、
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
調
査
を
行
っ
た
図
書
館
は
、
国
家
図
書
館
、
北
京
大
学
図
書
館
、
上
海
図
書
館
、
南
京

図
書
館
、
蘇
州
図
書
館
、
蘇
州
大
学
図
書
館
、
浙
江
図
書
館
、
香
港
中
文
大
学
図
書
館
で
あ
る
。
調
査
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
財
団
の
志
民
和

儀
氏
に
多
大
な
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
財
団
の
篤
志
に
深
く
謝
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。


